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社会的には死んでも君を！２
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　薩さつ摩ま八はつ平ぺいは、自室で首ブリッジをしていた。仰あお向むけの状態から両りよう膝ひざを立て、腹をエビのようにそらし、額ひたいと足裏だけで体を支えたあと、再び仰向けに戻る……首回りの筋肉を鍛えるための、かなりきつい訓練だ。

　十五回目を過ぎた時、ううっ……と苦しげな呻うめきを漏らす。限界が近づいているようだ。

　その傍かたわらで浮遊しているのは、浴衣ゆかたを着た少女……香か月づきだ。両こぶしを握り、八平が首ブリッジするたび、「じゅうなな、じゅうはち……」とエールを送るように数えている。

「八平、二十回達成じゃ！」

　八平は、ぶはあっと息を吐いたあと楽な姿勢になって首筋を揉もんだ。香月は心配そうに、

「大丈夫か？　ここまでしなくても……」

「いや、俺おれにとって首を鍛えることは、非常に重要だ」

　なぜなら、と八平は続けて、

「女子とぶつかり、顔がケツの下敷きになったとき、首の骨を折って死にかねないからだ」

　なにやら頭が沸いたような発言であるが、彼は大おお真面目まじめである。優しく微笑ほほえみ、手を香月の頭に添え、撫なでるように動かし、

「俺おれはお前を残して死ねないからな……」

　非常にカッコイイ漢おとこの台詞せりふを吐いた。香か月づきもうっとりしたい場面だろうが、いかんせんケツの下敷きで死なないためなので、ちょっと複雑な表情をしている。

　八はつ平ぺいは遠い目をして、

「それに、周りの大事な人たちを悲しませるわけにはいかない……色んな意味で」

　ケツの下敷きで死んだとなれば、間違いなく三面記事のトップを飾り、ネットでは神となるだろう。そんな嵐あらしの中に家族や友人を巻き込むわけにはいかない。

　彼は、二年前香月と出会ってから、「ラブコメ現象」という呪のろいにかかっている。

「ちょっとエッチなラブコメマンガのようなハプニング」が一日二回起こる、というものだ。パンツに顔を突っ込んだり、出会い頭に胸を揉もんだり……現実世界でこういうことをすると普通に犯罪である。中学時代はこの呪いのため、同級生から病原菌のように扱われたのだ。

　対策を練ねって通い始めた高校では、今のところうまくいっている。

　八平は不敵に微笑ほほえみ、

「ふふふ……香月、お前が帰ってきたことにより、俺に死角はなくなった。頼りにしてるぜ？　お前にしかできない仕事があるからな」

　香月は、とある事情により八平の元から一ヶ月ほど離れていたのだ。

「う……む。八平にそう言われると嬉うれしい」

「俺が部屋のドアを開けるときは、先に入って女性が着替えてないか確認してくれ」

「悲しいな、私にできる仕事っ！」

　ラブコメにおいて、そういうハプニングは初歩中の初歩である。

（ラブコメ現象歴二年。そんなトラップに引っかかる俺ではない……）

　八平がそう考え、意気揚々と廊下へのドアを開けると、女性が着替えていた。

「きゃっ!?　八平君……!?」

「って、何でだ!?　なんで廊下で!?」

　義理の姉・霧きり子こが、Ｔシャツをたくし上げ、ブラに包まれた大きな胸を下半分露あらわにしている。

　これがラブコメ現象ならば、八平はすべてのドアを開ける際に注意しなければならない。

　玄関を開けた瞬間、外で女性が着替えているということもありえる。

　そんなことも起きるのか……と八平が戦せん慄りつしていると、霧子に額ひたいを人差し指でつつかれた。

「もう、八平君、せっかちさんね」

「え？」

「そんなにガッツかなくても、すぐに部屋に行ったのに」

「着替えてたんじゃなくて、脱いでたのか!?」

　どうやらラブコメ現象とは関係なく、自主的に行っていたらしい。

　この義理の姉は八はつ平ぺいを異常なほど愛しており、常軌を逸したアプローチをしてくるのだ。

　腰まで伸びた髪は強い癖くせ毛げ。野や暮ぼったい眼鏡めがねをしているが、その素顔は高貴さを感じさせる美び貌ぼうだ。

　その上とてつもない体をしているので、健全な高校生の八平にとって非常に困る。

　困るのである。

「ふん、デレデレしおって……」

　香か月づきは頬ほおを膨らませ、豊かな胸の下で腕組みし、そっぽを向く。

　それを見た八平は、世界王者になったボクサーのように両手を突き上げた。

（おああああ……嫉しつ妬と！　俺おれに嫉妬している！　香月が！）

　香月はずっと前から八平のことが好きだったが、実体を持たぬ引け目から気持ちを押し隠していたのだ。

　三日前たがいに気持ちを確かめあい、めでたく恋人同士になった。

　八平はじっとしていられなくなり、霧きり子この脇わきをすりぬけ階段を駆け下りた。ご近所の皆さん！　俺、彼女に嫉妬されました！　嫉妬されましたよ！

「八平君、待って……、あ」



    

  
    
      



    

  
    
      　霧きり子こが、階段の上で不自然に転び、落下してきた。

　まさにこれがラブコメ現象……「女性が落ちてくる」というもの。ラブコメ漫画において、女性が脚立などに登ると必ず落下し、男が受け止め、至近距離で見つめあい「あ……」となるアレだ。

　しかし、ここは現実世界。軟弱な男では、霧子に巻き込まれ落ちていくだろう……が、こういう時のためにも八はつ平ぺいは体を鍛え抜いている！

　彼は両手を広げて姉を正面から抱き止め、衝撃に歯を食いしばりつつも、一日十キロのランニングを行っている両足で踏ん張った。

「大丈夫？　姉さん」

　霧子は、先ほど廊下で脱いでいたとは思えぬほど初々しい仕草でうつむき、

「う、うん。ありがとう……」

（いや……俺おれのミスだ）

　こんな基本を忘れ、姉より先に階段を下りるとは。

「ごめんね姉さん。怖かっただろ？　でも俺、絶対に受け止めるからさ」

「うん……でも八平君ならいつでも、と思ってたから」

「ん？」

　なんか会話が噛かみ合あってない。

「本当は、廊下で脱いでる時、怖くて仕方なかったの。私、こういう経験ないから……」

「え、何を言って……」

　霧子は唇を突き出してきて、

「さあ八平君……受け止めて！」

「受け止めるって体だよ!?　姉さんの気持ちを受け止めるって意味じゃないよ!?」

「最初は体だけでもいいわ！」

「だからそういう意味でもねえよ！」

　八平は必死の思いで本能にあらがい、姉を振り切って外へ出た。しかし家を出るだけでこの騒ぎとは……先が思いやられる。

　彼は「女性が落ちてくる」のを避けるため、川沿いの土手を歩きはじめた。ここなら周りに高いものがないから、大丈夫だろう。

　携帯を耳に当て、傍かたわらを飛ぶ香か月づきに話しかける。「一人で話している」と周りから思われないためのカムフラージュだ。

「こうして二人で外出るの、久しぶりだな」

　香月は三日前まで八平の前から姿を消し、ほとんどの時間を地中に潜っていたのだ。

「ふむ……やはり地上はいいの」

　香月は目を細め、濡ぬれ羽ば色いろの髪をかき上げた。髪は細い指の間からサラサラとこぼれ落ちてゆく。

「八はつ平ぺい……私はお前の側そばにいてもいいのかの？」

「そう思わなきゃ、人間大砲なんかしたりしねーよ」

「そうか……では、バラエティで人間大砲をやっているリアクション芸人にも、私のような幽霊が取とり憑ついているのかの？」

「いや、あれは関係ないと思うけどな……」

　だとしたら、あれはバラエティ番組じゃなく、感動の再会番組になる。

「……冗談じゃよ」

　香か月づきは、八平の正面に移動して向き合い、微笑ほほえんだ。彼女らしい皮肉な笑みではなく、どこまでも透明感のある、心からの喜びを表す笑顔だった。

「私を連れ戻そうとしてくれてありがとう、八平」

「……そんなんじゃねえよ。実は、たまたま人間大砲で飛びたくなっただけさ」

「どんだけ下へ手たくそな照れ隠しなんじゃ!?」

　香月はそう突っ込んだあと……何かに気づいたらしく空を見上げた。八平が視線を追うと、パラグライダーをしている人がいる。どうやら、対岸の広場に着地するつもりらしいが……。

　香月は飛ひ翔しようし、パラグライダーに近づいた。彼女は八平から二十メートル以上離れることができない。柔らかな“〝壁”〟で遮られてしまうのだ。

「八平、あれは佳よし乃のじゃぞ！」

　染そめ谷や佳乃。高校初日の通学だけで、八平への好感度がＭＡＸに達した同級生だ。

「女子が落ちてくる」ラブコメが発動したらしい。パラグライダーは不自然な軌道を描き、八平のもとに向かってくる。佳乃も制御できないらしい。

　一応八平は逃げ回るが……どこまでも追いかけてくる。

　彼は土手から川沿いの原っぱに降りた。ここなら土が軟らかく、少しはマシだろう。佳乃が叫びながら迫ってくる。

「わわ!?　薩さつ摩まさん、どいてください！」

　出来ることならそうしたいが……今はこれしかないようだ。

　八平はドロップキックを食らうような形で、吹っ飛ばされた。受け止めるより、この方が互いのダメージが少ないだろう。

　本を読み練習した受け身で、地面との衝撃を吸収する。スピードがかなり遅くなっていたため、思ったほどのダメージはない。

「きょ、今日のラブコメ現象、終わり……ハードだった……」

　八平は大きく息をついた。

　パラシュートを置いた佳乃が駆け寄ってきて、「だ、大丈夫ですか!?　申し訳ありません」と言ってくる。肩口で切りそろえた髪が、日本人形を思わせる小柄な少女だ。八はつ平ぺいの体を確認し、怪け我ががないことを知って安あん堵どの吐息を漏らす。

「染そめ谷やさん、こっちこそごめん……ところで、パラグライダーが趣味だったの？」

「趣味というか……お父様に連れられて以前はよく飛んでいたのですが、ここ一年ほど御ご無ぶ沙さ汰たで。でも最近、再開を決めたきっかけがありまして」

「へえ、それは？」

「人間大砲で飛ひ翔しようする薩さつ摩まさんを見て、ああ、また空を飛びたいなって思ったのです」

「そんな受け止め方を!?　君すげえな！」

　驚きよう愕がくする八平に、佳よし乃のは不安げなまなざしを向けて、

「ところで薩摩さん……一人でどこかへ行くのですか？　よければ私も、連れていってくださいませんか？」

　その言葉に、香か月づきがうつむいた。八平はそれを見て、

「いや、先約があるんだ……カラオケに行くもんで」

「そ、そうですか……もしかして、お姉様と？」

「いや、その……一人だけど……」

「自分との約束!?」

　一人カラオケに負けました……とぶつぶつ呟つぶやく佳乃に何度も謝ってから、八平は歩き出す。



　香月は何度か後ろを振り向いたあと、隣を歩く八平を見た。

「よいのか？　佳乃と一緒に行かなくて……」

「いや、だってお前との先約があるしな……」

　香月はおずおずと、質問を続ける。

「もしも鈴すず音ねだったら、一緒に行っとったか？」

「え、なんで？」

「だってこの前……」

　八平が通う葛か西さい高校生徒会長・北きた見み鈴音。

　文武両道を体現し、皆からの人望を集め、美び貌ぼうも合わせ持つ理想を絵に描いたような少女だ。八平に惚ほれているらしく、実体を持たない香月としては一番恐ろしいライバルである。

　三日前、八平が人間大砲で飛んだあと、溺おぼれた彼を鈴音が助け人工呼吸をしようとした。

　その間に割って入った香月に、八平は「俺おれが好きなのはお前だ！」と言ってしまった。

　香月は八平以外の人間には見えない。鈴音は自分が告白されたと勘違いし、八平に抱きつき頬ほおずりしたのである。

　八はつ平ぺいは、そのあと「死から生還して混乱していたんです」などとかなり苦しい言い訳をした。

「そ、そう、か……うん」

　鈴すず音ねはがっくり落ち込んだ。危うくスクール水着のままで帰宅しそうになったので、八平が慌てて止めたほどである。

　八平は腕を組んで考え込み、

「会長か……うーん。あれは俺おれが思うに“〝主人公補正”〟じゃないかと思うんだよ」

「“〝主人公補正”〟？」

　香か月づきは首をかしげた。

「俺が名付けた概念だ……今まで読んだラブコメ漫画を思い出してみろ。どう見ても何の取り柄もない主人公に、周りの高スペック女性がことごとく惚ほれる、というのがよくあるだろう？」

「……まあ、確かにのう」

　八平は自じ嘲ちよう的てきに笑い、

「俺そんなに取り柄ないし……そんな次から次へと惚れる人が現れるわけないよ。姉さんと染そめ谷やさん……あとお前……が俺に惚れてるだけで奇跡だ」

「き、奇跡などではないぞ。八平は優しいし、それに……」

「はい、“〝優しい”〟きましたよ！」

　八平は妙なテンションで一度手を叩たたき、

「優しければモテてハーレム……そんなのラブコメ漫画の世界だけだ。俺が人間大砲で飛んだ日、“〝主人公補正”〟のラブコメ現象が発動していた。それで会長は俺がよく見え、“〝ずっとずっと、そばにいてくれ”〟などと言ってしまった。これが俺の考える真相だ」

　大変な曲解に、香月は顔をひきつらせる。中学時代、同級生から病原菌のように嫌われた経験……それが、自分を過小評価することにつながっているのだろう。

「あ、あのな？　八平……」

　香月は誤解を正そうとしたが……思いとどまる。

　八平は鈴音に惚れられていることを知ったら、どうするだろう？

　鈴音は同性の香月から見ても魅力的な少女だ。八平との相性もいいらしく、いつも楽しげに会話をしている。

　香月は、八平に気づかれないようそっと腕を組むような仕草をした。むろんすり抜けてしまう。

　八平に触さわることもできず、いつも同じ浴衣ゆかたばかり着ている自分。

　今だって、八平は周りから変に思われないよう、耳に携帯を当てて話している。鈴音と歩けば、皆から羨せん望ぼうのまなざしで見られるだろうに……。

　香か月づきは、目をつぶって首をぶんぶん振り、彼が言ってくれた大事な言葉を思い出す。



“〝俺おれが好きなのはお前だ！”〟



　香月は、頬ほおを染めてうんうん、とうなずいた。そうだ、八はつ平ぺいと私の絆きずなは誰だれよりも強い。鈴すず音ねに心が傾かたむくはずは……。



“〝具は具でも……俺は、おにぎりの具だ”〟



　香月は、八平の脳が沸いたような言葉も思い出した。

　霧きり子こ、鈴音、佳よし乃のに人肌で温められそうになった時のものだ。

（いや、結構グラグラしとるな八平は……、おにぎりはないじゃろ、おにぎりは……）

　香月は「うああああ……」と唸うなり、空中でのたうち回った。

「香月……お前、一人で何してんの？」

　八平が、もだえる香月を不思議そうに見てくる。

「お前は俺か？　結構俺って、客観的に見ると切ない行動してるんだな……いいからカラオケ行こうぜ」

「う、うむ……」

　香月は決断を保留した。そうだ、今は楽しもう。せっかく出かけたのだから……。

　カラオケボックスに入ると、受付の男が八平に「お一人様ですか？」と聞いたが、彼はその質問に答えず、「二時間でお願いします」と言う。

　部屋の中に入ると、香月はきょろきょろと周りを見回した。

「おおお……これが、からおけぼっくすか」

「お前から先に歌えよ。何がいい？」

　八平はリモコンを手にとり、香月に示した。これで好きな歌を検索し、入力するらしい。

　彼女は最近好きなアニメ「超絶合金エヴォルシオン」のＯＰテーマを頼んだ。

　一見コテコテのロボットものでありながら、一話のうちに必ず味方キャラが一人死に、とてつもなく暗い挿入歌「絶望のバラード」が流れる尖とがったアニメだ。

　八平がリモコンを見ながら、

「おお、香月、絶望のバラードがあるぜ。誰がカラオケ来て、こんなの歌うかよ」

「きっと、もの凄すごい盛り下がる奴やつらじゃろ」

　あっはっは、と二人で笑いあう。

　八平はＯＰテーマを入れたあと、音量をできる限り低くした。マイクが使えない香月に配慮してのことである。

　イントロが始まった。「わ、ど、どうするんじゃ!?」と慌てる香か月づきに、八はつ平ぺいは「ほら、字幕が出ただろ？　これに合わせて歌えばいい」と教える。

　香月は息をすうっと吸って、歌いはじめた。思った以上に声が出る。高音の部分でも、メロディとしっかり合って気持ちいい。

　八平は、「おお、すげー上う手まいな！」と、盛んに手拍子をする。香月も嬉うれしくなってきて、さらに歌に熱が入り、部屋の中を飛び回る。八平はそれに合わせて踊り狂う。

　が、その時。

「失礼しまーす」

　と言って、店員が入ってきた。サービスのドリンクを持ってきたらしい。歌いもせずに、一人で謎なぞのお祭り状態になっている八平を気味悪そうに見てから、一礼して帰っていく。

　部屋の中を、沈黙が包んだが……八平は、「俺おれは大丈夫だ、香月！」と言った。

　香月が歌い終えて、八平がマイクをとる。

「では歌います……“〝絶望のバラード”〟」

「もの凄すごい盛り下がっとるなっ！」

　テンションを立て直し、二人で何曲か歌うと、八平がトイレに立った。手持ちぶさたになった香月は、壁をすりぬけて隣の部屋に行ってみる。

　おお、大体同じような造りじゃな、と妙な感心をしていると……そこの部屋の男女が、抱き合って舌を絡ませあっているのが見えた。女は、「もう……何もしないって言ったじゃん」などと言っている。

　香月は、「うわ、うわわ」とおののきながら、両手を顔に当てた。お約束通りしっかり指の間から見ている。

「か、からおけぼっくすとは、こういうこともする施設なのか……!?」

　壁をすりぬけ自分たちの部屋に戻り、椅い子すの上に正座する。トイレを終えた八平が怪け訝げんな顔をして、

「ん？　どうした。かしこまっちゃって」

「い、いやその……」

　香月は手て櫛ぐしで髪を整え、リボンを結び直す。髪かみ留どめの位置も確認した。

　八平が隣に座ったので、体を硬直させる。

「よっしゃ、今までのは前座だ。これからが本番だぞ」

「本番!?」

「ああ、言い忘れてたけど、こういう機能もあるんだぜ」

　八平がリモコンを操作すると、天井のミラーボールが回転し始め、部屋がなにやら艶なまめかしい雰囲気に包まれる。

　香月は顔を真っ赤にして、豊かな胸元を隠し、

「な、何もしないって言ったじゃん」

「言ってねえよ!?」

「じゃあ何かするのか!?」

「いや、そもそも何もしないってことを言ってねえんだよ！　落ち着け香か月づき！」

　八はつ平ぺいが肩に手を添えてきたので、香月は「ひう！」と背筋を伸ばす。

　ここまでくると、自分が痛い勘違いをしている事にさすがに気づいた。

　そもそも、実体を持たない自分はあんな風に絡み合うことは不可能である。八平も、そんなことは考えもしていないだろう。

　香月は浴衣ゆかたの裾すそを握って、うつむいた。八平にリモコンを操作してもらい、歌を入れる。

「大丈夫か、香月？」

「ああ。私は大丈夫じゃ……では歌います。“〝絶望のバラード”〟」

「もの凄すごい盛り下がっているっ！」

　自分が入れたにもかかわらず、八平は律儀につっこんだ。



　カラオケボックスを出て、八平は軽くストレッチをしたあと、携帯を耳に当てた。

「いや、楽しかったな……お前の“〝果てなき旅路”〟最高だったよ。また聞きたい」

“〝果てなき旅路”〟は“〝超絶合金エヴォルシオン”〟のＥＤテーマである。

「……ありがとう。でも次は、違う店がいいな」

　香月はそう言った。八平が精算をしているとき、彼女は少し店内を探検したのだが……店員が、八平を嘲ちよう笑しようしているのを聞いてしまったのだ。

“〝一人カラオケは最近多いけど、あいつ絶対、脳内彼女と楽しんでたよ……”〟

　香月は怒りを押し殺しながら、微笑ほほえんだ。

「または、霧きり子こたちも誘ってはどうじゃ？」

　霧子のような美女を連れていけば……八平が、脳内彼女と戯たわむれるような人間と思われないですむ。

　正直、八平が他ほかの女の子たちと盛り上がるのを見るのはつらいが……。

「そうだな。だけど俺おれはお前とも来るよ」

「……八平」

「なんたって、一人分の料金で、二人で楽しめるんだからな。こんなお得なことはない」

　八平は冗談めかして言った。「それに」とつづけて、

「大丈夫だ。次も俺は、“〝何もしないから”〟」

「と、ということは、何かするのか？」

「それはそれとして、俺の部屋に来いよ、何もしないから」

「いつも行っとるわいっ！」



    

  
    
      
一章



　魅み剣つるぎ柚ゆず姫きは、学食で食事をとっていた。

　目にかかるほど前髪が長く、二つおさげは無造作な感じで野や暮ぼったい。

　だが、パンをちぎり口へ運ぶしぐさには気品があり、ストッキングに包まれた長い足、大きな胸……妖よう艶えんさがあいまって隠しきれない存在感を発していた。

　その向かいに座る小柄な少女は、柚姫を視し姦かんせんばかりの勢いで眺めてくる。頬ほおを染め、「ああ……」と感嘆のため息を漏らし、口の端からヨダレを垂らしていた。

　柚姫は眉まゆをひそめ、

「忍しのぶ、あなたも食べなさい」

「私は柚姫様に不審者が近づかないか、見張っているのです。お気遣い無く」

　不審者はお前だ、と柚姫は言いたかったが、忍は、

「私は、大おお旦だん那な様さまより、柚姫様に近づく男は排除せよ、と言われておりますので……」

　またそれか、と柚姫はため息をついた。護衛役である忍は、その命令を受けたとき何度も額ひたいを床に叩たたきつけ、叫んだ。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」



    

  
    
      



    

  
    
      　柚ゆず姫きに近づく男を抹殺する、大義名分を得た喜びである。

　ふう、と柚姫は憂うれいを帯びた吐息を漏らし、半分になったパンをトレイに置く。サラダにも、少ししか口をつけていない。

「柚姫様、お残しになられるのですか？」

「ごめんなさい、少し食欲がなくて……」

「では残飯をいただいてもよろしいですか？」

「食べますわっ！」

　柚姫は、目を爛らん々らんと輝かせる忍しのぶにおののきながら、食事を再開する。好物の牛乳を、ちゅうと口に含んだとき……テーブルのすぐ脇わきで、

「ほほう、ここが学食か。にぎやかなものよの」

　と言って浮遊する、少女を見た。

「ぶふおぉぉぉおおおおおお!?」

　柚姫は、牛乳を噴いた。深しん窓そうの令嬢である彼女が、そりゃもう、噴水のように勢いよく噴射した。

　まずい！　このままでは、向かいにいる忍に思い切りかかってしまうだろう。

　逃げて！　早くよけて！　と忍を見ると、なんと両手を広げ、恍こう惚こつの表情を浮かべ、干ばつが続いた後の農民が慈じ雨うを浴びるがごとく、全身で牛乳を受け止めるため身構えている。

「聖水が！　柚姫様の聖水が私に！」

　柚姫は恐怖を覚えた。こんな奴やつが、私の護衛なのか……もしも牛乳がぶっかかれば、ありえないほどに喜ばれるだろう。そんなの嫌……と思ったとき、

　柚姫の眼前に、いきなり大きなハンカチが現れ、ほとばしる牛乳のすべてを受け止めた。

「な……」

　闘牛士よろしく白いハンカチをかざす、短い髪の男子生徒。人としてはありえない反応速度である。ネクタイの色は青……となると、一年生だろうか。

「牛乳には気をつけてください。白はく濁だくしていますからね」

　一年生は、謎なぞの言葉を残して人ごみの中に消えた。

　呆ぼう然ぜんとする柚姫の向かいで、忍は「くそっ、聖水が、聖水が……」と言いながらテーブルを叩たたいている。

　柚姫はそれを気にも留めず、

「今の一年生は一体……？」

　いや、もっと大事なことがある。

「あの、宙を飛んでた女の子……!!　そう、あれは……まさかそんな……!?」

　全身を襲う寒気に、両手で己を抱きしめる。

　柚ゆず姫きの様子に気づいた忍しのぶは、「いかがなされました」と聞いてきた。文字通り腐ってはいるが、護衛である。

「いえ、なんでもないわ……その、今、浴衣ゆかたを着た子、見なかった？」

「いえ、見ませんでしたが……」

「そう、やはり目の錯覚ね。ありえないもの……」

「私は柚姫様しか見ておりませんので」

「……」

　忍に聞いた私がバカだった。そう思いつつ、気を取り直すためもう一度牛乳を口に含む。

　そのとき、すぐ脇わきを再び少女が飛んだ。

「のう八はつ平ぺいよ、なんで今日は中華丼や、クリームシチューを食べてはだめなのじゃ？　私にはわからぬ……」

「ぶふぉあああああああ!?」

　二度目の牛乳噴射。忍は、「ミラクル再び！」と叫び、今度は身を乗り出し、顔を突き出してきた。

　今度こそ、忍が牛乳まみれになる……と思ったとき、再び少年が現れた。またもハンカチで、牛乳を一滴残さず受け止める。

　柚姫はもう……驚きのあまり、言葉も出ない。

　この一年生は何者？　そしてなによりも……！

「見事よ、八平！」

　浴衣の少女が、誇らしげに一年生に声をかけた。彼は、親指をグッと立てる。

　周りの様子を見てみたが……誰だれも、この少女を気にかけるものはいない。

　認識できるのは、自分と、この八平という一年生だけだろうか？

　柚姫は立ち上がって、深々と礼をした。

「あ、あの……二回も、ありがとうございました」

　八平は照れくさそうに頭をかき、

「いえ、当然のことをしたまでです」

　ほとばしる牛乳を受け止めるのが、当然かどうかは微妙である。

「忍、あなたもお礼を言うのです」

「畜生……もしも聖水をぶっかけられたら、三日はそのままでいようと思ったのに……」

「重ね重ね、本当にありがとうございました」

　柚姫はいろいろな意味で八平に礼を言った。

「いやあ……」と体をくねくねさせる彼に、浴衣の少女は腕を組んで口をとがらせている。

（え……この一年生に、惚ほれているの……!?）

　柚姫は内心の動揺を押し殺しつつ、クラスと名前を聞き、汚れたハンカチを受け取った。洗濯して返さなければならない。



「ふん、新しいフラグを立てられて、よかったのう？」

　テーブルについた八はつ平ぺいに、香か月づきは皮肉を言ってくる。

　軽く嫉しつ妬とされるって、気持ちいいんだね……と、八平は菩ぼ薩さつのような笑顔でカレーを食べ始めた、胸ポケットから手帳を取り出し、走り書きする。

“〝でも、俺おれのテクニック、凄すごかっただろ？”〟

　香月とのコミュニケーションツールの一つだ。友人には、“〝小説を書くためのネタ帳”〟と言っている。

「ぐぬ……まあしかし、あの手際は見事じゃったな。見事、“〝白はく濁だくしたものが女子にぶっかかる”〟というラブコメ現象から、あの忍しのぶとかいう女子を救った」

　ラブコメ漫画において生クリームのような白濁したものは、女子にかかるのが定番だ。

　香月は大きな胸を持ち上げるように腕を組み、首をかしげた。

「しかし……八平よ、私は何回、ラブコメ漫画を読んでもわからないのだが、あの“〝白濁したもの”〟というのは何かの暗あん喩ゆなのか？」

　返答に困る八平に、香月は子供のように言う。

「のうのう、教えてくれ」

“〝後悔しないか？　あとで文句言うなよ？”〟

　香月が、うん、とうなずいたので、八平は手帳にさらさら、“〝精液”〟と書いた。

　香月は頬ほおをみるみるうちに紅潮させ、「せ、せいえき……!?」とつぶやく。

“〝だから教えたくなかったんだ。食事中だし……”〟

　香月は腕をバタバタさせたあと、床下に潜っていった。

　八平も無性に恥ずかしくなり、ボールペンを置いて、うつむきながらカレーをもくもくと食べる。

「や、やあ、八平君」

　声の方を見ると、ほどよく引き締まった肉体をもつポニーテールの女生徒が、おぼんを持って立っていた。

　北きた見み鈴すず音ね。この葛か西さい高校の生徒会長である。

「となり、いいかな……あ、久しぶりに小説のネタ書いてるのか……って……」

　鈴音は手帳を覗のぞき込み、硬直する。そこに書いてあったのは……。

“〝でも、俺のテクニック、凄かっただろ？”〟

“〝後悔しないか？　あとで文句言うなよ？”〟

“〝精液”〟

“〝だから教えたくなかったんだ。食事中だし……”〟

　最後の文は、“〝中だし”〟より前の部分がボールペンで隠れており、お前何の小説書く気だ、という感じになっていた。鈴すず音ねは顔を真っ赤にして、

「あ、あががが。君！　なにいかがわしいもの書いてるんだ！　神聖な学まなび舎やで！」

「いやその、違います！」

「なにが違うんだ！」

「ＳＭ小説の巨匠、団だん鬼おに○先生は、教師として働いていたとき、授業中こっそりＳＭ小説を書いておられたそうです。学舎だからといって、いかがわしいものが書かれないとは限りません！」

「そんなことは聞いとらんわっ！」

　八はつ平ぺいも混乱していたので、わけのわからない事を口走ってしまった。ちなみに実話です。

　彼は慌てて、精液からクローン人間を作り出す小説だと言い訳する。

　鈴音は「そ、そうか……学食で八平君が、えっちな事書くわけないものな！」と信じてくれた。

「うん。そうだ。そうに違いない……絶対」

　……いや、信じようと努力しているようだ。

　鈴音は八平の隣に座り、「いただきます」と両手を合わせたあと、ざるそばをつるつる啜すすりはじめた。

「もぐもぐ……しかし、君の反射神経はすさまじいな。先ほどの魅み剣つるぎさんとのやりとりを見ていたのだけれど、人の口から噴き出した牛乳を、居合い抜きのようにハンカチで受け止めるなど……人間技とは思えない」

　八平は、「白はく濁だくしたものがかかる」ラブコメ現象を想定し、牛乳を口に含んだ女子をマークしていたにすぎない。

「魅剣さん……？　あの人、会長のお知り合いですか？」

「うん。生徒会で書記をなさっている。三年生だな」

　成績は常に学年トップの才さい媛えんだという。

　鈴音は素早くそばを食べ終え「ごちそうさまでした」と言い、立ち上がる。混雑しているので、次の客のために席を空けなくてはならない。カレーを平らげた八平も腰を上げた。

　鈴音が、おずおずと問いかけてくる。

「八平君……その、昼休み、これから暇か？　よければ私と話さないか？」

　八平が、いつのまにか地中から出ていた香か月づきに目で聞くと、「あ、ああ！　かまわんぞ！」と何な故ぜか慌ててうなずいた。彼女はブツブツ「大丈夫。大丈夫だ。恋人の余裕を見せろ」つぶやいている。

　八平は怪け訝げんに思いつつも、鈴音に「いいですよ」と言った。

　鈴音は顔をぱあっと輝かせ、「よかった……！」と胸を撫なで下ろす。

　その姿に八はつ平ぺいは一瞬心を奪われ、それを誤ご魔ま化かすように「で、では行きましょうか……」と一歩踏み出した。

　そのとき。

　ずるり、と不自然に足が滑り、鈴すず音ねに強くぶつかってしまう。完全に不意をつかれた彼女は、床に背中から倒れ込んでいく。

　そして……八平の体は次の瞬間異様な動きをした。

　体を回れ右させ、仰あお向むけに寝転がり、自動車整備士が車の下に潜るように、鈴音の体の下へ移動する。

（こ、これラブコメ現象!?　嘘うそだろ、今日の分は終わったはずじゃ……）

　混乱する八平の顔面に……何かが、落ちてきた。後頭部を床で打つ。首を鍛えてなければ、本当に死んでいたかもしれない。

「……は、八平、八平！」

　香か月づきの声が遠くから聞こえる。

　八平の視界は、闇やみにつつまれていた。顔の上に、柔らかさと張りが奇跡のバランスで両立する物体が乗っている。

　ほのかな甘い香りが背筋をぞくりとさせ、その温かさは母の胸を思わせ、肌はだ触ざわりはシルクのような……。

　八平の鼻が呼吸を求めてあえぐと、顔の上のものが「ひう！」という声を出し、ぴくんと動いた。

「え……私……って、きゃあああああああ!!」

　八平はようやく、状況を察した。今、俺おれは……会長のケツの下敷きになっている。

　ラブコメマンガでしかあり得ぬ転び方……あの伝説が、今ここに実現した。早く立ち上がらねば！　と思ったが、

「八平君、見ないで、見ないでええええ！」

　鈴音は混乱しているらしく、何な故ぜかスカートを押さえて暴れている。それはつまり、彼女の尻しりが八平の顔にぐりぐりされるということだ。

　彼の脳は快楽物質を果てしなく供給し、後頭部の痛みすら忘れさせ、その意識を黄金郷エルドラドへと誘いざなう。

　ようやく鈴音は立ち上がり、潤んだ瞳ひとみで八平を見下ろしてきた。

「うわ――――ん!!」

　瓦かわらを十枚以上割るであろう、強烈な拳こぶしが八平の顔面に振りおろされる。

　だが、八平は恐怖を感じてはいなかった。

（うわー、ラブコメ主人公へのツッコミだあ）

　そう、そういう漫画の主人公は、セクハラの罰で何メートルもぶっとばされても、次のコマには復活する。

（大丈夫！　ノーダメージに違いない！）

　八はつ平ぺいは多少おかしくなっていた……が、彼はあくまで普通の人間である。

　北きた見み流空手・次代当主の一撃が八平の顔面に突き刺さった。



　八平が目を覚ましたのは、保健室だった。拳こぶしを受けた箇所には冷たいタオルが乗せられている。

「……よかった」

　傍かたわらの椅い子すに座る鈴すず音ねが微笑ほほえんだ。八平の顔を覗のぞき込んできて、

「大丈夫か？　頭はくらくらしないか？」

　八平は間近で見る鈴音に、くらくらした。俺おれは、こんな綺き麗れいな人のケツの下敷きに……。

　鈴音はうつむいて、

「すまない。素人に向けて空手を使うなど、やってはいけないことだ」

「いや、悪いのは俺です。あんなことになって……」

「あんなこと……」

　さっきの事件を思い出し、二人赤面する。鈴音が取り繕つくろうように、

「そ、それにしても不運だったな！　二人もつれあって、あんな風に、転ぶ、なんて……」



    

  
    
      



    

  
    
      　珍しく歯切れが悪い……当然だ。

　さっきの八はつ平ぺいの転び方は、ありえない。

　何をどうやったら、鈴すず音ねを押し倒すように転んだ者が、彼女の下に潜りこんで、仰あお向むけになってケツを受け止めるのか。

「…………」

　鈴音はスカートを押さえながら内うち股またである。気まずそうに目をそらして、立ち上がる。

「す、すまない、まだ気持ちの整理がつかなくて、私――」

「あ！　待ってください！」

　八平は慌てて彼女の腕をつかんだが……それはさらなる悪い結果をもたらした。

　彼はベッドから転がり落ち、今度は尻しり餅もちをついた鈴音のスカートの中に顔を突っ込み、パンツに鼻先を押し当ててしまったのである。

「ひ……!?　八平君、私、まだそんな事っ……！」

「か、会長、これは違うんです！」

「きゃああああああああ!!」

　鈴音は尻を床につけながら後ずさりし、足をもつれさせて保健室を出ていった。

　おまけに、近くにいた他ほかの女生徒が、

「あ、あなた、会長に何するの!?」

　と言って、八平をさげすむように見たあと、鈴音を追っていった。

　八平は、鼻先を床に押し当てた。

（……か、会長に嫌われた……！）

　知らない土地での高校生活……不安でいっぱいだったとき、優しくしてくれた人。

　誰だれよりも強いのに、ちょっと抜けてて、話すと楽しくて――香か月づきを失ったとき、真剣に相談に乗ってくれた。

　中学時代みたいに、また大事な人を失ってしまった。

「八平……」

　いつのまにか、香月が傍かたわらにいて、不安げにこちらを見てくる。八平は悲しげに笑い、

「……嫌われちまったよ……」

「そんなこと……」

「さっきの会長の悲鳴、聞いただろ？　あれと同じの、中学のときに聞いたことがある。その子とは、二度と話せなかった……」

　どんなに仲良くなっても……たった一つのラブコメ現象ですべて壊れてしまう。

　しかし、なぜ今日はラブコメ現象らしきものが、何度も起こるのだろう？

（もしかしたらラブコメ現象は、悪化しているのかもしれねえ……）

　同じ現象が、最大一日二回、というルールがあったからこそ、八平にも対処のしようがあるのだ。

　今日のように、「女の子に白はく濁だくしたものがかかる」のと、「転んで股こ間かんに顔を突っ込む」が同時に起きたら、どうすればいいのか？

　八はつ平ぺいは頭を抱えた。

「わかんねえよ、もう……」

「……八平」

　目の前に香か月づきが正座し、まっすぐに見つめてきた。

「もしかしたら学食で牛乳ぶっ放した女は、ラブコメ現象と関係なかったかもしれんぞ」

「え、あの人、スゴいお淑しとやかだったし……ラブコメ現象以外であんなことになるかな」

「それはわからぬ。だから、私があの女に張り付いて、調べてみる。牛乳をぶっかけるの大好きとか、そういう性癖なのかも」

「そんなわけのわからない人、いるのかな……？」

　香月は目を伏せた。長い髪で、表情がよくわからない。

「あと……鈴すず音ねとも仲直りするのだ。お前の大事な……、友達じゃろう……？」

「あ、ああ！　そうだな。まだ絶交されたわけじゃないんだ。できることはしないと」

　鈴音に電話をかけようとしたが、校内は通話禁止。早く謝りたいのに、タイミングを逃してしまう……！

　そのとき……香月が浮かべた表情を、八平は不思議に思った。

「どうしたんだ？　なんかホッとしてるみたいだけど」

「え!?　い、いや、なんでも……！　そ、それよりメールじゃ！　メールなら禁止ではあるまい」

　そうだな、と打だ鍵けんをはじめる八平。彼は夢中で謝罪の文を打ち込んでいく。故に、香月がつぶやいた「私はそんな顔を……？　嫌な奴やつじゃ……」という声は届かなかった。

　メールを送信すると、八平は帰宅するべく立ち上がった。

「しかしもう五時か……俺おれずいぶん気絶してたんだな。会長は、授業が終わってから見舞いに来てくれたのか？」

　香月に質問すると、彼女は、うっと言葉に詰まって、「そ、そうじゃ……」と言ったあと、目を閉じて首を何度も振り、

「……いや、鈴音は、お前をここまで運んできて、授業を休んでずっとそばにおった」

「マジでか……タオルを替えてくれたのも会長か。ホント優しい人だな……俺そんな人のパンツに、顔突っ込んで……」

　八平は額ひたいを押さえ、「はぁ～……」とため息をついた。香月は不安を抑えるように胸をぎゅっとつかんだ。



    

  
    
      
二章



　翌朝、八はつ平ぺいが登校し駐輪所に自転車を止めると、自分に向けられる視線に気づいた。

　何人かの生徒が、こちらを見ている。

　八平はうつむいた。生徒たちの憧あこがれ・鈴すず音ねの尻しりの下敷きになり、拳こぶしで気絶させられたのだ。噂うわさにならないはずがない。

（もう失敗できない……）

　これ以上ラブコメ現象でセクハラ行為をしてしまえば、性犯罪者の烙らく印いんを押されてしまう……中学時代みたいに。

「八平……」

　そばで心配そうにしている香か月づきに、ぎこちなく微笑ほほえんで、ささやく。

「大丈夫だ。周りの警戒頼むぜ。あと、魅み剣つるぎ柚ゆず姫きさんの調査も、任せたぞ？」

　香月とともに、教室へ向かう。

　中に入ると、一人の女子が八平の前に立ちふさがった。あまりよく知らない子だが……。

「薩さつ摩まくん……ほっぺにキスしていい？」

「はあ!?」

「だって、鈴音姉様の高貴なるお尻が、その顔に当たったんでしょう？　いわば間接キスよ」

「それは間接キスというのか……？」

　鈴音は、一部の女子から姉さまという敬称で呼ばれているらしい。八平は、

「じゃあ俺おれと直接キスになるぞ。それに俺、あれから顔洗ったし……」

「なんですって!?」

　女子は目をくわっと剥むいた。「なんで洗うんだよ！　空気読めよ！」と叫んでいる。

　八平は怖かったので、その脇わきをすりぬけて自分の席に向かう。

　何人かの女子が、八平を睨にらんでくる……鈴音のファンだろう。もしかしたら、学食だけでなく、保健室でのトラブルも広まっているのかもしれない。

　八平の席は窓際。隣の染そめ谷や佳よし乃のが「おはようございます」と折り目正しい挨あい拶さつをしてきた。その楚そ楚そとした顔立ちといい、まさしく理想の大和やまと撫子なでしこだ……見た目だけは。

「薩摩さん……キスしていいですか？　もちろん直接的な意味で」

「だめ」

「仕方ありません。会長さんの尻で我慢します。間接キスです」

「想像すると、凄すごい背徳的な構図だね……」

「会長さんに睡眠薬を盛り、手足を拘束し、目覚めたところで尻に私の唇を……」

　わざわざ目覚めてから、というところが極悪だ。八はつ平ぺいはもうよくわからなくなってきて、

「やめてくれ！　俺おれが飲み終えたジュースの缶で我慢してくれ！」

「いえ、それは間に合ってます」

「間に合ってるの!?」

　くすくすと佳よし乃のは笑う。八平は、彼女が「冗談ですよ」と言うのを待っていたが、先生が入ってきたので非常にモヤモヤした感じになってしまった。

「はーい、席についてねー」

　八平の担任、かえで先生の声が教室にひびきわたった。

　御おん年とし二十九、色々と微妙な年齢の独身女性だが、顔立ちは整っており、そのはきはきした物腰も手伝って人気が高い。

「今日は転校生を紹介するわ」

　教室がざわめいた。こんな時期にめずらしい。

「万まん石ごく浦うら君、入ってきて」

　がらり、と戸が開き……入ってきた少年に、クラスの皆は「おお……」と感嘆のため息をもらした。

　身長は百五十センチほどだろうか。柔らかそうな髪が一歩あるくごとにサラサラと動く。華やかな目鼻立ちは美少女と言っても十分通用するだろう。

　彼は黒板に、「万石浦ヒカル」と大たい書しよした。かなりの達たつ筆ぴつである。生徒たちの方を振り向き、ニコッと微笑ほほえむ。

　ここまでは完かん璧ぺきであった。しかし……次に発した言葉が、なかなかスゴかった。

「万石浦ヒカルです。家は、とんでもない金持ちです」

　は？　とかえで先生が口をあんぐりと開けた。

「前の学校では、周りに金目当ての人間しかいませんでした。ボクはそんな生活にウンザリし、真の友情を求めてやってきました。よろしく」

　香ばしい挨あい拶さつに、教室がしーんとなる。

「で、では、万石浦君の席は薩さつ摩ま君の……」

　かえで先生がそう言いかけたとき、万石浦は遠い目をして、

「そう、あれは忘れもしない、三年前のことです……」

（続けるのかよ！）

　八平は心中ツッコんだ。

「いや、二年前でした」

（忘れてんじゃねえかよ！）

　かえで先生も、まあ好きにしゃべらせてやろう、という雰囲気で見守っている。

「クラスメイトに、“〝三回まわってワンしたら、百万円くれ”〟って言ってきたヤツがいたんですよ」

「ほう、それは確かに、金目当て……人として終わっておるのう」

　八はつ平ぺいの隣に、香か月づきが舞い降りてきて言った。

　万まん石ごく浦うらは、悲しげな目で窓の外を見ながら、

「そいつは……ボクが金持ちだと知った途端、そんな提案をしてきたのです……どうです、悲しくなりませんか」

　金持ちゆえの孤独……そういうものがあるのかもしれない。

「そいつは、犬になりきって三回まわってワンをし、ボクが放ほうり投なげた百万円の札束を、泣きながら胸に抱きしめていましたよ……“〝こ、これで母さんに手術を！　金は必ず返す！”〟と言いながら」

「滅め茶ちや苦く茶ちやいい奴やつではないか！」

　万石浦は目頭を押さえつつ、チラ見で生徒たちの反応をうかがっている。皆のなんともいえない表情を見て、自分への同情を勝ち取ったと思っているようだ。

「こんなこともありましたよ。ボクは貧乏な友人に、おつりあげるからジュース買ってきてくれ、と一万円渡したんですよ」

「こいつ、なんでわざわざ自己紹介で自分の好感度を下げるんじゃ？」

　香月のツッコミに、もっともだと八平はうなずく。

　万石浦は舞台俳優のような仕草で、己の胸に手を当てた。

「ボクは、そいつに怒ってほしかったんです。“〝馬ば鹿かにするな、お前と一緒にいるのは金目当てじゃない”〟……そう、言ってほしかった……」

　知らねえよ、と生徒全員が思った。

「でも、そいつは、ジュース一本買ってきて、おつりを大事そうにポケットにしまいました……その瞬間、壊れましたね友情が」

　かえで先生が、「うるせえよ、早く終われよ」とつぶやいた。

「帰り道ボクが下校していると、その同級生が、幼い弟たちに囲まれているのが見えました。その手にはプレゼントの包みが。そう、その日は、クリスマスイブだったのです……」

「弟たちのため屈くつ辱じよくに耐えたのか！　むしろ、そいつが転校してくればよかったのに！」

　香月のツッコミが、皆の気持ちを代弁していた。

「これが、ボクの悲しい過去のすべてです」

　万石浦は、刑事モノで自白し終えた犯人のように、目を閉じる。

　なぜか悲劇の少年ぶっているようだが、全く生徒たちに伝わらず、好感度は急速に下降した。

　かえで先生は冷たく、

「いいから早く座りなさい。席はそう……薩さつ摩ま君の後ろでいいわね」

　うげ、と八はつ平ぺいは思った。さっきの話を聞くぶんでは、友達になりたい人間ではない。

　万まん石ごく浦うらは席に座るや、「ふう……金持ちはつらい……」と言いながら窓の外を見ている。悲劇に酔っており、“〝話しかけろ”〟というオーラを全面に出していた。

　八平はめんどくさかったので、なにもリアクションをしない。

　退屈な連絡事項が続く中……香か月づきが「だーれだ」と目をふさいできたので、彼は手帳に「おちゃめな幽霊」と書く。香月は八平に向き合って、「あは、バレたのう」と微笑ほほえんだ。かなりのバカップルぶりである。

　八平が、ニヤつかないよう表情筋をピクピクさせながら、まったく、こいつめぇ……とほっこりしていると、

「話しかけなよぉ!!」万石浦が鋭く言った。「ボク、転校生だよ？　友達になりたくないの!?」

　八平はちょっと後ろを見て、

「いや、なんか回想に浸ひたってるようだから、邪魔したら悪いのかなと」

「それはポーズだよ！　さっき散々、撒まき餌えしたから、食いつくのを待ってたんだよ！」

「ええー……邪魔しないでくれよ。今とても幸せな時間なんだよ」

　香月が八平の言葉を聞いて、頬ほおを染める。万石浦は、

「今、そんなに幸せなのかい!?　普通にホームルームしてるだけだろう？」

　八平は後ろを振り向き、万石浦と向き合う。かえで先生も転校初日だからということで、黙認してくれるようだ。

「……まあよろしく。俺おれは薩さつ摩ま八平」

　横から佳よし乃のも入り込んできて、深々と頭を下げた。

「私は染そめ谷や佳乃と申します。よろしくお願い致します」

「おお、これは可愛かわいらしい……どうです。ボクとつきあえばブランド品は買い放題ですよ」

　万石浦は、頭が腐ったような口説き方をした。金目当てで近づかれるのはイヤだといったのに、ブランド品はいいのだろうか。線引きがよくわからない。

　むろん、佳乃は断るだろう、と八平は思ったが……彼女は迷ったような顔をしている。

「え、染谷さん……!?」

「だって……ブランド品をもらってすぐ売れば、そのお金で薩摩さんのお弁当にいい材料を使えるじゃないですか」

「そんな葛かつ藤とうを……」

「薩摩さん、私、万石浦さんに汚されてもお弁当一生懸命作りますから、食べてくださいね」

「重すぎて食えない！」

「ただし……ケチャップなどの血を思わせる調味料は、悲しい一夜を思い出させるから使えないでしょう。それは、察してください」

「なにを!?」

「お弁当を食べながら思い出してください。それを作るために、身を捧ささげた少女がいたことを」

「弁当箱、その少女に返すけどね！」

　相変わらず暴走気味だった。

　万まん石ごく浦うらは、八はつ平ぺいと佳よし乃のを交互に見て、

「え、君たち、つきあってるの？」

　佳乃はゆったりと、

「結婚を前提に、おつきあいしたいと希望しております」

「普通は、しています、だろ！」

「え、私たちもう、つきあっていたんですか？」

「いやいや違う、そうじゃない！」

　八平は慌てて訂正し、万石浦と向き合った。

「俺おれは薩さつ摩ま八平。この染そめ谷や佳乃さんとは、仲のいい友達だよ」

「友達以上、肉にく奴ど隷れい未満です」

「その範囲指定、日本語として間違っちゃいないけどな……」

　肉奴隷が友達より上の階層かは、有識者の間でも意見が分かれている。肉奴隷の議論をする時点で、有識者ではないとの意見もある。議論は尽きない。

「まあ、よろしく」

　八平が右手を差し出すと……万石浦はなぜか、両の掌てのひらを広げ、上に向けている。左手には、札束が乗っていた。

　怪け訝げんに思った八平だが、右手をとり握手すると、万石浦は嬉うれしそうに言う。

「君たち、合格だよ」

　はあ？　とハモって聞き返す八平と佳乃に、

「こちらの八平君は金に目もくれず右手をとり、佳乃さんは……」

「薩摩さん以外の男に、名前で呼ばれたくないッ!!」

　佳乃の殺意すら込めた眼光に、万石浦は完かん璧ぺきに硬直し……ひきつった笑みを浮かべて、言い直す。

「染谷さんは、ボクがブランド品をあげると言っても、それを薩摩君のために使うと言った。ごめんね。ボクは君たちを試したんだ」

　八平と佳乃はムスっとして、

「初対面の人間に試されるのは、いい気分じゃないな」

「そうです。もっと初対面なら初対面らしく、徐々に距離を縮めるべきです」

「いや、染そめ谷やさんに言われたくないと思うけど……」

　三人で話していると、かえで先生が教壇をぺしぺしと叩たたいた。

「君たち、うるさいわよ。転校初日だから大目に見ていたけど……特に染谷さん、学級委員でありながら、君がいちばんうるさい」

「申し訳ありません」

「……まあいいわ。続けるわよ。半月後の文化祭についてですが――」

　八はつ平ぺいは前を向き、先生の話に聞き入った。

　葛か西さい高校の文化祭は、周りの学校より早く七月の上旬に行われる。

　生徒のモチベーションが高く、個性豊かな催しが行われる。近隣からの来場者も多いらしい。

　佳よし乃のがひそひそと、八平に話しかけてきた。

「ここの文化祭は特殊なんです。お客様が投票を行い、最高得点を獲得したクラスが豪華賞品をもらえるんですよ」

　ただし、生徒会は特別枠で出場するらしい。

　つまり、各学年六クラス×三の十八クラスに加え、生徒会が競い合うのだ。

　佳乃は校長の娘なので、こういう事情に詳しい。

　八平は冷めた口調で、

「豪華賞品ね……でもどうせ、高級文房具とかだろ……学校行事だもん」

　佳乃はゆっくりと首を振って、

「ハワイ旅行ペア券です」

「本当に豪華だな！　クラス全員行けるの!?」

「いえ、クラスの中で一人だけ、ペアの券をもらえるのです」

「え？」

「つまり、文化祭においてクラスは一丸となって勝利を得ても、その後、券をめぐって骨肉の争いを繰り広げるのです」

「何そのコンセプト！」

「お父様の発案なのです。これからの厳しい時代、そのような強い覚悟がなければ生きていけないと……」

「そ、そうだったのか、あの校長が……」

「ちなみに、お父様はあと二年で退職し、退職金がっぽりもらい、便べん宜ぎを図っている文具メーカーの相談役になります」

「あの野郎！」

　八平が呪のろいの言葉を発したとき、かえで先生は、

「じゃあ、明日までに案を考えておいてね。それでは、朝のホームルームを終わります」



　放課後になり、八はつ平ぺいは家へ向けて自転車を漕こいでいた。強い雨が降っているため、右手で傘を持っている。

　彼は、痛々しい目で、前方を飛ぶ香か月づきを見た。

　彼女は真剣な表情で、地上に視線を送っている。八平が進む方向に、何かラブコメ現象の要因はないかと警戒しているのだ。おかげで今日はまだ何も起きていない。

　時折「前方の交差点、右から女子高生が来るぞ！」などと教えてくれる。出会い頭にぶつかって胸を揉もんだりしないよう、八平はスピードをゆるめる。

　その一生懸命さは嬉うれしいのだが……八平は、雨の日の香月を見るのが好きではない。雨が当たると、絶え間なく散弾銃で撃たれているように体が欠けて見えるのだ。

　八平は自転車を止め、携帯を耳に当て香月を呼んだ。「なんじゃ？」と言いながら近づいてきた彼女に、

「香月、傘に入らないか？」

「え……」

「いいだろ、一度相合い傘というのをしてみたかったんだ。多分自転車で出来るのって、俺おれたちくらいだぜ」

「相合い傘……！」

　香月は顔をぱあっと輝かせ、八平の傘の下に入ったが……すぐに唇を引き結んで、再び雨の中に戻った。「ま、また今度じゃ……」と言って、再び警戒をはじめる。

　まだ今日のラブコメ現象は消化しきっていない。警戒するのが自分の仕事だというのだろう。

　八平は香月の背中に向かって叫んだ。

「ああ、また今度な！」

　今日は香月の好きな本を読もう、と八平が思っていると……。

「……はあはあ……一人で何してるの？」

　変質者みたいな声が聞こえた。慌てて後ろを振り向くと、万まん石ごく浦うらが膝ひざに手をついて、息を荒げている。ワイシャツが透けて、不気味なほど色っぽい。

「……八平、ボクたち、友達だろ？　君の家に招待してくれよ」

「勝手に友達にするなよ！」

「だけどボク、五キロは走って追いかけてきたぜ!?　ここで追い返したら、凄すごい罪悪感におそわれるよ!?」

「斬ざん新しんな脅迫だな……」

　八平はため息をつき、あまり長くならないなら、と家に招待することを決めた。

　義姉の霧きり子こから電話があり、キャベツを買ってくるよう頼まれたためスーパーへ立ち寄る。

　野菜売場に行くと、香か月づきは山と積まれているキャベツを一つ一つ凝視しはじめ、「これとこれ……」などと指定していく。

　八はつ平ぺいは、それを一つずつ手にとり、彼女にあらゆる角度から見せた。万まん石ごく浦うらが、へえと声をあげる。

「八平、どのキャベツがいいのか分かるの？」

「ああ、多分誰だれにも負けないよ」

　香月は生鮮食品の目利きがとても上う手まい。食べることはできないけれど、テレビや本でいつも知識を磨いている。それだけでなく、自分が指定したものがどんな味だったか、八平の意見を聞いてフィードバックしているのだ。

　これじゃな、と彼女が指定したキャベツを持って、八平はレジへ向かう。ありがとな、と小さく言うと、香月はニコッと微笑ほほえんだ。

　彼女はできることがとても少ない……だけど、何か自分でも役に立てることはないか、といつも必死で探している。



「ただいま～」

　八平が玄関を開けると、義姉の霧きり子こがぱたぱたと足音をさせて駆けてきた。夕食の準備をしていたらしく、エプロンをしている。

　両手をへその前で合わせ、優しく微笑み、

「お帰りなさい、八平君」

　エプロンごしでも大きな胸はくっきりと見え、スリムジーンズごしの肢し体たいは香月を愛する八平すらクラクラさせる。まさに絶世の美女だ。

　しかし、その口から出る言葉は……。

「ご飯にする、それとも私？」

「ご飯。三十分くらいしたら、食べるよ」

　八平のスルーも手慣れたもので、よどみなく答える。霧子はカマキリのように両手をかまえ、

「ふふふ……ひっかかったわね八平君。ご飯と言っても、女によ体たい盛りよ。もちろん器は私」

「それ、“〝私”〟のカテゴリに入るんじゃないかな……」

　女体盛りとは、女性が全裸になって、体の上に刺身などを乗せるものである。

　八平は思う。あんなことして楽しいんだろうか。あんな羞しゆう恥ち心しんがないカッコでは、グッとこない。刺身だって人肌に温まってしまうだろうし……。

「ちなみに、私の体に乗せるのは、八平君の好きな煮込みハンバーグよ」

「間違いなく大おお火傷やけどするよね!?」

「八はつ平ぺい君のためなら、火の中、水の中だよ」

　非常に嬉うれしいセリフなのだが、無意味に火の中水の中に飛び込まれてもつらい。

「まず私が全裸になってブリッジするから、お腹なかにハンバーグ、へそに付け合わせを乗せてね」

　ブリッジするのは、八平が食べやすい高さにするための気遣いらしい。

　彼はその食卓を想像してみる……ほとんど悪夢のような光景だった。どんな姉弟だよ。

「姉さん、普通に食べよう、な？」

　霧きり子こはカッ！　と目を見開き、

「八平君は私の愛が信用できないの!?」

「いやもう、充分すぎるほどわかってるよ！」

「わかってない！　八平君のためなら、どんな熱さにも耐えてみせるよ！　断末魔みたいな悲鳴はあげるけど！」

「その食卓、悪夢どころか地獄絵図だね！」

　八平は、謎なぞの使命感にとりつかれている霧子の頭をくしゃくしゃに撫なでる。

　猫のように目を細める姉に、八平はキメ顔を作り、

「……ダメだよ。そんなことしたら、姉さんの綺き麗れいな体が滅め茶ちや苦く茶ちやになるじゃないか。俺おれにはそれが許せない……やめて欲しいな」

「は、八平、くんっ……」霧子は大きな双そう眸ぼうから涙をつつと流し、「そんなに私のことを思ってくれるんだね……」

　彼に強く抱きついてきた。そりゃ無意味に大おお火傷やけどを負おうとしてたら、止めるだろう。

「私、今の言葉一生宝物にするからね」

「う、うん」

「“〝姉さんの綺麗な体が許せない、滅茶苦茶に欲しいな”〟だなんて……」

「……ん？　姉さん、なんだそれ？　……あ、俺のさっきの言葉を脳内で分解し、組み直したのか!?　宝物の言葉をそんなふうに作るな！」

「……“〝姉さん、俺の宝物”〟……すごいわ……」

　霧子は薬物でも服用してるんじゃないかというほど、独自の思考回路でうっとりする。八平は大いに引きつつ、

「ね、姉さんは無敵なんだね……」

　彼女は相当アレだが、一流大学で物理を専攻する才女なのだ。

「私も八平君が宝物」と霧子は頬ほおをすりよせてくるが……ようやく万まん石ごく浦うらを見つけて、一気に表情が曇る。

　彼女は羞しゆう恥ち心しんのありどころが多少おかしく、極端な人見知りなのだ。

　八平が後ろを振り返って、万石浦を紹介しようとしたとき、霧子が底冷えする声で「新しい女の子……！」と言って背後から抱きついてきた。

　両手で強く締めてくるが、力が弱い上に爆乳が背中に当たるので、八はつ平ぺいにとっては快楽しかない。顔がでれでれに崩れかけたが、香か月づきが見ているので不自然なほど素の表情を作った。

「姉さん、制服を見なよ……こいつ男だよ」

　万まん石ごく浦うらはガクガクと震えながら、首をかしげる霧きり子こを凝視している。

「な、なんて美しい……!!」

　万石浦は素早く、霧子の前に立て膝ひざをつく。さすが上流階級。非常に優雅な動きだ。

「美しきマドモワゼル、あなたの美しさを例えようとするなら、どんなに美しい花でも及ばないでしょう」

　なんか詩人っぽさをアピールしたかったらしいが、「美しい」ばかり連呼しているため語ご彙いの少なさしかアピールできてない。

　霧子は「ねえ八平君、ここの床板の模様、なんか人の顔に見えない？　怖いから今晩一緒に寝ていい？」と言っている。すさまじい興味の無くし具合だ。

　しかし万石浦はひるまず、懐から「お近づきの印に」と霧子に金を差し出した。十万円ほどある。

　八平は、霧子が無視を続けるのかと思ったが……意外なことに、受け取るかどうかためらっているようだ。

「ね、姉さん、そんなもの受け取っちゃダメだ！」

「で、でも……この子金持ちなんでしょ？　金ヅルにすれば、八平君との愛の巣が作れるかもしれないもの」

「愛の巣って……今、俺おれたち一緒に住んでるじゃないか……いやいや、愛の巣ではないけれども！　そんな嬉うれしそうな顔をしないで！」

　しゅんとした霧子に、八平は、

「ええと、もう少し大きな家に住みたいとか？」

「ううん。私、小さくていいの。八平君と一緒にいられれば……」

　霧子は、祈るように両手を組んで虚こ空くうを見た。八平もさすがに胸を打たれる。姉さん、そんなに俺のことを……。

「その愛の巣は……これくらいでいいのよ」

　霧子は、両腕で円を作った。その直径は五十センチほどしかない。

「？？　そんなのに、人が住めるのか？」

「住めるわよ。ガラス製で……高さは、一メートルもあれば充分ね。巨大なビーカーを想像すればいいわ。その中に水溶液をひたひたに入れるの」

「え、それが、愛の巣……？」

　霧きり子こは穏やかに微笑ほほえんで目を閉じた。その姿はまるで天使のようだが……。

「ビーカーには、私と八はつ平ぺい君の脳を摘出して入れるの。脳には電極が差し込まれ、コンピューターとつながって……いつも幸せな夢が見れるの。私たちは永遠に愛し合って……二人の脳はぴくぴくと動くのよ」

「……怖っ!!　ただひたすらに怖っ!!　怖いとしか言いようがない！」

「私、信じてるんだ……努力すれば、夢はきっとかなうって」

「いい言葉だけど！　もっと人類にとって価値がある努力をしてくれ！」

　蚊か帳やの外だった香か月づきも、「いやじゃ……そんな未来はいやじゃ……」とガタガタ震えている。

　恐怖する八平に、万まん石ごく浦うらが言う。

「八平……愛し合うって、どういうこと？　姉弟なんだよね？」

「え……あ、ああ、俺おれと姉さんは血がつながってないんだよ」

　だから結婚もできるの、と八平の喉のどを撫なで回す霧子を見て、万石浦は呆ぼう然ぜんとしている。

「こ、こんなに綺き麗れいなお姉さんと、義理の姉弟……」

　霧子は八平の肩越しに、万石浦に言う。

「あの……八平君の新しいお友達ですよね？　今日、煮込みハンバーグを頑張って作ったんです」

「は、はい！」

　万石浦は背筋を伸ばした。こ、こんな人の手でこねたハンバーグが食えるのか……と目が語っている。

　霧子は、にっこり笑って、

「だから……一秒でも早く帰ってくださいね！　八平君と二人きりで食べたいから！」

　万石浦は絶句したが、なおも食い下がる。母性本能をくすぐるスマイルを浮かべ、

「あ、ボク、今日おうちに誰だれもいなくて……夕食食べれなくて、困ったな、と思ってたところなんです」

「日本には、コンビニがあるのよ」

　霧子は八平の顎あごをひと撫ですると、台所に戻っていった。

　万石浦は、マンガで言えば灰になった感じで立ち尽くしている。

「お、おい……大丈夫か？」

　八平も心配になり、万石浦の顔を覗のぞき込むと……彼は、「ふふふ、ふふふ」と不敵に笑い、

「面白い……幾多の女を落としてきたこのボクに、あんな仕打ちとはね」

　八平は、いや、本当か？　と思った。さっきの頭の悪い口説き方を見れば、とてもそうとは思えない。

　どうやら転校初日で見み栄えを張っているらしい。八平と香月が生暖かい視線を送ると、万石浦は、

「八はつ平ぺい……ボクたち、親友になろう」

「え？」

「将を射んとすれば、まず馬を射よ、と言うからね……」

「なんか今の言葉だけで、友達にすらなりたくないぞ」

「キミと仲良くなり、この家に入り浸びたれば……お姉さんだって、ボクが気になってくるに違いない」

　確かに気になるだろうが……それは愛の巣に入り込む邪魔物としてだろう。

「やめといたほうがいいぜ。姉さん本気でお前を排除しにかかるぞ。命の危険すらある」

「まあまあ、そう言わず部屋に案内してくれよ、馬……いや、八平」

「うわ、絶対親友になれねえ！」

　八平は万石浦を連れて二階へ上がり、部屋に入って電気をつける。

　万石浦が、うおっと声をあげた。大きな本棚が七架もあり、その全すべてにぎっちりと本が詰まっている。

「へえ、キミ読書家なんだね……しかし、なんで女もののファッション誌なんてあるんだい？」

　八平は言葉に詰まった。服飾が好きな香か月づきのために、恥ずかしさをこらえ書店で時折買っているのだ。彼女が気に入ったページはスキャンしてパソコンに取り込み、スライドショーで時々流す。

「ね、姉さんに、服、プレゼントしようかなと思ってさ」

　部屋の外から、ひう！　という声が聞こえた。ドアを開けると霧きり子こが倒れて、全身を痙けい攣れんさせている。「う、うれ、嬉うれしい……！　楽しみにしてるから！」と言って立ち上がり、階段を下りていった。

　八平は頭をかかえた。これではプレゼントしないわけにいかない。

　本棚には、香月の好きな女性作家の本も置いてある。八平は興味がなかったが、薦められて読んでみると意外に面白かった。最近は、読書の幅を広げるため彼女の意見をとりいれるようにしている。

　万石浦は真剣な表情になり、

「ふうん、ボク、本はあまり読まないんだけどさ、両親は結構好きなんだ」

「うん？」

「なんか、キミの部屋、両親の書庫に似てるんだよ。夫婦二人の趣味が混じりあった部屋っていうかさ」

「ふ、夫婦!?」

　八平が思わず香月を見ると、彼女は慌てて目をそらし、うつむいた。前髪のすきまから、きゅっと結んだ桜色の唇が見える。耳まで真っ赤にして、もじもじと両手をいじっている。

（か、可愛かわいい……!!）

　八はつ平ぺいは思わず駆け寄り、香月の肩に手を添えた。彼女はハッとしたあと、首を傾かたむけ、彼の手に頬ほおを寄せた。

　良いムードの二人に気づかぬ万まん石ごく浦うらは、部屋をガサゴソやりながら、

「八平、エロ本ないの？　エロ本」

（うおおおおおお万石浦!!　てめー邪魔だ!!）

「お、本棚の裏にあった。エロマンガか。タイトルは……“〝爆乳お姉さん、淫いん辱じよくの鳴なる門と海かい峡きよう”〟」

（本当に邪魔だ！　てめえ！）

　万石浦は、表紙をこちらに向ける。どことなく霧きり子こに似たキャラクターが、大きな胸をはだけている。四月に買ったばかりの本……八平は万石浦に殺意すら覚えた。

（香か月づきに気づかれず、それを手に入れるのにどれだけ苦労したと思ってる……！）

　香月はさっきのムードはどこへやら、「う～、お姉さん好きなんだ……」と髪を無数の蛇のように動かし、八平を威い嚇かくしてきた。

「お？　なんだこれ……？」

　万石浦は押入の中に置いてあった、段ボール箱を開けている。八平は慌ててそれを奪い、胸に隠した。万石浦はニヤニヤ笑って、

「なんだキミ、怪しいな……さっきのエロマンガとは比べものにならないリアクション。これはよっぽどスゴい性癖に違いない」

「ち、違う、これは……！」

　いつのまにか香月も近づいてきて、おそるおそる段ボール箱を見つめている。ああ、彼女だけには見られたくないのに……！

　万石浦は段ボールを奪い取り、ふたを開けると……ぽかんとした。

「なんだい、これ？」

　入っていたのは、Ｂ４ほどのサイズのベニヤ板。その真ん中あたりに、先端にゴムが幾いく重えにも巻かれた棒……その棒はモーターと連動しており、スイッチを入れると動くようだ。使い道のまったくわからない器具である。

　香月はホッとしたような、困惑したような表情をしている。

　八平は、慌てて言った。

「こ、これは昔、夏休みの宿題で作ったオリジナルマシーンだよ。いいから話そうぜ」

　万石浦は、文化祭でコスプレ喫茶をやりたい、ということを熱弁し始めた。「サキュバスの服は最高なんだよ！　あの脇わきがね！」……出し物の相談というより、性癖のカミングアウトという感じだ。

　彼は八はつ平ぺいになんともいえない表情をさせて、「明日のホームルームでは、ボクに味方してくれよな！」と一方的に告げて帰っていった。



　香か月づきは、夕食を終えた八平と向き合っていた。二人の間には、さっきの謎なぞの器具が置かれている。

「八平……これは何なんじゃ？」

　香月の声色に怒りはない。純粋な好奇心から聞いている。

「……読書マシーンだよ」

　ぼそりと言う八平に、香月は首をかしげた。彼は照れくさそうに頭をかいて、

「だってお前……俺おれがページめくらないと、本を読めないだろ？　このマシーンに本をセットすれば、自動的にそれをやってくれるんだ……いいか？」

　八平は香月の隣に座り、“〝読書マシーン”〟を指さして解説をはじめた。

「このベニヤ板の上に、俺が本を開いてセットする。そしてこの棒を乗せ、スイッチを押すと……モーターが作動して、一定時間ごとに棒を動かす。すると、ページをめくっていってくれるんだ」

　香月は八平の横顔を見て、

「しかし、こんなものいつの間に…………」

「この前まで、香月俺の前から消えてただろ？　そん時に、ちょっとな。お前をビックリさせようと思ってたのに……万まん石ごく浦うらの野郎、バラシやがって」

　八平は苦笑した。

　香月は読書マシーンをじっと眺める。手作り感あふれる、とはこのことだろう。八平は決して手先の器用なほうではない。プラモなどの工作をしているのは見たことがない。それなのに、香月のために……。

「八平……あ、あり、がとう……」

　八平は「うん」と言ったあと、立ち上がった。

「よし、実際に使ってるところ見せてやるよ！　そうだな……第一回は、コレだ！」

　八平は本棚から文庫本を取り出した。幕末を舞台にした歴史小説。彼が十八回も読み返している、最高にお気に入りの本である。

「この本こそ一回目にふさわしい」

「は、八平、壊したらまずいじゃろ。要らない本のほうがいいのでは……」

　香月の制止を耳に入れず、八平は遠い目をして、

「俺、明日この本、染そめ谷やさんに貸す約束してるんだ……」

　なぜか本の死亡フラグを立てはじめた。

　香月が止める間もなく、八平は本をセットし、スイッチをオンにする。

　香か月づきは思わず目を閉じたが……なにも起こらず、ページは一定のリズムを保ってめくられていく。

　八はつ平ぺいは口を大きく開けて笑った。

「ははは。どうだ、死亡フラグだと思ったろ？　実はもう実験済みなんだよ」

「……もう」

　香月は唇をとがらせたが、そこに怒りはない。八平の肩に頬ほおを寄せ、

「大事にする、ね……」

　八平は、お前触さわれないじゃないか、などという無粋なツッコミはしない。香月の心の奥から出た言葉だとわかっているからだ。

　八平が、香月の肩に手を添えようとしたとき……。

　ガガガ！　という音がして、読書マシーンが暴走をはじめた。八平が何度も読み返した本がバラバラにされていく。彼は叫んだ。

「うおおおおおおおお!!」

「ああ！　死亡フラグが現実に！」

「俺おれの大事な本があああああ!!」

「八平、私、読書マシーンで“〝爆乳お姉さん、淫いん辱じよくの鳴なる門と海かい峡きよう”〟が読みたい！」

「壊す気か！　壊す気なのか！」

「八平、愛してる！」

「うおおおおりゃああああああ!!　やったらああああ!!!」

　八平は読書マシーンに“〝爆乳お姉さん、淫辱の鳴門海峡”〟をセットした。

　すぐに破壊されるのかと思いきや……意外にも読書マシーンは正常に動き、霧きり子こに似た女性が……なんというか、義理の弟に、鳴門海峡に浮かんだ船でとにかく乳を攻められる、という凄すごいストーリーがゆっくりとめくられていく。

　しかし八平は、自分が作ったマシーンの成功に喜び、科学者コントのように、

「や、やったぞ、香月くん、成功だ！」

　傍かたわらに座る彼女を見てきたが、香月は顔を真っ赤にして、

「八平……霧子がいいの……？」

「ち、違う、俺が好きなのは……その、わかってるだろ!?」

「は、八平……」

　香月が潤んだ瞳ひとみで八平を見たとき、再び読書マシーンが暴走し、ガガガガ！　という音とともに“〝爆乳お姉さん、淫辱の鳴門海峡”〟をばらばらにし、紙片を舞い上げた。

「おねえさぁぁああああん!!」

　八平は立ち上がり、両手を広げて天を仰いだ。舞い散る桜のように紙片が降り注ぐ。八平はその後うずくまり、両の拳こぶしを何度も床に叩たたきつけたあと、転げ回った。

「くっそお……なんでだよ！　俺おれがなにをしたってんだよ!!　ああああぁぁぁぁあ……」

　すさまじい悲しみかたである。香か月づきは慰めようかと思ったが、舞う紙片の内容を見ると頬ほおを膨らませた。

　……そのあと、八はつ平ぺいが苦労して作った読書マシーンを見て、優しい笑みを浮かべた。

　が、漫画の霧きり子こばりの爆乳を見ると、自らの胸を見下ろして、「もう少し大きい方がいいのかの……？」と贅ぜい沢たくな悩みをするのだった。



　八平は悲しみを振り切るべく、いつもより長めに十二キロ走り、筋トレをしたあとシャワーを浴びた。部屋に戻り、昼間録画しておいたファッションの特集を再生する。

　香月はそれを、食い入るように見はじめた。

「うわあぁぁ……なんて綺き麗れいなんじゃろ……」

　いつも、ひねくれている彼女が、この時ばかりは目をきらきらと輝かせている。

　彼女が着られるのは、ただ一着の浴衣ゆかただけ……その反動なのだろう。服飾関係は、和洋問わず大好きなのだ。

　八平は机に向かいラブコメ現象対策マニュアルに書き込みをしながら、香月に話しかけた。

「なあ、お前、ほかの女の子の服考えるの好きか？　これ似合うかな、とか」

　香月はテレビに釘くぎ付づけになりながら、

「いいな、やってみたいのう」

「ふうん。じゃあ、前に会長に似合う服、お前が選んでくれただろ？　あのときも楽しかったか？」

「……いや、あのときは……」

　香月は八平に聞こえないよう、「……お前がデレデレしていたから、楽しくはなかった」と言った。

　八平は、もごもご話す香月をいぶかしげに見ながら、昼間万まん石ごく浦うらが言った案を思い出す。

「コスプレ喫茶……か」

　これなら、香月も参加できるかもしれない。

　彼女に衣装を考えてもらい、クラスメイトたちに着てもらうのだ。

　それが好評を得れば、香月も嬉うれしいのではないか。

　彼女はいつも、自分が役に立てることを探しているのだから。

（いや、コスプレ喫茶は、発案者が万石浦ではエロが強すぎて通らないかも……そういえば、以前染そめ谷やさんと話したとき……）

　八平は計画を練ねりながら、今日、香月がスーパーで見せてくれた笑顔を思い出した。

　何かに貢献したときの、嬉しそうな顔。

（あれをもっと見たいな……それに）

　八はつ平ぺいは中学時代の、野球を思い出した。皆で同じ目標に向かって一生懸命にがんばる……あの高揚感を、香か月づきも味わえるかもしれない。

　そう、中学のとき、俺おれは、県大会優勝を目指して、いつも全力で練習して、いつかプロ野球選手になりたいと願っていて――

“〝お前がいるだけで、出場停止になるんだよ、この性犯罪者が!!”〟

「!!」

　ぐっ、と息が詰まる。閉じこめていた記憶が蘇よみがえり、八平は奥歯を強く噛かみしめた。

　部室から投げ捨てられていた、母親がくれたグラブ。何度も磨いたスパイク。グリップに血が染み込むほど素振りを繰り返したバット。

　夢に向かって、共に歩み続けてきた道具が――ゴミのように散らばっていた。それらを拾い集めて帰るとき、浴びせられた嘲ちよう笑しようと、侮ぶ蔑べつの視線。

　八平は机に両りよう拳こぶしを強く押し当てた。視界がにじむ。目を閉じて、つらいときに何度も支えとなってくれた言葉を反はん芻すうする。

（友よ、私は今日あなた方に言いたい。われわれは今日も、明日も、多くの困難に直面するだろうが、それでも私には夢がある……）

　マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの演説。

　キング牧師という呼び名で知られる、八平が尊敬する人物の一人だ。

　彼は人種差別を撤廃すべく活動し……理不尽な圧力、家を爆破されるなどの暴力にも屈せず、志を貫いた。

（キング牧師に比べれば、俺の苦労など、モノの数じゃない）

　八平は大量の本を読み、そこに載っていた様々な人生と比べて己の不幸を客観視していた。

　戦争、病気、時代の波に翻ほん弄ろうされた人々より、俺はずっと恵まれている。

　最後に暗殺されたキング牧師に比べれば、自分などせいぜい社会的に死ぬ程度だ。

「は、八平……どうしたのだ？　顔が真っ青じゃ……」

　いつのまにか、香月が顔を覗のぞき込んでいた。

「幽霊のお前に言われたくないな」

「な、なにをお前……」

「ごめんな」

　八平は香月の頭のところに手を当て、撫なでるように動かした。

　彼女は戸惑いながら、心配そうに八平を見つめてくる。

（俺はあの日……）

　野球の道具を持って、幽鬼のような足取りで家に帰り、自室で膝ひざをかかえて泣いていたとき……おずおずと声をかけてきた香か月づきに、

「死ね！　消えろ！　俺おれの前から！」

　自分からこんな声が出るのかというほど……憎ぞう悪おがこもった言葉を吐いていた。

「本当に……ごめんな。許してくれ……」

「……八はつ平ぺい……？」

　八平は香月をひたすらに撫なでる。掌てのひらは、触ふれることなく、すりぬける。彼女は二年前に出会った日から全く成長していない。俺が死んだら……どうなるんだろう？　たった一人で、永遠にこの世界に取り残されるのだろうか？

　八平はもう一度、私には夢がある、と心の中で繰り返した。

　そして、少し顔を伏せて考えてから……「ちょっと俺、電話してくる」と言って部屋を出た。



    

  
    
      
三章



　八平はラブコメ現象に対するイメトレをしつつ、朝食の席についた。向かいに座る霧きり子こが、

「おはよう八平君、今日はホットドッグと、サラダよ」

　彼は、おはようと返しつつも、考え続けている。

（昨日は大丈夫だったけど、油断はできないな……今日のラブコメも警戒しないと……）

　向かいに座る霧子は、「私の方を見てくれない」と唇をとがらせていたが……。

　突然その目から光が失われ、びくんっ、と背筋を伸ばしたあと、熱病のように頬ほおを染め、ホットドッグからソーセージを取り出し大事そうにぺろぺろ舐なめはじめた。時折甘あま噛がみし、飛び出す肉汁に舌なめずりする。

　しかし八平はそれに気づかず、

（ううむ……今日のは何だろう……）

　霧子は、二本目に突入。「ああ……粗あら挽びきね……」などと言いながら、先端を吸いはじめた。八平を上目遣いで見て、

「八平君……美お味いしい……」

「うん、このホットドッグ旨うまいね」

　八はつ平ぺいは、ぼんやり答えた。

　その異様な食卓に、香か月づきは絶句している。

　そう……これはラブコメ現象。「棒状のものをやたらエロく食う」なのだ。ちょっとエッチなラブコメ漫画において、棒アイスやバナナなどを食すときに散さん見けんされる。

　二本目を食べ終えると、霧きり子この目に光が戻り……食後のコーヒーを淹いれはじめた。香り、味ともに絶品である。

　八平はそれを飲み終え、ごちそうさま、と言って立ち上がった。

　霧子がテーブル越しに手を伸ばして、ネクタイを直してくれる。

「八平君……何か悩みがあるようだけど、私になんでも言ってね？」

「姉さん……」

　ラブコメ現象のことを言っても仕方ないだろうが、姉の優しさに八平は打たれた。

「私、八平君と二人なら、世界を敵に回してもいいと思ってるんだから……むしろ、積極的に敵に回して二人だけになりたいくらいよ」

「そこまで!?」

「ふふ……これでよし」

　霧子は、ネクタイを締め直すと、「今日も、元気に帰ってきてね？」と微笑ほほえんだ。

　八平の心に、ラブコメ現象に負けてたまるか、今日も何事もなく過ごすんだ、という気持ちがわいてくる。

「うん、姉さん、俺おれがんばるよ！」

　彼はそう言って、力強い足取りで茶の間を出た。

　その後ろで香月が、「今日のラブコメ現象終わってるの、どう言おうかのう……」と頭を抱えている。



　八平は、耳まで真っ赤に染めた香月に「そ、その……さっき霧子が……」などと説明され、気まずくなりつつ学校に向かった。

　先日の学食のように、二種類起こることも一応警戒する。

　八平が教室に入ると、黒板の近くにシートが広げられており、その上に色とりどりの服が置かれていた。

　サキュバス、女剣士、ナース……おそらくコスプレ喫茶のための衣装だろう。さすが金持ち。五十着はあるのではなかろうか。

　丈が極端に短かったり、へそが見えそうだったり……とてつもない布面積の狭さだ。

　他ほかのクラスメイトはドン引きしている。出し物は多数決で決まるので、もう否決されたようなものだ。

　万まん石ごく浦うらは、いい汗かいた、という風にさわやかな笑顔で、

「やあ八はつ平ぺい、どうだい、ボクのコレクションは！　これを見れば女子たちも、着た姿を皆に見られたい、校内を練ねり歩きたい、と思うはずだ」

　そんなことを思うのは、痴ち女じよだけだろう……八平はそんな気持ちを抑えつつ、万石浦の話を聞く。

「みんな、コスプレってものを誤解してる。コスプレは、何か他ほかの存在になりたいって気持ちの発露なんだ。ファンタジーとかの登場人物に」

　じゃあ、そこにあるナース服はどうなんだ、と八平は思ったが、突っ込まない。

　かえで先生が入ってきて、陳列してある衣服を見て一度額ひたいを押さえたあと、無視して教卓に立った。

「それでは、朝のホームルームをはじめます。今日は、文化祭の出し物を決めますが……」

　先生の横にはサキュバスの服などが並ぶ。なかなかシュールな光景だ。

　かえで先生は、衣装を指さし、

「これらを使った出し物は、却下！」

「そ、そんな！　コスプレ喫茶、ダメですか!?」

　万石浦が叫び声をあげ、立ち上がった。本当に理由がわからない、という顔をしている。

「あなたですか……万石浦君。こんなもの着れるわけないでしょう！」

「いえ、大丈夫です。先生、二十九歳なら、まだイケます！　自信を持って！」

「……誰だれが、私の年齢的に着れないなどと言ったかあっ！」

　かえで先生が壊れた。

　万石浦は八平を見てきて、

「なあ八平、いいと思うだろうサキュバス？　好きな子がこういう服着てたら、絶対グッとくるだろう？」

「……好きな子……」

　八平は香か月づきが着た姿を思い浮かべた。確かに、胸はでかいし足も長いし、確実に似合うであろう。

　夢見心地になる八平を、香月が睨にらみつけてきて、

「き、きさま、もしや私があんな服着たの想像してるのじゃあるまいな!?」

　八平は、きょとんとしたあと、手帳に書き込む。

“〝もちろんだ。お前、俺おれが姉さんを想像してもいいのか？”〟

　香月は言葉に詰まり、髪をかきむしったあと、「ああよかろう、好きなだけ私を想像するがいい！」と真っ赤になって胸を張った。

　では早速……と八平が集中しようとしたとき、万石浦が、「なあ八平、援護してくれよ！　昨日キミの家で、語りあったじゃないか！」と言ってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　語り合ったのではなく一方的に聞かされたのだが……彼の中ではそうなっているらしい。

　女子たちの中には、

「やっぱり、薩さつ摩ま君って、万まん石ごく浦うら君みたいにえっちなんじゃ……」

「鈴すず音ね姉様のお尻しりの下敷きになったのも……」

　などと、ささやき合う者もいる。

　香か月づきが不安げに八はつ平ぺいを見てきたが、彼にとっては想定の範囲内であった。

　八平の腹案は、この空気で言ってもとうてい可決されないだろう……だから。

「先生、着物喫茶、というのはいかがでしょうか」

　唐突に、佳よし乃のが挙手して言った。かえで先生は一度深呼吸して落ち着き、

「……着物喫茶？」

「ええ、ああいう風に丈が短い服ではなく、しっかりと着物を着た女子が、お客様をおもてなしするのです。男子には調理などを担当していただいて……」

「着物はどうするの？」

「私の家に、古いものがたくさんあります。それをお貸ししましょう」

　みんな、どうかしらとかえで先生はクラスを見回した。

　おおむね、好意的な反応である。女子は着物を着れる、という新鮮な体験から。男子はそれを見れる、という下心から。

　特に発案した佳よし乃の自身が美少女であり、それを見たいという者は多いのだ。

　もしも、八はつ平ぺいが「着物喫茶」を提案していたら、ここまですんなりと受け入れられなかっただろう。彼の信用度は、鈴すず音ねの事件で落ちている。「スケベな人間」というレッテルを貼はられかけているのだ。

　そんな彼の提案では、女子はいかがわしさを感じたはず。特に鈴音ファンたちは反対に回るだろう。

　ゆえに八平は昨夜、佳乃に電話して、「着物喫茶」の案を出してくれるよう依頼したのだ。当然彼女は代償を要求してきたが。

　八平は、佳乃と目でうなずきあった。

　香か月づきは、「着物喫茶……？」と目を輝かせている。



　放課後になると、佳乃が話しかけてきた。

「では薩さつ摩まさん。私は生徒会室に行きますので」

「え、どうして？」

「出し物が決まりましたので、報告をいたしませんと」

　八平は考える。一昨日以来、鈴音に会っていない。一応メールで「気にしてない」という返事は来たけれど、ちゃんと会って話がしたい。

「連れていってくれないか」と佳乃に言うと、彼女は少しためらったが、「わかりました」と言った。

　香月を加えた三人で、生徒会室に入ると……入り口のすぐそばに、鈴音がいた。

「はうっ!?　八平君っ！」

　彼女は変な声を出し、顔を真っ赤にして一歩下がる。

「あ、あの会長……」

　一昨日はすいませんでした、と言おうとしたとき、八平の前に、三人の女子が現れた。

「ああ！　薩摩八平よ！　姉様を守りましょう！」

　鈴音をガードするように取り囲み、

「学食で鈴音姉様を辱はずかしめただけでは飽きたらず、今度は生徒会室にまで！　権威を貶おとしめて、さらなる快感を得ようというの!?　なんて羨うらやましい……いえ、死ぬほど羨ましいわ！」

　この学校は本当に大丈夫だろうか、と八平は心配になった。鈴音はあわあわしながら、

「ち、違うぞみんな、八平君はそんな人ではない」

　八平は、鈴音に対する尊敬の念をさらに深めた。ケツの下敷きになったこの俺おれを……。

　鈴音は優しい表情で、

「彼はとても誠実で……勇気ある人間だ」

「勇気ですって？」

　聞き返す生徒会メンバーに、鈴すず音ねは、

「うん。自主的に人間大砲で飛んだり」

「人間大砲!?　それに何の意味が!?」

「いや、それはわからないが……す、好きな人に……会うためとか言っていたな……」

「薩さつ摩ま八はつ平ぺい……私たちが思っていたより、ハイレベルな変態のようですね……」

　恐れおののく生徒会メンバーたち。その視線は、八平に暗い中学時代を思い出させる。

　うつむく彼の隣に香か月づきが舞い降り、右腕にそっと手を添えてきた。

　八平は香月に、「あんがとな」とささやく。

　蚊か帳やの外だった佳よし乃のが、一枚の紙を差し出す。

「一年二組学級委員、染そめ谷や佳乃です。私のクラスでは、“〝着物喫茶”〟をすることになったので、受理していただきたいのですが」

　鈴音が、生徒会長の顔になり、佳乃から内容を聞き出していく。

「ふむ、問題ないだろう。受理しておく」

　彼女が素早く判断すると、生徒会メンバーたちが彼女の両腕をつかんだ。

「さあ、鈴音姉様、行きましょう！　生徒会長の席に座って！」

「し、しかしもう少し八平君と……」

「い、き、ま、しょう！　まだまだ仕事があるんです！」

　鈴音は、八平を子犬のような目で見ながら、ずるずると引きずられていく。

　八平は焦った。このままじゃ……！

「あの、会長、すいませんでした！　また、俺おれと仲良くしてくれたら嬉うれしいです！」

　勢いよく頭を下げ、生徒会室に響きわたるほど大声で言った。

　鈴音は、両手と背中にまとわりつく女子にあらがい、一歩一歩進んできて言った。

「わ、私もそうしたい！」

　しかし、二人の間に立ちはだかるのは生徒会女子メンバー。その数は七人に増え、今度は鈴音を廊下に引きずっていった。なぜか佳乃も「諦あきらめなさい！」と言って参加している。

　ファンの目があるから、これから鈴音と会うのが難しくなりそうだ。

　でも、仲直りできてよかった……安あん堵どする八平に、「こんにちは」と話しかけてくる女子がいる。

　魅み剣つるぎ柚ゆず姫き。先日学食で牛乳を噴射した三年生だ。ポケットから丁寧にアイロンがかけられたハンカチを渡してくる。

「これ、洗濯しておきました……一昨日はありがとう」

　八平も礼を言って受け取る。彼女の顔は相変わらず前髪でよく見えないが、実におしとやかな物腰だ。こんな人が、ラブコメ現象以外の理由で二度も牛乳噴射するだろうか？

　香か月づきが、彼女のスカートの中を覗のぞき込んでいる。変な性癖の証拠がないか、探しているらしい。

「ふむ、黒いストッキングでよく見えんが、多分白のパンツじゃな……」

　どんなパンツだったら、証拠になるのだろう。

　柚ゆず姫きは微笑して、「では、ごきげんよう」と言って少しスカートを押さえながら自分の席に戻っていった。



　その日の真夜中、香月はふと目を覚ました。

　彼女も普通の人間と同じように睡眠をとる。場所は八はつ平ぺい宅たくの屋根の上だ。

　二年前八平と出会って以来、この形である。「年とし頃ごろの男女が一緒の部屋で寝るのはいかん」と香月が提案したのだ。

　近ちか頃ごろは八平と並んで寝たいのだが、なかなか言い出せない。

「……んにゃ」

　目をこすりつつ、八平の部屋から漏れる明かりを見る。もう真夜中のはずだが……まだ起きているのだろうか。

　気になって、屋根をすりぬけ八平の部屋に入ってみる。

　彼は学習机の上にあるパソコンに向かっていた。非常に集中している様子で、香月には気づかない。

（う……む、えっちなサイトでも見ておるのかの）

　気まずくなる香月をよそに、八平は何かをプリントアウトしはじめた。

　これ以上ここにいると、何か見てはいけないものを見るような気がして、香月は慌てて外に出る。

（八平よ、私は理解のある女じゃ。男がそういうものであることは、知識としてわかっておる）

「わかっとる、わかっとる」と何度もつぶやく……が、頭がギンギンに冴さえて眠れない。

（八平のヤツ、どんなキーワードで検索したんじゃろ……）

“〝爆乳　義理の姉”〟とか、“〝生徒会長　体育倉庫”〟とかだったらどうしよう。

（でも、“〝浴衣ゆかた　黒髪　巨乳”〟とかだったら……どうしたら、どうしたらいいんじゃ！）

　香月は両手で顔を覆い、空中を転げまわった。

　そして、翌朝。八平は学校に向かうべく自転車にまたがりながら、

「香月、なんでお前そんなに眠そうなの？」

　香月は八平とまともに視線を合わせられない。まさか、一晩中もだえていたとは言えない。

　しっかりラブコメ現象防止のサポートをしつつ、学校では魅み剣つるぎ柚姫の監視をした。

　そして、二人で家に戻ったあと……。

「大事な話があるんだ」

　八はつ平ぺいはあぐらをかいて、香か月づきに座るよううながしてくる。彼の脇わきには、パソコンからプリントアウトした紙が数十枚置いてあった。香月がチラッと見たかぎりでは、いやらしい写真などみじんもない。細かい字がびっしりと書いてある。

「俺おれ、色々調べてみたんだ……お前の正体の、手掛かりについて」

「え……もしかして、じゃあ、昨日夜更かししてたのは……」

「なんだ……気づいてたのか？」

　八平は、「はは」と笑って頭をかいた。香月はその表情にドキリとし、胸を押さえ、唇を噛かんだ。紙を見ると、あちこちに線が引いてあり、付ふ箋せんもつけてある。どれだけ一生懸命調べてくれたのかがわかる。

「すまぬ……八平、お前がそんなに頑張ってくれたのに、私は……」

　いやらしいことを検索していたなどと思ったなんて……。うなだれる香月の頭のところに、八平の手が置かれた。

「いいんだよ。俺のためでもあるんだ。お前を実体化させて、キャッキャウフフしたいからな」

「八平……ありがとう！」

　香月は、満面の笑顔になった。八平は「よし」と姿勢を整えたあと、

「いいか、大事な質問なんだ。真剣に答えてくれ」

　香月は八平のまなざしに思わず目を伏せ、頬ほおを染めた。結婚してくれ、と言われたら絶対うなずくだろう。

「香月……」

「は、はい……」

　彼は息をすうっと吸ったあと、

「お前……パンツはいてるか？」

「………………」

　香月は口をぽかーんと開けた。だが、八平はその反応を予期していたかのように、

「大事なことなんだ！　お前、パンツはいてるのか!?」

「ななななな、なに言っとるんじゃお前！」

　さっきまでのイイ空気は吹っ飛び、八平は性犯罪者みたいな質問をしてくる。

「あと、ブラつけてるか!?　だとしたら、どんな!?」

「おいいいいいい!?」

「いいか香月。俺はお前の浴衣ゆかたの下を見たことがねえ。少し調べたところ、浴衣ってのはかなり昔からある衣服らしいんだ。江戸時代かもしれないし、現代かもしれない。だけど、お前の下着が……もしもブラジャーとかだったら、その製造年代などが、お前のルーツを教えてくれるかもしれないんだ！」

　熱く語る八はつ平ぺいに、香か月づきは真っ赤になって「うっ」と詰まる。確かに一理ある。あるが……。

「もしもパンツとかの下着じゃなくて、ふんどしとかでも……何かの手掛かりにはなるだろう!?　だから、教えてくれ！」

　八平の目はこの上なく真剣で……それは純粋に香月のルーツを知りたいからと思える。

　香月は黒髪をかきむしり、しばらく「あ～」とか「う～」とかうなったあと、消え入りそうな声で、

「……つけてない……」

「なに!?　聞こえなかったぞ！」

「……ブラジャーなんぞ、つけとらん！」

「じゃあ下は!?　そこが大事なんだ！　下は!!」

「ああああああああ――ッ!!　何もはいとらん!!　ノーパンじゃ!!」

「の、ノーパン、だと……」

　八平はプリントアウトした紙を激しくめくりはじめた。だがその目は虚うつろで……まるで字を追っておらず、その行為で熱い感動を抑えているようだった。

「は、八平……なにかわかったのか？」

　八平は何もかも悟ったように、遠くを見た。

「ああ……俺おれは、下着を一切つけてない美少女と、二年以上一緒に暮らしていることがわかった」

「きええええええええ―――――ッ!!」

　香月は激情のあまり八平に蹴けりかかろうとしたが……ノーパンであることを思い出し、涙目で裾すそを押さえ、耳まで真っ赤に染めた。

「……今まで秘密にしていたのに……」

　八平は香月の肩のところに手を置き、

「改めて言おう……好きだ香月」

「このタイミングで!?」

「前にも増して、好きになったよ」

「増したの!?　ノーパンで!?」

「違う！　そんな浅い理由じゃない!!」

「は、八平……」

「ノーパンがいいんじゃない!!　ノーパンを恥ずかしがっているお前が、可愛かわいいんだ!!」

「ぎにゃ――――!!」

　香月は聞いたこともないような悲鳴をあげると、八平の胸にぽかぽかと殴りかかる。

　十分ほどすると、香か月づきは「うう……恥ずかしい……」とうずくまった。さすがに八はつ平ぺいも罪悪感を覚え、

「ご、ごめんな……途中までは真面目まじめに質問してたのに、お前の魅力に引きずられちまって……」

「……お前が、一生懸命調査してくれたのは、わかっとる」

　香月は胸元を左手で隠しつつ、上目遣いで八平を見た。

「着眼点はいいと思う。私も、この世界に現れてから、浴衣ゆかたや……この二つを何度も観察した」

　いつもつけている髪かみ留どめと、白いリボンを外す。八平は、それらをしげしげと見つめた。

「なんかずいぶん高級品っぽいよな。俺おれには触さわれないけど……この髪留め、木製？」

「たぶんそうじゃ。漆うるしが塗られている。見事な職人芸じゃな。このリボンも浴衣も、いい品だと思う……私には触れるものが少ないから、断言はできぬが」

「うん……お前、いいところのお嬢様だったのかもな。だって……」

　八平はそこまで言って押し黙った。香月は気になって、彼に顔を近づける。

「なんだ、気になるのう、言ってみよ」

「いや、いいよ……」

「どうして？　怒らないから」

「それって絶対怒るフラグだよな……まあいいや。お前いいもの食ってたと思うよ。発育、よすぎるもの」

　香月が、八平の視線を追って、目を下げると……そこには、自らの豊満な胸があった。

　彼女は、髪に指をからめながら、うつむく。

「……香月、怒らないのか？」

「うむ。だって……昨夜、八平が一生懸命パソコンに向かってたの知ってるから……あの光景を思い出したら、怒れない」

「……そう、か……」

　優しい空気が二人を包む。八平は微笑ほほえんで、

「じゃあ、二人で手掛かりを探そうぜ！　こんどは髪留めについて調べよう。な！」

「……うん！」

　パソコンを立ち上げる八平の隣で、香月は幸せな気分にひたっていた。

　検索サイトを開き、八平が「髪留め」と打ち込もうとしたとき……いくつかの単語が表示された。どうやら最近入力したキーワードが表示される機能らしい。

“〝江戸時代　下着”〟“〝浴衣”〟などのキーワードの間に、“〝爆乳　お姉さん”〟とあった。どうやら八平、ついでにこれも調べたようだ。

　香月の髪が、ざわざわと逆立っていく。

「八はつ平ぺいぇ……！」

「怒らないよね!?　俺おれが一生懸命、パソコンに向かってたの思い出したから怒れないんだよね!?」

「おまえ、そのときに爆乳お姉さんも調べていたんじゃろがあああああああああっ!!」

“〝怒らないから”〟が怒るフラグだということが、またしても証明された。



　八平は、二分ほど香か月づきの叱しつ責せきを受ける。怒る姿もいいな、などと少し不謹慎なことを考えている。

「……全くお前ときたら、そんなに爆乳がよいのか？　私も、なかなかのものじゃぞ？」

　香月は何かズレたことを言ってから、「もうよいわ」とつぶやいた。結構さっぱりしているのだ。

　八平は頭をかいて、

「ごめんごめん……ところで、明日学校休みだし、染そめ谷やさんの家に行くぞ」

　香月は「え？」と不思議そうな顔をする。

「彼女の家にある着物を見せてもらうんだ。女子ひとりひとりに、どれが似合うか考えなきゃならない。俺、着物に詳しいぜ、って染谷さんに言っちまったからな」

「え……なんでそんなホラを……」

「お前に頼めばいいかな、って思ったからだ。お前見立てとか、できるだろ？　手伝ってくれ」

　香月は、顔をぱあっと輝かせ、胸を叩たたいた。

「う、うむ、任せろ、私に！」

　そうと決まれば予習じゃ、と、香月は八平に録とりためておいた和服の特集を見せてくれるよう頼んでくる。

　八平はハードディスクレコーダーを操作して、再生した。

　映像に食い入る香月を見て、八平は相そう好ごうを崩す。

（髪かみ留どめについては、あとで二人で調べよう……）

　そう思って、ラブコメ現象に対処すべく筋トレを行ったあと、本を読み始めた。

　翌日、八平は佳よし乃のの家に向かった。自転車で十分ほど……以前香月と花見をした高台から、少し下りたところにある。

「こ、ここか……？　すげえ……」

　家の周りは高い塀で囲まれ、その一辺が五十メートルはある。八平は門の前のインターフォンを押した。マイクから、すぐに佳乃の声が聞こえてくる。

「今、門を開けます」

　八平は香月を見て、

「か、かづきっ！　インターフォンから声が！　すげえ！」

「いや、そこはそこまで驚かずとも……」

「お前、空飛べるんだな！　よく考えるとすげえ！」

「今更!?」

「お前、すげえ可愛かわいいよな！　すげえ！」

「……な、何を今更……」

「じゃあもう言わない」

「ぅ……あ、その、時々は……」

　二人がアホなやりとりをしているうち、門が開いていく。どうやらリモコンで動くらしい。

　綺き麗れいに整えられた玉砂利の間に、飛び石が点々と続いていた。

　八はつ平ぺいはその上を歩いて、玄関に向かう。途中にある木々にも丁寧にハサミが入れられており、八平の家とは何もかも格が違った。

　からからと引き戸を開けると、佳よし乃のが着物姿で正座し、三つ指をついて迎えた。

「ようこそ染そめ谷や家けへ」

「う、うん……おじゃまします」

　八平が佳乃の新たな一面にドキドキしたのも束つかの間ま、

「ご飯にします？　それとも天てん○飯はんやります？」

「○津しん飯はん」

「さようなら天さん、どうか死なないで……」

「チャ○ズ！」

　八平はサ○ヤ人相手に自爆したチャオ○を思い、玄関で叫んだ。広い家に、声がこだまする。

　佳乃は何事もなかったかのように、「こちらです」と立ち上がり、案内をはじめた。八平は、「うわ、緊張するなあ……」と言いながら、ついていく。

　香か月づきが「お前ら仲いいのう……私も交ぜてくれ」と言ってきた。八平は小声で、

「わかったよ。じゃあお前、亀○人やれよ」

「その場面では、カ○ハウスにいるだけじゃぞ!?」

「ヤム○ャの心の支えになってるよ」

「もう死んどるわいっ！」

　佳乃は振り向いて、

「薩さつ摩まさん、どうしたのですか？　ぶつぶつと……」

「ああ、いやその……そうだ、今日お父さんはいないの？」

　佳乃の父親は校長でありながら、“〝娘に手を出したものは殺す！”〟と言うほどの男だ。

「ご安心ください、薩さつ摩まさん」

「え……？」

「一族総出で待ちかまえています」

「なんの安心!?」

「お父様は、長老から“〝娘に手を出したものは殺す！　はないんじゃね？”〟と言われて、改心しました」

「ああ、そういう意味の安心ね……」

「だから、安心して私に手を出してください」

「て、手を出すって……」

「今日は安心日ですから、大丈夫です」

「なんだ安心日って！　安全日の間違いだろ！」

「いえ、本当は滅め茶ちや苦く茶ちや危険日です。子宝に恵まれそうで、未来は安心ということです」

「染そめ谷やさんにとってはね！」

　佳よし乃のは、しずしずと廊下を進んでいく。話の内容とのギャップがすさまじい。

「こちらです」

　彼女は、障子を開けた。十畳ほどの部屋には、いくつもの着物や小物が整然と置かれている。香か月づきが「おおお……」と感嘆の声をあげた。

「私は少し用がありまして、一時間ほど離れます。その間、着物を見るなり、そこのテレビを見るなり、自由に過ごしてください」

　それでは、と言って、丁寧に一礼して去っていった。

　香月は目をきらきら輝かせて、着物を見比べている。

「うわあ、これもあれも凄すごいのう、着たいのう」

「クラスメイトの顔覚えてるだろ？　一人一人に、似合う着物を考えてほしいんだ。小物、髪型とかに対するアドバイスも頼む」

「よ、よいのか？」

「俺おれに、女の服はわからないよ。お前の方が適任だ」

「ありがとう！　八はつ平ぺい！」

　八平は気恥ずかしくなり、顔を伏せた。なんで香月は……ひねくれ者のくせに、時折こんなにストレートなんだ。

「では八平、この京きよう友ゆう禅ぜんをよく見せてくれ」

　八平は香月が指さした着物を手にとり、広げた。青地に小さな花が沢山散りばめられている。

「ううむ……鮮やかじゃの。もしかしたら、津つ村むら登と喜き子こに似合うかもしれぬ」

　八平は意外な気がした。津村登喜子はあまり目立たず、いつもおどおどしていて、地味めのやつがいいかと思ったのだが……。

「いや、これなら彼女の魅力を引き出せる。普段から使っているアイテムも……」

　八はつ平ぺいはその観察眼に驚きつつ、着物や小物を香か月づきに見せたり、デジカメで撮ったりした。彼女が言ったことは、ノートに書き留める。

　一時間は、あっという間にすぎた。

　戻ってきた佳よし乃のは、八平がとったノートを見て目を丸くする。

「凄すごいですね……クラスの女子全員の特徴をつかんで、かつ魅力を引き出すような組み合わせです」

　香月が照れくさそうに、顔を伏せる。佳乃は、ふむ、と言って、

「私の期待には及びませんでしたが……」

「え、そうなの？」

「はい。薩さつ摩まさんが、私のお古の着物に顔をうずめて、くんかくんかしているのを期待していたのですが」

「捨てちまえ、そんな期待！」

「まったく……ギブアンドテイクという言葉を知らないのですか？」

「いや、知ってるけど、今の文脈にはそぐわないような……」

「私が、薩摩さんの自転車のサドルをくんかくんかしていたのですから、あなたも同様のことをしてくれないと」

「一時間もそんなことしてたのか!?　つうか互いに何も得ねえよ！　むしろ失うよ！」

「そうですか、薩摩さんが私の家に来たい、と言った時点で、そうなるのは暗黙の了解だと思っていたのですが……」

　そんな暗黙の了解が成り立つカップルには、絶対なりたくない。

　佳乃は、ふう、と息をついて、

「まあ冗談はこのくらいにして……」

「じょ、冗談だよな、よかったあ、安心した……」

　佳乃は頬ほおをふくらませた。幼い外見なので、とても愛らしい。

「もう……私だって一生懸命頑張ったんですからね？　ほら、見てもらえなかったみたいですけど、この映像、一晩かけて作ったんですから」

　佳乃はテレビをつけ、ＤＶＤを再生した。和服の着こなし方を紹介するもの。どうやら複数のテレビ番組を編集したらしい。

「へえ……こんなの作ってくれたんだ……って、今なんかおかしな映像が……」

　八平は目がいい。野球部時代に鍛えぬいた動体視力は健在である。

　着物の映像に交じって、時折、少しいやらしい画像が見えるような……。

「ふふふ薩摩さん、見破りましたか。ちょっと作り込みが甘かったようですが……これはサブリミナル効果をねらったのです」

「サブリミナル効果……映像に、人間が知覚できないくらいの短いカットを入れて、潜在意識を刺激するものだね」

　昔、アメリカの科学者が映画の中に「コーラを飲もう」という、人が認識できないほど短いカットを挿入すると、上映後コーラの売り上げが伸びたという。もっとも、効果を疑問視する声もあるらしいが。

「……これ撮るの、凄すごい恥ずかしかったんですからね？」

　佳よし乃のが、リモコンを操作し、スローにすると……着こなし方を紹介する映像の途中、白い脚を付け根までさらし、「早く来て……」と言わんばかりの微笑を浮かべ、今にも着物を脱ぎだしそうな佳乃の画像が一瞬だけ映った。

「……って、なんだこれ!?　こんなもの作ったの!?　むしろサドルくんかくんかを、しそうな人だよ！　むしろ補強されたよ！」

「一時間ほどこれを見た薩さつ摩まさんが、これで欲情し私を襲ってくれないかと思いまして」

「何その悪魔のコンボは！」

「大丈夫です。今日は安心日ですから」

「だから、お前にとってだろうが！」

　佳乃は、くすくすと笑い、



    

  
    
      



    

  
    
      「まあ、冗談はこれくらいにして……」

　冗談も何も、実際に作っているのだが……佳よし乃のは「これを見せたかったのです」とケースからＤＶＤを取り出すと、レコーダーにセットした。

　八はつ平ぺいはその中身を警戒し、香か月づきを手招きで呼び寄せて目隠しをする。

「な、なにを八平!?」

　何か、香月がドス黒いもので汚されそうな気がして、こうしてしまったのだ。佳乃は不思議そうに、

「薩さつ摩まさん、何をしているのですか？」

「い、いや……準備はできたから、どうぞ……」

「何をそんなに身構えているのですか……？　ただの、去年の表彰式のビデオですよ」

　画面には、体育館のステージ上で表彰されている、去年の優勝者たちの姿があった。生徒会チームらしい。

「あれ、会長もいるね」

「ええ、去年一年生でありながら副会長に抜ばつ擢てきされ、シンデレラの王子役を熱演し、生徒会の優勝に大きく貢献したそうです」

「ふうん。会長は華があるし……似合うだろうな」

　あからさまに唇をとがらせる香月と佳乃。八平は、しまったと思いつつ、画面を見る。

　生徒会の面々は、生徒たちや、来場者から盛大な拍手を受けて、照れくさそうに……何よりも誇らしげにしている。

　それは、八平に小学校のときの記憶を思い起こさせた。野球の地区大会で優勝し、皆から祝福されたときの。

　ラブコメ現象で部活を追われ、二度と味わえないだろうと思っていたあの歓喜が……文化祭で勝利すれば味わえるのではないか。

　しかも、その勝利には香月も貢献できる。

　あのステージの上に、クラスメイトたちと、そして香月と一緒に立てたら……。

　画面の中で、表彰式はクライマックスになった。

　整列する全校生徒が二つに割れ、その間を生徒会メンバーが歩いていく。降り注ぐ紙吹雪、絶叫のような賞賛……。

　佳乃が、誇らしげに言う。

「うちの高校では、毎年この表彰式は盛り上がるらしいんです。お父様は有能な校長ではありませんが、こういうお祭り騒ぎを仕立てるのは上手なのです」

　その声は八平の耳には届かない。

（勝ちたいな……）

　今までの努力は、社会的に死なないため……自分を守るためのものだった。

　だけど、これから行う努力は勝利をつかむためのものだ。

　いつも、暗くなるまで野球の練習に打ち込んでいた、あのときみたいに。

　佳よし乃のに何度も礼を言って、染そめ谷や邸ていを後にする。隣で香か月づきも繰り返し頭を下げていた。

　八はつ平ぺいは帰宅途中、ノートのコピーをとった。

　家に帰ると、コピーした紙を自室の床に一枚一枚、置いていく。香月はページをめくることができないからだ。

　この方がノートを読書マシーンにセットするより、はるかに見やすいだろう。

　続いて彼はデジカメのデータをパソコンに取り込んだ。プリントアウトしようとしたが……インクが切れていたため、スライドショーで数秒おきに着物や小物の写真が切り替わるよう設定する。

　これで、香月は家でも考えることができるはずだ。

「八平……ありがとう……」

　八平は彼女から目をそらし、頭をかいて、「じゃ、よろしくな。飯食ってくるわ」と一階に下りた。

　夕食と風ふ呂ろを済ませ、部屋に戻ると、香月は床の紙とパソコンのディスプレイを見比べ、考え込んでいた。

　八平はストレッチをしながら、

「がんばってるな」

「うむ……一人一人に、最高に似合う着物を選び出したいからの」

　彼は筋トレを終えると、香月が次々に浮かべるアイデアを、今度はルーズリーフに書き留める。これならコピーをとるまでもなく、次々と床に置いていける。

　就寝時間になったが、香月がまだ続けたい、先に寝てくれと言うので、電気をつけたまま布団に潜った。

　夜中、三時頃ごろに、八平が目を覚ますと、香月は部屋の中央で浮遊し、ぶつぶつ言いながら考え続けていた。恐ろしいほどの集中力で、八平にはまるで気づかない。

　そして、明け方……八平が彼女にそっと近づいていくと、空中で正座したまま、うとうとと船を漕こいでいた。

　八平は、彼女の髪に手を添えて、ささやいた。

「頑張りやだな、お前は」

「……」

「それなのに……頑張れる機会は、ほとんどないんだもんな」

　それは、野球を失ったときの自分と重なり合う。

　いったい何を目標にすればいいのか？　それすらわからず、毎日を無む為いに過ごしていた。

　今は、ラブコメ現象に立ち向かうため体を鍛えることと、彼女を実体化させるという目標があるけれど……。

　実体化は、今のところ大きな手掛かりはない。

　だけど、今のように霊体のままでも――きっと、彼女にできることは沢山あるはずだ。

　こんな風に、人に似合う服を考えられる。

　他ほかにも……たとえば、小説だって俺おれがキーボードを叩たたけば書ける。それを読む人には、香か月づきに実体があるかどうかなんて関係ない。感想が返ってくれば、きっと香月だって嬉うれしいはずだ。

　そう、きっと、他にもまだまだ沢山ある。

「一緒に探そう」

　八はつ平ぺいは、そう言って香月の肩を抱いた。



　次の日、八平は佳よし乃のと話し合って、店の中心となる商品をコーヒーに決めた。他の出店を調べたところ、お好み焼きなどの食べ物系が多く、競合することはあるまいと思ったからである。

　予算の範囲内で、徹底的にこだわったコーヒーを出す。

　そのために、八平は霧きり子こに指導を仰ぐことにした。彼女の淹いれるコーヒー以上のものを、未いまだ飲んだことがないからだ。

　夕食後、霧子にお願いすると、彼女は腕組みをしてうなずく。

「……わかったわ。でも、コーヒーの道は甘くないの。指導が終わるまで、姉さんと呼ぶことは許さないわ」

　師匠と呼べ、とかだろうか、と八平が思ったとき、

「俺のメス豚って呼んで」

「なにそれ!?」

「呼んで」

　この上なく真剣な表情だ。八平は気け圧おされたように、

「お……俺のメス豚、コーヒーの淹れ方を教えてくれないか？」

　霧子は微笑ほほえみ、

「わかりました、旦だん那な様さま」

　と言って、八平を台所につれてきた。メス豚、旦那様と呼び合う関係性……どんな設定か、よくわからない。

　霧子は、棚から愛用のドリップポットを出し、八平に渡してくる。

「まずは、お湯の沸かし方からお教えしますね」

「そこから？」

　八平の反応に、霧子は指を一本立てて、

「旦だん那な様さま、お湯の温度はとても大事なのですよ。沸騰させるより、九十度から九十五度の方がいい……そんな初歩も御ご存ぞん知じないでしょう？」

「ご、ごめん、俺おれのメス豚。よくわからないのに口出しして」

「これからは慎んでください……では、ポットに水を入れましょう」

　八はつ平ぺいの後ろに霧きり子こはまわりこみ、思い切り抱きついてきた。背中に頬ほおをすりすりさせたあと、八平の腕に手を添えてくる。

「姉さ……いや、俺のメス豚……胸、当たって……」

「口答えはしないで……さあ、早くポットの……下のお口をあけるの」

　八平はドリップポットを見た。確かに、給水口は注ぎ口より下にあるが、これを「下のお口」と表現する人がどこにいるだろうか。

「旦だん那な様さま……！　愛してる……！」

　と言いながら、霧子は激しく体を押しつけてくる。八平は、

「だあああああ!!　違う！　これ絶対コーヒー関係ないよね！」

　霧子はハッとしたあと、八平から離れてうつむいた。彼は慌てて駆け寄り、姉の背を優しく撫なで、

「俺のメス豚……」

　慰めているのか罵ば倒とうしているのか、よくわからない。

　霧子は涙ぐみながら、

「も、申し訳ありません……旦那様にいつのまにかタメ口……しかも、身の程知らずに愛してるなどと」

「いや、そこに怒ったんじゃないぜ!?　俺そんな役に入り込んでないぜ!?」

「卑しいメイドの身でありながら」

「俺のメス豚はメイド!?」

　八平はエロマンガのタイトルのようなツッコミをした。

　恐ろしく歪ゆがんだ主従の設定だったようだ。

　まあ万事こんな調子だったが、霧子の教えはポイントを押さえており、淹いれ方の基本や、アイスコーヒーには深ふか煎いりの豆がいいなど、様々なことを教わった。

　専門店、コーヒーに向いた軟水の天然水が湧わいている場所など、得たものは大きい。

　八平はそれから、何度もドリップの練習をした。

　集中力が切れてきたら、文化祭で優勝し、香か月づきと喜び合うことを想像して気持ちを新たにした。

　彼女は今、二階で、着物の案を練ねっているはずだ。

　二人で、同じ目標に向けて努力している……それが八平には、嬉うれしかった。



    

  
    
      
幕まく間あい劇げき



　魅み剣つるぎ柚ゆず姫きは、困っていた。

　ここ数日、学校に来ると香か月づきが自分の周りにまとわりつき、観察してくるのである。

　始まりは、授業中のことだった。右に座る忍しのぶの視し姦かんに耐えつつ先生の話を聞いていると、いきなり机の表面から香月が出てきたのだ。柚姫は飛び出しかけた悲鳴を、「ふぁい！」と手を挙げてごまかした。教師に「魅剣が手を挙げるとは珍しいな」と指されたため立ち上がり、正答する。

　柚姫は必死の思いで無表情を作りながら、着席した。

（な、何な故ぜ!?　もしかして、バレた!?）

　長い前髪のおかげで、顔は見られていないと思っていたが……。

　香月は、柚姫を正面からガン見してくる。

　どれほど凶悪なヤンキーでも、ここまで近づいてメンチを切らないだろう。

　柚姫は適当にノートを取る。黒板が見えないので板書とは違うだろうが、香月は自分への観察に夢中になっているため、気づかない。何かの使命感に取とり憑つかれているようだ。

　体育のため、女子だけになり教室で着替えるときも、下着姿になった柚姫を舐なめ回まわすように見てくる。

「ほ、ほほう、なんと凄すごい体じゃあ……着やせするタイプのようじゃのう……」

　目の前で体の批評をされても、柚姫はリアクションできない。心の中で、あなたも結構凄い体じゃないの、と思うだけだ。

　香月は腕組みをして、うんうん唸うなりはじめる。

「八はつ平ぺいは、このくらい胸でかい方が好みなのかの……？　この前読まされた、“〝爆乳お姉さん、淫いん辱じよくの鳴なる門と海かい峡きよう”〟も……いや……あいつ、私を好きって言ってくれたしのう、うへ、えへへへへへへへ……」

　香月は顔をだらだらに崩して笑いながら、空中で体育座りをし、回りはじめた。「えへへへ」という声とともに、長い髪がぐるんぐるん旋回する。

　柚姫はそれを切なげに見た。

（なんだか頭がお花畑ね……）

　とてつもなく気が散る。しかし何だろう、爆乳お姉さんって……。

　柚姫は体操着に着替え、校庭へ向かう。

　香月もむろんついてきたが……途中、何かにぶつかったように、動きを止めた。「む、ここまでか……」とガラスにへばりつくような姿勢で、悔しそうに柚姫を見てくる。校庭で体操をはじめると、香月は校舎から離れたところで浮遊し、凝視してきた。

（行動範囲があるのかしら？）

　柚ゆず姫きは少しずつ香か月づきの情報を集めていく。どうやら、薩さつ摩ま八はつ平ぺいから一定距離以上離れられないようだ。

　彼のプロフィールは、忍しのぶに調べてもらった。彼女は魅み剣つるぎ家けに代々仕える忍者、という冗談のような家系のため、諜ちよう報ほう、変装など様々なスキルを持っている。

「えー、薩摩八平、十五歳。中学時代までは塩しお崎ざき市しに住んでいました」

　塩崎市は、ここから五十キロほど離れている。

「野球部に所属しており、中心選手として活躍」

　柚姫は、へえ、と感心したが……。

「しかしある日を境に、出会い頭に女の胸を揉もんだり、股こ間かんに顔を突っ込んだり等セクハラを繰り返し、一時期登校拒否をしていた時期もあったそうです」

「……え？」

“〝香月”〟はそんな男の近くにいるの？　そういえば、鈴すず音ねさんのパンツに二度も顔を突っ込んだとか……そこまで重なれば、もう事故ではあるまい。

　でも、“〝香月”〟はあの男に惚ほれているようだ。

　もしかしたら、彼の中学時代を知らないのでは？　彼女ならば……そんな男に惚れるはずがないのだから。

“〝香月”〟は、寂しさにつけこまれ、だまされているのではないか？

　な、なんということだ。彼女は今、薩摩八平とどんな夜を過ごしているのだろう。

　おそらく、私はすごい体だとも報告されているに違いない。

　もしや薩摩八平は、“〝香月”〟を使って女の子の情報を集めているのでは……？　そういえば、先日彼女にパンツを見られ、白をはいていることを八平に知られた。そして……彼女の言葉が雷光のように浮かぶ。

「この前読まされた、“〝爆乳お姉さん、淫いん辱じよくの鳴なる門と海かい峡きよう”〟も……」

（い、いやらしい本を、音読させられているとか……!?）

　なんてこと……！　と柚姫は一人戦せん慄りつする。

　三日ほどすると、香月の真の目的がわかってきた。

　柚姫が好物の牛乳を口に含むと、香月は凝視してくるのである。

（確かに、彼女と“〝再会”〟した日、私は牛乳を噴き出したけど……）

　教室で忍とともに昼食をとるたび、香月が耳元で「向かいの女に牛乳ぶっかけろ～お願いじゃ……」などと両手を合わせ祈ってくるのだ。

　この必死さを見ると、牛乳をぶっかけないと薩摩八平から罰を受けたりするのだろうか？

　試しに野菜ジュースを飲むと、

「汁ならなんでもいい～、とにかくぶっかけろ。そういう女であってくれ～」

　古今東西、こんな悪霊がいただろうか。柚ゆず姫きは本気で気が狂いそうになってきた。だが表情に出すと、香か月づきに“〝認識できる”〟ことが悟られてしまう。

　いつまでもこのままにはしておけない。神経がもたないし、なにより自分の素顔を見られたくない。

　柚姫は意を決した。授業中香月に観察されながら、作戦を考える。

（意味が全くわからないけれど、忍しのぶに牛乳をぶっかければ、“〝香月”〟は満足するらしい……かといって、教室や学食でぶっかければ、忍の奴やつは大喜びして魅み剣つるぎ家けの恥になる……）

　まあ、護衛に選んだ時点で間違っていた、という意見もなくはないが。

（どこでぶっかけるか、それが問題ね……）

　柚姫はそこまで考え、顔を真っ赤にして、頭を抱えた。私としたことが、ぶっかけるだなんて……。

「ほほう、色々とこいつにも、悩みがあるようじゃのう」　と、香月が言う。あなたのことで悩んでるんだけど……と柚姫は心中突っ込んだ。

　昼休み、柚姫は忍を連れて、視聴覚室に入った。生徒会で使うと言って鍵かぎを借りたのだ。

　薩さつ摩ま八はつ平ぺいはこの時間たいてい教室にいるらしい。

　ならば今までの観察から見て、視聴覚室は香月の行動範囲内だ。

　柚姫が後ろ手に鍵を閉めると、忍は暴ぼう漢かんに絡まれたように、

「ゆ、柚姫様……こんないかがわしい場所に私を連れ込んで、何をしようというのですか!?」

「ここは視聴覚室よ……」

　柚姫は苛いらただしげに、髪をいじった。ああ、なんで私が、こんなことを言わなければならないの……！

「し、忍……あなた、私に、牛乳ぶっかけてほしいの？」

　は？　と忍はバカみたいに口を開ける。

「先日……あなた、私が牛乳を噴き出したとき、それをガードされてとても残念そうにしていたじゃない」

「ええ……」

「も、もしよろしければ……うぅ……改めて私が、ぶっかけてさしあげても、よろしくてよ」

「やった！」

　と叫んだのは、二人を見下ろす香月だ。「こいつ、こういう性癖だったんじゃ！」と胸の前で両手を合わせている。

　忍は無表情になり、右ポケットに手を突っ込み、指を動かしている。

（こいつ……携帯をいじっている……録音でもするのかしら……）

　柚ゆず姫きは泣きたくなった。なぜ、お父様は身み銭ぜにを切って不審者を娘の隣に置いているのだろう……！

　忍しのぶが優しく微笑ほほえみかけてきた。

「柚姫様……私に、ぶっかけたいのですか？」

「は？」

「ぶっかけたいのならば……それならそうと、お願いするのが筋ではありませんか？」

「な……忍は私の護衛……」

「護衛だろうと、人にお願いするときは、頭を下げて頼むものですよ。なんですか？　私の給料の中には、主の汁を受け止めることも含まれているのですか？　汁手当ですか？」

　柚姫は忍をぎりぎりと睨にらみつけた。私の気も知らないで……。だが、実際にやらないと、香か月づきは監視をやめないかもしれない。ここはやりとげるしかない。

「わ、わかりました。では、忍……」

　忍はその言葉をさえぎり、柚姫の耳元で「柚姫様、こう言ってください」とささやく。

　柚姫は顔を真っ赤にした。そ、そんなことを、この私が……。

　柚姫は唇を噛かみしめたあと、両こぶしを握り半泣きになりながら、

「し、忍様……この柚姫という名のメス豚が、同じ家畜でありながら高級種である乳牛様のお乳を、身の程知らずにも口に含み、薄汚い唾だ液えきと攪かく拌はんしたものを、その高貴なる顔面で受け止めていただけないでしょうか」

「よぉし、来い！　柚姫ぃ！」

　忍は、ぶつかり稽げい古この横綱のように、胸を叩たたいた。柚姫は牛乳を目一杯口に含み、せめてもの気晴らしに思い切り噴射する。

　だがそれは、忍をさらに喜ばせることになった。彼女は日本シリーズ後のビールかけのごとく、頭から目一杯牛乳をダラダラ垂らして、「うおう！」と両手を何度も何度も突き上げた。

　香月は視聴覚室の隅で、がたがた震えている。

「な……なんじゃこいつら。怖い……怖いよぉ……」

　柚姫は必死に弁解したかった。違うの私はノーマルなの。変態はただひとり。こいつだけなのよ……！

　だが表情に出すわけにもいかず、忍の爆発するテンションと対照的に、柚姫の表情は素であった。

　香月はもう充分と判断したのか、逃げるように壁をすりぬけて去っていく。

「ぷはーっ、柚姫、もう一回頼むわ！」

　やりとげた表情で忍が言ってきたので、今度は腹に蹴けりをお見舞いしてやる。

「あんたがッ！　あんたが変態だから！　私はあんなことをッ！」

「あああああ！　柚ゆず姫き様！　スイッチ変わったんですか!?　どこまで私を楽しませてくれるんですか？　今日で世界が終わってもいい！」

「終われッ！　本当に終われッ！」

　げしげしと蹴けりを入れる柚姫。そこへ、香か月づきが「一応休み時間終わるまで見ておくかの」と言って戻ってくる。柚姫は牛乳を口に含んで、恍こう惚こつの表情でもだえている忍しのぶの顔面に再びぶっかけた。

「あひぃぃぃ!!　脳のう髄ずいが溶かされて……バターになって……そのまま墜おちていくの……」

　忍は快楽のあまり、気絶した。

　香月はもはや涙目で、

「へ、変態じゃ!!　霧きり子こや佳よし乃のを振り切っておる!!　変態のフ○ーザ様じゃ……底が見えぬ！」

　宇宙の帝王扱いしてきた。だがそのあと、香月は本当に嬉うれしそうに、

「八はつ平ぺい……こいつが白はく濁だくを噴き出したのは、ラブコメ現象だからではなく、ホンマモンの変態さんだったからじゃぞおー!!」

　高らかに叫んで、壁をすりぬけていった。

「……」



    

  
    
      



    

  
    
      　柚ゆず姫きはうつろな表情で、膝ひざをついた。ラブコメ現象って何？　そういう疑問が浮かぶ前に、自分が何か大事なものを失ってしまったような気がして仕方ない。

　いつの間にか復活していた忍しのぶが、柚姫の肩に手を置いてきた。

「柚姫様……」

　そして、きゅっと抱きしめてくる。おまえのせいだ、と柚姫は言いたかったが、忍の体温は気持ちを落ち着かせてくれる。

　ああ、お母様のようなにおいだ、と思ったら、単純にさっき自分がぶっかけた牛乳のにおいだった。頬ほおをすりよせてくるが、こっちも牛乳まみれになるので正直やめてほしい。

　少し経たって……そろそろ昼休みが終わるだろうか、と思ったとき、忍のポケットから、声がした。

『し、忍様……この柚姫という名のメス豚が、同じ家畜でありながら高級種である乳牛様のお乳を……』

　忍は、いっけね、という表情をして、片目を閉じ、舌をぺろっと出し、己の頭をこつんと叩たたいた。

「おっと、もうすぐ授業のようですな。柚姫様、急がねば」

「アラーム音に設定してんじゃねーよ!!　主人を抱きしめるより先に、そっちかよ!!」

　柚姫は忍のアゴを蹴けり上げ、携帯をまっぷたつにし、体をわなわなさせた。

　性犯罪者・薩さつ摩ま八はつ平ぺいはおそらく、香か月づきに様々な場所を覗のぞき見させ、性的興奮を得ているに違いない。

（おのれェェェ薩摩八平、おまえ“〝香月”〟に何させとんじゃコラァァァ!!）

　己の何かを汚した男に、呪のろいの言葉を叫ぶのだった。

　その日の晩、ラブコメ現象対策マニュアルに「魅み剣つるぎ柚姫と、長は谷せ部べ忍は変人である。どんな奇き矯きような行動をとっても、ラブコメ現象に操られているとは限らない。要注意」という一文が書きくわえられた。



    

  
    
      
四章



　市内にある大きなショッピングモール。その食料品売場に八はつ平ぺいと香か月づきはいた。

　果物コーナーで、香月は五十個ほど並んだスイカの模様を一つ一つ凝視していく。

　彼女が選んだ、十個ほどのスイカの一つを八平は持ち上げ、実のお尻しりの部分……僅わずかに窪くぼんでいる箇所を、香月に見せる。ここが小さいものが良いらしい。

　そして、軽く叩たたいて、実に耳を当てた香月に音を聞かせる。

　これを繰り返し、最高のスイカを探すのだ。

　彼の手には、すでに一つのスイカがある。他ほかのスーパーで買ったものだ。

　着物喫茶は基本的にコーヒーだけだが、サイドメニューとして、スイカも出すことになったのだ。少しミスマッチかもしれないが、余らない程度ならいいだろうということで……。

　香月は生鮮食品の目利きがうまい。八平は、着物以外にも、もう一つ彼女に活躍できる場を作りたかったのだ。

「これは最高だ」と思うスイカを見つけるまで、八平は市内中を回るつもりだった。香月には妥協せずに選んでくれと言ってある。

「……？」

　八平は、ふと視線を感じた。振り返ると、近くの角から魅み剣つるぎ柚ゆず姫きがこちらを見ていた。目が合ったため、彼女は慌てて隠れる。

「あの……魅剣さん？」

　柚姫は、覗のぞき見ていた気まずさを誤ご魔ま化かすように、堂々たる足取りで歩いてきた。つばの長い帽子を深くかぶっているため、いつも以上に顔がよく見えない。

　黒いＴシャツにジーンズ、スニーカー。格好は恐ろしく地味だが、抜群のスタイルとあいまって、女優がお忍びで街を歩いているような独特の華やかさがある。

「ごきげんよう」

　彼女も買い物に来たらしい。手に持ったカゴには数種類の牛乳などが入っている。香月は「ふむ」と腕組みして、

「八平……多分こやつ、ぶっかけるものを買いにきたのではないか？」

　ああ、なるほど……と思い、八平はうなずく。

　香月は探偵のように手を口元に当て、

「低脂肪乳、低温殺菌牛乳、ほう、豆乳もあるな……ぶっかけた場合、微妙な違いがあるのじゃろうな。相当なこだわりがあると見た……さすがぶっかけ大好きっ子じゃ」

　柚姫は、額ひたいを押さえて壁に手をついた。「ど、どうしたんですか!?」と八平が聞くと、「ごめんなさい、立ちくらみがして……」と言う。全身はぷるぷる震えていた。

　結構病弱な人なのかなあ……と八はつ平ぺいが思っていると、柚ゆず姫きは咳せき払ばらいをひとつして、

「ところで薩さつ摩ま君、何をしていたのですか？」

　着物喫茶でスイカを出すために、いいものを探して市内中回っているのだ、と説明すると、柚姫は「え？」と首をかしげた。

「私にかまわず続けて」と言われたので、再びスイカを叩たたく。

　柚姫の手前、八平もスイカを叩くとき耳を当てた。至近距離で香か月づきと向き合うことになるので、お互いに頬ほおを染める。

　香月がすべてのスイカを不合格と判断したので、八平は柚姫に向き合った。

「ここにはいいのが無いみたいです。別な店に行きますよ」

「え……大変ではないのですか？」

「まあ、自転車だし、体力には自信があるんで大丈夫です」

　柚姫は顔を伏せて、つぶやいた。

「……あなたという人間が、よくわかりません」

「え、そりゃ、魅み剣つるぎ先輩と俺おれ、ほとんど接点がないじゃないですか」

「いえ、少しは知っています。あなたの中学時代のことを調べましたから」

　背筋が凍った。暗い記憶が次々とよみがえるが、香月が舞い降りてきて、胸元に手を当ててくれる。

　少しだけ、気持ちが落ち着いた。香月の頭を一度撫なで、大丈夫の意味をこめてうなずく。

（……ん？）

　なぜか、柚姫はとても驚いているようだ。

　ビックリしたのはこっちだよ、と八平は思いつつ、「もう、そんなことしません……できる限り」と言って柚姫の横をすり抜ける。

「ちょっと待って――もう少し、話をいたしません？」

　柚姫が強く右手をつかんできた。面倒くさいことになったと思いつつ、八平は彼女と向き合ったが……。

「あれ？」

　つないだ手が、離れない。

　柚姫も戸惑った様子で、「え、あの、薩摩君……？」と、手をぶんぶん振るも、接着剤でくっついたようにびくともしない。

　まるで二人は恋人みたいに、しっかりと手をつないでいる。

（こ、これは、ラブコメ現象・“〝くっついた手が離れなくなる”〟……！）

　胸を揉もむ、を上回る、危険度Ｓの超難関。ラブコメマンガにおいて、手錠や接着剤で男女の手がくっつくアレだ。

　八はつ平ぺいも、ラブコメ現象生活二年のうちで、一度しか発生したことがない。ラブコメ現象が次の種類のものに切り替わる深夜０時まで、効力は続くのだ。

　中学二年で起きた時はひどかった。フォークダンスで手をつないだ女子と離れなくなり、「許して、許してよぉ！」と大泣きされたがどうにもならず、彼女の家で土下座しながら日が変わるのを待ったという悪夢のような過去がある。

「この女、早く手を離さんかいっ」と言っていた香か月づきも、状況を察したのか顔を蒼そう白はくにしている。

　八平は頭を下げた。

「す、すいません。魅み剣つるぎ先輩。しばらくの間、手が離れなくなったみたいです……」

「え……!?」

　八平は必死で言い訳を探し、

「あの……俺おれ、汗がベトつくんですよ。粘着力がハンパなくて……」

　ああ、アホなことを言ってしまった……と八平は後悔する。

　案の定、柚ゆず姫きは全身から怒気を立ち上らせていた。つないだ手を、非力ながらもぎりぎり握りしめてくる。

　そのとき、香月が、「は、八平、ラブコメ現象じゃよな……危険度Ｓか……？」と言った。そして柚姫の口が一瞬だけぽかんと開いたが……それを八平は見逃してしまった。

　柚姫は一度深呼吸をし、

「……わかりました。それなら仕方ないですね」

「は？」

「汗でくっついたのなら、仕方ないと言ったのです」

「ま、マジですか……ふつう、もっと警戒すると思うんですけど」

「そ、それは……私、変な子だってよく言われます。最近牛乳を口から噴射して、人にかけるのが大好きですから……それくらい受け入れられますの」

　なるほど、と香月が大きくうなずいた。

　八平はどう返していいかわからず、

「そうですか……そんなことも知らず、この前学食で邪魔してすいませんでした」

　柚姫は口元を押さえて、「うう……最近ごめんなさい牛乳……」と悲しげな声を漏らしている。

（牛乳に対する愛情と、ぶっかける性癖……両立できないのを悩んでいるのかな）

　そう八平は解釈した。

　柚姫は気を持ち直したのか、「ちょっとメールいたします」と打だ鍵けんを始めた。

　八平は、香月と話し合うため携帯を耳に当てる。彼女は不安げに、

「八平……大丈夫かの？　こいつ、いつのまにかお前を敵視しておるようじゃが……中学時代のことも知っとるし……」

「まあ、仕方ない。乗り切るしかないな」

「すまぬの、八はつ平ぺい……私のせいで、お前にいつも苦労を……」

「お父とっつあん、言わない約束だよ」

「……」

「部屋に引きこもってないで、働けだなんて……」

「ニートに苦しむ家庭!?」

　そんな約束をせず、対話を続けるのが社会復帰への近道になるだろう。

　香か月づきは、突っ込んだことで少し元気が出たようだ。「残った左手が誰だれかとくっつかないように、周りを警戒するぞ」と張り切っている。

　八平も気合いを入れ直して携帯をしまったが……柚ゆず姫きの雰囲気に、少し変化を感じた。

　手の握り方に刺とげ々とげしさが消えているのだ。先ほどまでの敵意が、薄くなった気がする。

「えと……どうしたんですか？」

「え、いえ、あの……あなたは引きこもりですの？」

「そこに驚いてたんですか!?　いるじゃないですか、休日、ここに！」



　魅み剣つるぎ柚姫は、混乱していた。

　さっきまで、手が離れないと薩さつ摩ま八平が言ったのを、ナンパのための姑こ息そくすぎる言い訳と解釈していた。

　彼のことを、見境なく女に手を出し、覗のぞき、襲う人間と思っているからだ。

　しかし、つながった手の原因は香月らしい。

　先日視聴覚室でも「ラブコメ現象」がどうとか言っていたが……いったいどういうことなのか？

　しかも、香月は薩摩八平の中学時代も知った上で、彼のことを慕っているようだ。

　わけがわからない。

　柚姫は、手を見つめて聞いた。

「……ところで、これはいつになったら外れますの？」

「多分、深夜０時丁度に外れると思うんですが」

「そんなに具体的なんですかっ!?」

「ラブコメ現象」がどのようなものか、全くつかめない。

　とりあえず、よく観察してみよう……休日だから尾行していたが――好物の牛乳等を、ついカゴに入れたけれど――この状況はチャンスかもしれない。顔は、帽子を深深とかぶれば大丈夫だろう。

「薩摩さん、どこのスイカを見に行くのですか？　私、車で来ていますので、乗せていきますが」

「えー……それは悪いですよ。魅み剣つるぎ先輩は俺おれの自転車に乗ってください。俺その脇わきをがんばって走りますから」

「ものすごい目立ちますねっ！」

　突き抜けたバカップルのように見えるだろう。

　魅剣家の使用人が運転する車に乗って、次の店に向かう。「うおー、すげー……」と八はつ平ぺいは車のグレードに驚いていた。

　二軒目のショッピングモールに入ると、若い店員が声をかけてきた。

「あ、お客さんたちカップル？　今、カップル限定のイベント開催してるんだけど、よかったらどうです？」

　柚ゆず姫きが返事をする暇もなく、背中を押されて広いレストランに入れられる。そこには十五組ほどのカップルがいて、テーブルについていた。観客が相当おり、かなり大きなイベントのようだ。

　妙なことになった、と柚姫がため息をつき、私たちは違います、と店員に訂正しようとしたところ……八平がそれを遮った。

「いえ、俺たちはカップルです。ですから参加させてください」

　柚姫が驚いて八平を見ると、彼は並んだ商品を見ている。電化製品などなかなかの豪華さだ。どうやら商品に目がくらんだらしい。

　視界の隅で香か月づきを見ると、桜色の唇を噛かみ、うつむいている。

　八平は卑屈に微笑ほほえんで、柚姫に頼み込んできた。

「すいません。協力していただけないですか」

「……」

　柚姫はいらだちを隠そうともせず、八平と隣り合ってテーブルについた。

　司会が、高らかに宣言する。

「えー、ルールは簡単。カップルの定番といえる食べ物を、女性が男性に“〝あーん”〟で食べさせて、一番最初に完食したカップルが優勝です」

　カップルの定番……パフェとかだろうか、と柚姫が思っていると、

「メニューは、おかゆです」

　カップル病気イベントの定番だったらしい。

　柚姫と八平の間に、火にかけられた土ど鍋なべが置かれる。

　煮えたぎるおかゆの上に、五つほどシューマイのようなものが乗っていた。

「具は、小籠包しようろんぽうです」

　小籠包とは、あんの代わりに熱いスープが入ったシューマイと思えばいい。舌の上で皮を破ると、まずヤケドする。

　八はつ平ぺいは顔をひきつらせながら、

「あり得ない具だな……でもここは、小籠包しようろんぽうの皮を破り、中のスープとおかゆを混ぜ、冷まして食べるのが常道でしょうね」

「そうですわね。では、あーんしてください」

　柚ゆず姫きは、小籠包を全部レンゲですくい、八平の口に入れた。

「あっつ！　なんで小籠包一度に!?　今の打ち合わせはどこへ!?」

「申し訳ありません。ネタ振りだと思ったので、つい」

「人間大砲といい、なんで俺おれはリアクション芸人みたいなことばっかり……」

　柚姫は、おかゆを「ふー、ふー」で冷ますこともなく、八平の口へ機械的に運んだ。

　彼は必死に食べたが、二人の息が合わないためペースを上げられず、結果は三位だった。

　一位から順に、並んだ景品を選んでいくシステムらしい。八平は「頼む」とブツブツ言いながら自分の番が来るのを待っていた。

「はい、一位の山下さんペアは、薄型テレビ！　そして……二位の田島さんペアは……おお、電子書籍端末を選びますか」

　八平は肩を落とし、柚姫に「何か欲しいのあります？」と聞いてきた。

　どうやら電子書籍端末が一番欲しかったらしい。

　香か月づきが何かに気づいたらしく、舞い降りてきて言った。

「八平、気持ちだけでよいぞ。私には読書マシーンがあるから……」

　八平は「そんなんじゃない」と呟つぶやいて恥ずかしそうにしている。

　柚姫はハッとした。電子書籍端末には、自動ページ送り機能がついている。それなら物にさわれない香月も、本を読むことができる。

　薩さつ摩ま八平は香月のために頑張っていたのでは？

　だとしたら……少なくともこのレストランでは彼の事を見誤り、苦痛を与えてしまった。

「……申し訳ありませんでした、薩摩さん」

「え？　なんで謝るんですか？」

「いや……その、“〝ふー、ふー”〟しなくて、ということです……」

「ああ、確かにそこは謝ってほしかったですね。男の夢ですから。ふざけるなと言いたい」

「なんか理不尽ですっ！」

　適当に景品をもらって店から出ると、「うあああ薩摩八平……柚姫様に食べさせてもらうとは……」と言って、壁をガリガリ掻かいているミニスカートの少女がいた。

　茶髪のセミロングで、読者モデルのような派手な顔立ちだ。「なんだあの人……？」と八平が首をかしげている。

（忍しのぶ……相変わらず見事な変装ね）

　柚姫は護衛のスキルに唸うなった。いつも一緒にいる自分でも、よほど注視しないとわからないだろう。本音がダダ漏れしてるので、今回はまるわかりだが。

　先ほど忍しのぶに、自分たちを変装して尾行し、着信ひとつで助けてくれるようメールで伝えたのだ。護衛の忍がついていると知ったなら、八はつ平ぺいは本性を出さないかもしれない。

　柚ゆず姫きは、八平とともに青果コーナーに向かう。その途中、香か月づきは必ず八平の頭上に陣取り、絶えず四方を見回していた。どうやら、「ラブコメ現象」というものを警戒しているらしい。

　ここでも、さっきの店と同じような手順でスイカを選ぶ。

「うむ、八平、これじゃな。これはすばらしい」

　香月がいいスイカを見つけたのか、にっこり微笑ほほえんだ。八平はそれを見て嬉うれしそうに、小さくうなずいた。

（これが……性犯罪者の顔？）

　スイカに、それほど大した味の違いがあるとは思えない。こんな手間をかけてやる必要も感じない。

　だが、香月は、できることが少ないからこそ、スイカ選びに全力を尽くし、それを薩さつ摩ま八平はサポートしているのではないか。

　彼のさっきの顔は、忍が調べてきた中学時代と、どうも重ならない。

（……何か、思い違いをしているのかも……）

　柚姫がそう思ったとき……急に、トイレに行きたくなってきた。

　しばらく我慢していたが、次に入った古いスーパーで限界が来た。もじもじしていると八平が気づいてくれ、周囲を警戒しつつ女子トイレに二人で入った。こんなところを誰だれかに見られたらまずいし、文化祭で何らかのペナルティを受けるかもしれない。そんなルールがあった気がするが……あれって、準備期間中も含まれるんだっけ？

　香月が先導してくれるので、とりあえず安心だが……。

　手がつながっているので、一緒の個室に入らねばならない。

　柚姫は体をこわばらせた。もし八平が性犯罪者なら、襲われてしまうかもしれない。すぐに忍が飛んでくるだろうけど、帽子をとられ、素顔を見られたら……。

　……だが、八平は柚姫に背を向け、首をかたむけ、左肩と右手で耳をふさいでいる。怪しい気配は微み塵じんもない。

　柚姫は、ついにジーンズを下ろした。彼に音が聞こえないかしら……と用を足そうとしたとき、香月が八平の耳元で、アニメソングらしきものを歌い始めた。

「オウ、イエー、超絶合金、それはすべてを砕く漆しつ黒こくの槍やり!!」

　すばらしい歌声だ。どれくらいすばらしいのかというと、八平が思わず足でリズムをとるほどだ。

　ついには耳から手を離し、指を鳴らしはじめる。

　香か月づきも、八はつ平ぺいの反応が嬉うれしくなったのか夢中で歌っている。

　柚ゆず姫きが二人のノリのよさに圧倒されること、五分。歌い終え、八平と香月が余韻に浸ひたっているとき……すでに用を足した柚姫は、おずおずと言った。

「も、もういいですよ」

「はっ!?　しまった！」

　柚姫は思わず吹き出しそうになった。こんな性犯罪者がいるだろうか？

　八平はひどく慌てている。第三者から見れば、彼は柚姫の排尿音でノリノリになっているようにしか見えなかったのだから。香月も、「す、すまん八平……」と謝っている。

「あの……申し訳ありません。何か楽しそうだったので、声をかけづらくて……」

「そ、それは……あまりにも素敵なサウンドに、体が勝手に動き出し……」

　八平はテンパるあまり、かなりダメな言い訳をしている。嘘うそは言っていないのだが。

　柚姫は、つい気を使ってしまい、

「だ、大丈夫……気持ちはわかります。素晴らしかったですもの」

「素晴らしい？」

「……はっ!?　そ、その……ええと、私の出した、音が……」

　香月が、恐怖のこもった眼まな差ざしで見てくる。

「ほ、ほほお……ぶっかけの他ほかにも、色々ぶっ飛んだ性癖を持っておるんじゃのう……」

　柚姫は、ううっと目元を押さえた。

　香月に周りの様子を見てもらいながら女子トイレを出る。

　それからも、車で市内中の店を回り、香月が指定したスイカを八平が持ち上げ、叩たたき、彼女が耳を当て選び抜き、計四つを購入した。

　八平は香月を手招きし呼び寄せ、口だけ動かし「おつかれ」と言う。彼女は頬ほおをほころばせ、「八平も、お疲れさま」と返している。

　柚姫は、そんな二人の姿に気け圧おされたものの……大きく首を振る。まだこれだけじゃ、薩さつ摩ま八平の本性はわからない。

　彼が「これからどうしましょう」と柚姫を見てきた。まだ十八時だ。八平が言った０時まではかなりの時間がある。

　柚姫は少し考えたあと……勇気を出して、

「あなたの部屋に行きたいですわ」

「は？」

「いいでしょう？　私、こんな変な状況につきあわされているのですもの。それくらい言っても、罰は当たらないと思いますわ」

　柚姫は車に乗り込み、揺られながら不安な気持ちを抑えた。異性の部屋……しかも疑いの目を向けている男の家に行くのは正直怖いが、部屋を見れば人となりが掴つかめるかもしれない。

　傍かたわらの八はつ平ぺいを見てみれば、「参ったな」と言いながら頭をかき、頬ほおを染めている。香か月づきに至っては、「この尻しり軽がるめ～、若じやく年ねん層そうの歪ゆがんだ性意識め～」などと言いながら柚ゆず姫きにガンをとばしてくる。

　八平の家についた。何の変哲もない、二階建ての家である。義理の姉と同居しているらしいが、今日は大学の用で留守だという。

　八平に手を引かれて、二階へ向かう。恐怖と、わずかな好奇心が入り交じった気持ちだった。

「……あの、散らかってますけど……」

　八平がドアを開け、電灯をつけた。

　柚姫は、部屋の異様さに息をのんだ。

　八畳ほどの床一面に、百枚近い紙が置かれている。

　一枚一枚に、女子の特徴や、着物の組み合わせなどのアイデアが書かれていた。

　それだけではない。

　壁……そして天井にも、着物や小物の写真、アイデアの紙がびっしり貼はられている。

「あの俺おれ、今度の文化祭で女子の着物の組み合わせ考えるんですよ。だから……」

　柚姫は、嘘うそだと気づいた。八平の格好に清潔感はあるが、それほどファッションに興味があるとは思えない。それに天井にアイデアの紙を貼ったら、読みづらくて仕方ないではないか……香月のような存在でなければ。

　何より香月が、八平にひどく申し訳なさそうな目を向けている。この部屋は確かに、他ほかの客が見たら引くかもしれない。

　着物の組み合わせを考えているのは、香月だ。スイカ選びなどをあそこまでがんばる彼女なら、着物の組み合わせにはもっと燃えるに違いない。

　香月は、ものにさわることができない。だから八平は彼女がページをめくらなくてもすむよう、いわばこの部屋の床、壁、天井をノート代わりにし、考えやすい場を作っているのだ。

　八平は右手だけを使い、床に敷かれた紙を片づけ始めた。柚姫も、順番を崩さないよう拾い集める。

「八平、読書マシーンも……」

　香月が、部屋の中央に置かれた器具を指さして言う。

　あれが、昼間言っていた「読書マシーン」。おそらく八平の手製……自動的に本のページをめくる機械だろう。彼は柚姫から体で隠すように、それをしまった。

　柚姫は続いて本棚を眺めた。あまり高校生男子が読みそうもない、雑誌や書籍がたくさんある。きっと八平が香月のために買ったのだ。

　柚ゆず姫きは、いま自分と手をつないでいる少年が、香か月づきのために様々な努力をしていることを知った。

　今度の文化祭に、彼は香月も参加させようとしている。着物の見立てと、スイカ選びという仕事を任せ、そのサポートをすることで。

（私は……彼のことを誤解していた……）

　誰だれからも見えず、触さわれもしない女の子のことを思いやる人間が、セクハラを重ねるだろうか？

“〝すまぬの、八はつ平ぺい……私のせいで、お前にいつも苦労を……”〟“〝ラブコメ現象じゃよな……危険度Ｓか……”〟

　香月の言葉を思い返す。危険度Ｓ……つまり、手がくっつく他ほかにも“〝ラブコメ現象”〟が存在するのでは？　そのせいで八平が中学時代“〝いつも苦労”〟をしてきたなら、辻つじ褄つまは合う。まだ全ぜん貌ぼうはつかめないけれど……。

　思索する柚姫の沈黙を、八平は引かれていると受けとったらしい。しかし彼は、「変ですよね」などとは言わない。きっと、自分の生活に誇りを持っているからだ。

　だから――八平は卑下せず、「じゃあ、０時まで何しますかね」と言ってきた。

　柚姫は、部屋の隅にゲーム機を見つける。近くに置かれたパッケージを見ると桃○の文字……なるほど、これなら香月と遊べるというわけか。

「薩さつ摩まさん、これしません？」

「なるほど……それなら結構時間つぶせますね」

　香月が、気を使ったのか部屋を出ていこうとしたとき、八平が「ちょっと待って！」と叫んだ。明らかに香月に向けたものだ。

　彼は顎あごに手を当てて、「うーん……」と考えたあと、

「魅み剣つるぎ先輩、何か賭かけませんか？」

「賭ける……別にかまいませんが、なにを」

「何でもいいですよ……ただ、こんなことに巻き込んでしまったんですから、少しハンデを差し上げます。俺おれは、二人分のプレイヤーを動かします。魅剣先輩は、そのどちらか一つにでも得点を上回れば、勝ち……これでどうですか」

　柚姫は、口元に手を当てて微笑を隠した。香月を参加させるための苦しい言い訳だろう。

「いいですよ。そうですね……」

　すんなり受け入れては面白くない。少し演技をしてみよう。

　恥ずかしいが……大きな胸を押し上げて、挑発的なポーズをとってみる。

「勝ったほうは、負けたほうに何か一つ、命令できるというのはいかがでしょう？」

　上目遣いで八平を見る。きっと香月の手前、どぎまぎしているだろう、と思いきや……。

「はい、頑張ります！」

　何の迷いもなく、うなずいた。「ちょっとメールします」と携帯を取り出し、凄すさまじいスピードで打だ鍵けん。横目で覗のぞき込むと、「香か月づき、おまえ魅み剣つるぎさんに貧乏神なすりつけろよ？」と共同戦線を提案している。

　文面を見た香月は歯ぎしりして、「おまえだけには負けん！」と気炎をあげる。

（ふふ、きっと、薩さつ摩ま君は香月の戦意を沸き立たせるために、演技をしているのね……）

　柚ゆず姫きの視界の隅に、敷かれっぱなしの布団が見える。

（ねえ、そうよね？　薩摩君……演技よね!?）

　桃○の罰ゲームで、処女を失いたくない。

　柚姫、八はつ平ぺい、香月の三人対戦が始まった。八平はちゃんと、香月の番では彼女の言う通りに操作している。

　貧乏神を香月が八平になすりつけた時など、柚姫以外の人間が見たらかなりシュールだろう。彼は悔しさを押し隠すため、歯ぎしりしていた。

　０時近くまで戦い、優勝は香月だった。続いて八平、柚姫。

　だが、柚姫から見れば、八平が勝利したということにしなければならない。つまり……何か命令を受けなければならないのだ。

（はうう……）

　心拍数が上がってゆく。八平は立ち上がり、柚姫の手を引いて歩きはじめた……その先には、布団がある。

「ここに座ってください」

　八平の声に押され、柚姫はへたりこむように布団の脇わきに正座した。一応、忍しのぶに連絡すればすぐに飛んでくるだろうが……賭かけの内容は私が決めたし……。

　彼が真剣な目で見つめてくる。柚姫が身を縮めたとき……目の前に、ポ○リスエットが突き出された。布団の近くに置いていたらしい。

「……は？」

「今日は本当にすいませんでした。せめてものお詫わびとして、俺おれにこれを思い切りぶっかけて下さい」

「全力で遠慮しますわっ！」

「牛乳より白はく濁だくしてないから、ご不満かもしれませんが……」

「色の濃さの問題じゃありませんっ！」

　ポ○リスエットは、八平の買い置きらしい。

　新品なので、品は悪いがラッパ飲みする。のどが渇いていたのだ。

　ふわふわと香月が八平に近づいて、

「では、優勝者として命令するぞ。キスさせろ」

　と言って八平の頬ほおに口づけた。

「ぶ――――――っ!?」

　柚ゆず姫きは盛大にポ○リスエットを噴射した。

　八はつ平ぺいの顔に思いっきり当たる。彼はそのとき香か月づきの行動に恍こう惚こつとし、極上の笑みを浮かべていたので、絵的にはぶっかけられて大喜びしている人に見えた。

　だが、八平は柚姫に笑顔の理由を説明できないため、

「うわあ！　時間差攻撃か！　たまんねえや！　最高！」

　などと誤ご魔ま化かす。柚姫は、香月の行動で噴射したのだと説明できないから、

「ホホホホ！　油断したわね薩さつ摩まさ……ん……」

　言い終える前に心が折れ、八平の胸にすがりついて泣いた。

「……大丈夫、大丈夫ですよ魅み剣つるぎさん。そもそも普通とは、なんなのでしょうか？」

　彼の優しさが逆につらい。



　０時丁度になると……本当に手が離れた。先ほどまでガッチリ接着されていたのが嘘うそのようだ。

（これが、“〝ラブコメ現象”〟というものなのかしら……）

　まだわからない点は多いが、八平と香月には様々なルールがあるようだ。

　車まで見送ってくれた八平が、「すいませんでした」と言って頭を下げてくる。傍かたわらの香月も、同じようにしているのがおかしい。

「あまり気にしないで下さい。こう言ってはなんですが……、その、楽しかったですわ」

「そうですか？　それならいいんですけど」

「では、ごきげんよう……それから薩摩さん、本当にごめんなさい」

　柚姫は深々と頭を下げた。

　きょとんとする八平と香月にもう一度頭を下げ、柚姫は車に乗り込み、運転手へ自宅に向かうよう頼む。

「柚姫様ー……よくぞご無事で……」

　抱きついてきた忍しのぶの背をさすりながら振り返ると、香月が八平と家へ入っていくのが見える。

（いいな……）

　不自由な生活をしていても、彼女は自分よりずっと楽しそうに見えた。

　香月のそばにいる薩摩八平は、自分が思っていたような人間ではなかった。

（本当に卑劣なのは、私）

　香月に素顔を見られ……正体を知られることを恐れている。

　柚姫は唇を噛かんだあと、忍の小さい頭を撫なでつつ、言った。

「忍……こんどの文化祭の日、一つお願いがあるのだけれど」



    

  
    
      
五章



　香か月づきは不安げにうつむき、右手をきゅっと握って胸に当てている。

　八はつ平ぺいは、彼女の頭に手を添えて撫なでるように動かした。いつもなら、こうすると落ち着くのだが……さすがに今日ばかりは緊張が隠せない。

　ここ十数日、試行錯誤を繰り返しながら、考え続けてきた結果が出るのだから。

　今は放課後。八平と香月は、一―二の教室の前に立っていた。中では、女子たちが着物に着替えている最中だ。

　文化祭を三日後に控え、香月が各女子に選択した着物、小物を試着することになったのである。

「うう……大丈夫じゃろうか。私のセンス、ズレてたりしないじゃろうか」

　香月は泣きそうな顔で、おろおろしている。八平は携帯を取り出し、メーラーを立ち上げ、素早く打だ鍵けんして香月に見せた。

“〝自信持てよ。お前、がんばってたじゃないか”〟

「がんばったからこそ、怖いんじゃ……」

　ああ、そういうことってあるよなあ、と八平も思った。懸命に積み上げてきたものが、全く通用しなかったとき……自分の才能に絶望する。それを八平は野球していたとき何度も味わった。

　八平は、香月の努力が報われるよう、本気で祈った。彼女のような存在がいるのだから、神様も実在するのかもしれない。

（……頼むよ、香月は苦労してるんだから、それくらいの喜び、与えてやってもいいだろ……）

　教室のドアが開き、中から着物姿の佳よし乃のが出てきた。その可か憐れんさに、男子から「おおっ」と歓声があがる。

「みなさん、入っていいですよ」

　男子連中は、先を争うように入室した。

　むろん八平も続く。香月は壁をすりぬけて入れば良さそうなものだが、彼のそばを離れない。

　教室の中では、色とりどりの着物に身を包んだ女子たちがいた。皆、照れくさそうに、だが誇らしげにしている。

　男子の誰だれかが言った。

「……すげえ」

　それは、皆の気持ちの代弁であった。普段地味な子は、あでやかな彩りの手挿し小紋に身を包み、「これが私？」と何度も姿見を見ている。

　黒髪と、白い肌が特徴の子には、黒薔ば薇らの柄が入った着物。ミステリアスな雰囲気を漂わせながらも、帯の縞しま模も様ようが温かみを加えている。

　一人一人が、自分でも思っていなかった魅力を引き出されている。香か月づきが、着物の柄だけではなく、帯、帯揚げ、帯締め、髪型にいたるまで、何度も練ねり上げた結果であった。

　佳よし乃のは珍しく興奮した面もちで、八はつ平ぺいに耳打ちしてくる。

「薩さつ摩まさん……予想以上です。これはすばらしいです。いけます。生徒会チームに勝てますよ！」

「そ、そんなにいいの？」

「ええ、一人一人の特徴に沿っていて、それを活いかしていて……薩摩さんに、こんな特技があったとは！」

（俺おれじゃない、香月だ）

　八平はそう叫びたかった。

　香月を探してみれば、教室の中央に浮かび、クラスメイトたちを見下ろしている。

　その表情を見て、八平は微笑ほほえんだ。

（よかった……）

　なんて、嬉うれしそうな顔をしているんだろう。香月は、俺にしか認識できないけれど……俺を通して、沢山の人とつながることができる。できることは、まだまだ沢山あるはずだ。

　これが手始め……もっと楽しいことを味わおう。

（生徒会を、破るんだ）

　香月のコーディネートは、大きな戦力だ。それで優勝し、あの盛大な表彰式に出れたら……彼女はどんな顔を見せてくれるだろう？

　八平が決意を新たにしたとき……。

「ん？」

　教室の入り口から、魅み剣つるぎ柚ゆず姫きが中を覗のぞき込んでいるのが見えた。相変わらず前髪で顔がよく見えないが……微笑んでいるのだろうか？

（魅剣さん、着物好きなのかな？）

　彼女は、八平と目が合うとすぐ、あわあわしながら一礼し駆け去っていった。

　八平が首をかしげていると、佳乃に手を引かれ、見知らぬ美少女が教室に入ってきた。

「そ、染そめ谷やさん……やっぱりやめよう？」

　いや……万まん石ごく浦うらが丈の短い着物を着て現れたのだ。桃のような瑞みず々みずしい足には、白いニーソックス。

　赤くなって「うう……恥ずかしいよぅ……」とうつむく姿は、八平を含む男子全員の心を撃った。

「え、マジ、あいつ万まん石ごく浦うら!?」「染そめ谷やさん級ね……自信なくすわ……」

　クラスメイトから、次々と感嘆の声があがる。いつのまにか八はつ平ぺいの隣に来た香か月づきも、「私は、とてつもない怪物を生み出してしまったのかもしれぬ……」と戦せん慄りつしていた。

　昨夜、八平は香月から、こんなことを言われた。

「私の中の何かが、万石浦を女装させろと騒ぐのだ」

　もし美少女に変へん貌ぼうするなら、接客させれば戦力になるだろう……八平はそう考えて、香月の案を了承したのだが。

（こ、これはやべえ！　可愛かわいすぎる……！）

　新たな扉を開きそうなほどだ。万石浦は半泣きになって、八平にすがりついてくる。

「なあ八平、ボクこんな格好、似合わないだろう？」

　似合わない、と言うのは自分の心に嘘うそをつくことになるし、香月のセンスを否定することになる。

「いや、似合うぜ。もっと自信持てよ」

「自信持ったら、ヤバいんじゃないの!?」

　八平、否定してくれよお！　と万石浦が肩をつかんできた。そのとき……いきなり足が滑る。

「なにっ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　この不自然なスリップ……まさにラブコメ現象。

　八はつ平ぺいは、万まん石ごく浦うらを押し倒してしまった。

（な、なんで男相手なのに発生するんだ……!?）

　ラブコメの神も、万石浦の可か憐れんさに騙だまされたということだろうか。

　万石浦は、髪を一房口にくわえ、涙目で八平を見上げていたが……ふっと力を抜き、投げやりに言う。

「いいよ、やれよ……」

「何その執着のなさ！　もっと大事にしろよ！」

　周りの生徒たちは、その背徳的な光景にどん引きである。

「こんな公衆の面前で……性せい獣じゆうだ……」「北きた見み会長だけでなく、万石浦君まで毒どく牙がに……」

　佳よし乃のは背後から妖よう気きを立ち上らせそうな勢いで、

「薩さつ摩まさん……！　これは折せつ檻かんが必要なようですね。人格が変わるほどの」

　と言って、写メを撮りはじめる。

「これは霧きり子こ姉様に見せます」

「やめてくれ……っていうか、何、霧子姉様って!?」

「ちょっと共通の趣味がありまして……最近仲良しなのです」

　明らかに八平へのストーカーである。

「私が、学校での薩摩さんのことを報告する代わりに……私は、霧子姉様から、あるものを受け取っています」

「な、なんだろう……」

　風ふ呂ろの残り湯とか……いや、まっさかあ。それはさすがに自意識過剰というもの……。

「それは、姉のいない私への、愛情です。とても優しくしてくださるのです」

「……あれ、意外に綺き麗れいなオチだな」

　ほっと息を吐いた八平に、佳乃は続ける。

「ええ、とても優しいんですよ。残り湯をわけてくれたり」

「そんな姉妹はいねえ！」

　まあ、それはさておいて……と佳乃はクラスの面々を見回した。さておくなよ、否定しろよ、と言う八平をガン無視して彼女は言う。

「着物はこれでバッチリですね。接客における礼儀は、私がお教えします」

　クラスメイトの一人が質問する。

「店の準備はどうする？」

「そちらにはさほど力を入れず、机をどけて、ゴザと座布団を敷くだけにしたいと思います」

　これは佳乃の発案だった。店の設営は、凝ると莫ばく大だいな時間とコストがかかる。それよりも、宣伝や接客、味に力を集中しよう、というものだ。

「女性陣は接客、男性陣は調理、宣伝など。三交代でシフトを組み、皆が文化祭を回れるようにします。メイン商品のコーヒーの責任者は、薩さつ摩まさん」

　女子の何人かが、嫌そうな顔をした。どうやら鈴すず音ねのファンらしい。

「……一生懸命頑張るので、よろしく」

　少し白けた空気を取り繕つくろうように、佳よし乃のが大きな声で言う。

「さあ、勝ちましょう！　勝利してハワイ旅行券をゲットするのです！」

　勝てる、という空気が広がっていく。それはまぎれもなく……香か月づきが必死で一人一人のために選んだ、着物の力が作用している。

（俺おれも、負けられねえ、必死でコーヒー作るぞ）



　それからの二日間は、あっという間にすぎた。

　香月は着物の組み合わせの改良を進め、八はつ平ぺいはコーヒーの淹いれ方を調理班に教え、佳乃は女子に礼儀作法を伝授した。

　万まん石ごく浦うらは宣伝班になり、その達たつ筆ぴつで佳乃が考えたキャッチコピーのビラを書き、学内や町内に貼はった。最初は面倒くさそうだったが、こういう風に皆で何かをするのは初めてらしく、すぐ自主的に働き始めた。

　そして、文化祭前日……。

「はい、店の準備は完了ね」

　かえで先生は、満足げに教室内を見渡して言った。ゴザと座布団が敷かれ、入り口には万石浦が書いた「着物喫茶」の看板がかけられている。

　かえで先生は、八平に質問した。

「調理班はどう？」

「アイスコーヒーを百人分作り、家庭科室の冷蔵庫に入れてあります」

　天気予報によると、明日は暑くなるらしいので、多めに準備した。

　アイスコーヒーは、基本着物喫茶内で作るが、注文が重なって捌さばききれなくなったときに家庭科室のものを使う。

　霧きり子この教えを受け、豆の調合、焙ばい煎せんの仕方、水までこだわったアイスコーヒーだ。絶対の自信がある。一晩程度では劣化しないことも実験済みだ。スイカは学校に近い生徒の家で冷やしてもらい、明朝取りにいって氷水につける。

　かえで先生は、うん、とうなずいて、

「皆、お疲れさま、今日は学校に泊まってもＯＫな日だから、楽しく過ごしてください」

　そのあと、皆を見回し、

「明日は、優勝できるよう、頑張りましょう！　ハワイのチケットは、私……いえ、このクラスが頂くわよ！」

「今、醜い本音が!?」

　佳よし乃のがツッコんだが、かえで先生は無視して右手を突き上げ、「おー！」と叫ぶ。クラスの皆も続いた。

　八はつ平ぺいの隣で、香か月づきも自信なさげに小さく右手を上げている。おずおずと見上げてきて、

「い、一応、私も着物とか選んだから……少しは貢献できたのかな、と……」

「何を言ってる、大貢献だ」

　八平は、手帳に書くことも忘れて、クラスメイトたちの中で口走った。何人かが、不思議そうに見てくる。

　香月は「うん……」と噛かみしめるように微笑ほほえむ。

　八平が、しばらく彼女に見とれていると……。

「薩さつ摩まさん？　どうしたんですか？　ぼんやりして」

　突然の佳乃の声に、ハッとした。彼女は、入り口からこちらへ呼びかけていた。いま教室の中にいるのは、八平と香月だけだ。

　悪い、と言って八平は電気を消す。

　そのとき、香月は教室の中央で立ち尽くしていた。どんな暗くら闇やみでも八平は彼女を見ることができる。

「……八平」

　彼は、どうした、とは言い返せない。佳乃が近くで見ている。

　香月は瞳ひとみから大粒の涙をこぼし、顔を伏せた。

「あ……あり……がとう……」

　八平はハッとした。彼女は気づいているのだろうか。佳乃に裏工作して、着物の組み合わせを香月に任せたことに。

　香月は、背を丸めて泣きじゃくった。八平にとって彼女の涙を見るのは二度目であった。

　八平は、佳乃が近くにいるのも忘れて駆け寄った。

「まだ泣くのは早いぞ。明日、優勝すればもっと嬉うれしい。それまでとっとけよ」

「む、無理じゃ、とめどなく、ほとばしってくるんじゃ……すまぬ。佳乃がおるな」

　香月は、地中に潜っていった。

　言葉を失う八平に、佳乃が声をかけてくる。

「薩摩さん、本当にどうしました？　疲れているのですか？」

　大丈夫、とうなずく八平に佳乃は、

「あの、よろしかったら……一緒に銭湯へ行きませんか？」

　ラブコメ現象は心配だが、明日は客商売だし、風ふ呂ろには入らねばならない。

　風呂イベントにも、イメトレはしている。場所が限定されているだけに、逆に読みやすいのだ。

「うん、行こう」

「よかった……！　では、八時に校門で待ち合わせしましょう。私は、少し用がありますので……」

　そう言って、嬉うれしそうに佳よし乃のは駆けていった。

　ようやく気持ちを立て直したのか、香か月づきが床下から出てくる。

「香月、落ち着いたか？　大丈夫か？」

「うん、待たせたの。これからどうするのだ……？」

「えと、染そめ谷やさんと銭湯行こうかな、と……」

「そ、そうか……夏だししっかり汗を流さんとの！　八はつ平ぺい、行ってらっしゃい！」

　香月はにっこり笑って再び床下に消えた。

　いや、おまえも二十メートル離れて一緒に行くんだが……と突っ込む間もない。

　さっき泣いたのが恥ずかしくて、少し一人になりたいのかな、と八平は思った。

　その時、携帯に鈴すず音ねからメールがあった。

“〝よかったら、一緒に銭湯へ行かないか”〟

　奇くしくも、同じ用である。何度かメールをやりとりすると、体育館で空手の稽けい古こをしているとのことだった。

　八平を敵視している女子たちも、今はいないらしい。

　興味があるので、行ってみることにする。鈴音と話すのは久しぶりだ。

　体育館へ行くと、ステージの上だけ電気がついていて、鈴音が空手の演舞を行っていた。

　八平が近づいていっても、気づかない。大変な集中力だ。

　少しの間眺めていると……鈴音はハッと気づいて、

「なんだ、来てたのか。いつからいたのだ？」

「ついさっきですが……文化祭前だってのに、稽古するんですね」

　鈴音は、うん、とうなずいた。こういうストイックさを八平はとても尊敬している。

「演劇の方はいいんですか？」

「バッチリだ。君のクラスには負けないぞ」

　鈴音はさわやかに笑った。八平は、そのセリフお返ししますよ、と言ってから、

「生徒会チームは、シンデレラを演じるんですか……会長は王子役ですよね。似合いそうだなあ」

　鈴音は、ちょっと拗すねたようにつま先で床をいじり、上目遣いで、

「君も皆と同じことを言うんだな……そんなに私は男役に向いているだろうか？　私だって、もっと可愛かわいい役をやりたいんだ」

「可愛い……魔女のおばあさんとかですか？」

「熟女好き!?　……いや、ほら、もっとあるだろう。可愛かわいい役柄が」

「あ、なるほど……俺おれ、会長がそれをやるのを、前から見たかったんです」

「そ、そんな……」

　鈴すず音ねは紅潮した頬ほおを隠すように、両手を当てた。

「俺、見たかったんですよ……会長が、馬車の馬になる姿」

「そんな！」

「いつも凛りんとしている会長が、馬ば車しや馬うまになるというギャップに……」

「倒錯してるな！」

　鈴音は、そうツッコんだが……何かをひらめいたように、「……だったら、わ、私の頭を撫なでてくれないか？」と言った。八はつ平ぺいは面食らいつつも彼女の前に立ち、

「あ……んでは、その、撫でます。おお～……めんこいのう」

　めんこい、とは、八平が住む地方で可愛い、という意味である。鈴音の髪はさらさらで、指が抵抗なく通り、いつまでも触さわっていたくなる感触だ。思わず両手で、小さな頭をぐりんぐりんと撫で回す。

　鈴音は気持ちよさそうに目を細め、

「ひ、ひひいん……」

「おがすねごだや（おかしいなあ）、いつもなら、オラの顔ペロペロすんのに」

「ひひいん!?」

　背筋をピンとさせる鈴音。八平は急に真顔になり、

「ちなみに俺も馬という設定なので、わざわざひひいんとか言わなくていいですよ」

「じゃあ馬が馬の頭撫でてるのか!?」

　馬語から戻った。

「俺、後ろ足二本で立って撫でてるんです」

「スゴいプルプルしてそうだなっ！　ていうか馬じゃない……シ・ン・デ・レ・ラ！　だ！　つうかこの劇で、可愛い役といったら、それしかないだろ！　私やりたい！　一緒に演技してくれ！」

「じゃあ俺、シンデレラのお父さん役やります」

「死んでるよ！　からめないよ！」

「じゃあ、ガラスの靴やります。全身白タイツ着て、表情はずっと素で。会長に踏まれ続けながら移動します」

「凄すごいシュールだな！　意外に見たい！　……って！」

　ボケ続ける八平に、鈴音は、にこり、と優しい笑みを浮かべた。

「そうか……そんなに私の相手として、王子役をやりたくないのか」

「ひ、ひひん!?」

　恐怖のあまり、八はつ平ぺいが馬になった。

「八平君の……バカッ！」

　可愛かわいらしい口調とは裏腹に、鈴すず音ねの繰り出した脳天唐から竹たけ割りは八平を一撃で気絶させた。どうやら、今回は空手を使うことに躊ちゆう躇ちよしなかったようだ。

　八平が、うーんと唸うなって目を覚まし、立ち上がると、シンデレラ姿の鈴音がいた。いつもはポニーテールの髪を、下ろしている。背中まで伸びた艶つややかな髪を手で梳すきながら、

「ふふん……論より証拠。私も、なかなかのものだろう？」

「ひひん……」

　八平はその美しさに魅み入いられ、未いまだに馬状態である。

「着飾った私を見て、言うことがあるんじゃないのか？」

「……そ、その……」

「ほれほれ、言いなさい」

　鈴音は、八平の頭をぐりぐりと撫なでてくる。彼は、ようやくの思いで言葉を絞り出した。

「お……お義ね姉えさま、私もパーティに行きたいです……」

「……ん？　私、いじめる義あ姉ね役!?　八平君シンデレラ!?」

「今日は、一際おめかしをしてらっしゃるんですね」

「王子様に気に入られる為ためじゃないわぁっ!!」

　鈴音の正せい拳けん突きが、八平の顎あごに直撃した。八平に対しては、結構安易に空手が使われるようになってきた。

　八平はダウン寸前のボクサーのように足ガクガクになったところを、鈴音に両手を取られた。

「お義姉さま！　許して！」

「違う、私はシンデレラ！　君は王子だ、わかったな!?　踊るぞ！」

「は、はい……僕は王子です。踊らせていただきます」

　全く王子らしくない。八平はラブコメ現象にだけ警戒しながら、鈴音に身を任せる。

　彼女はぷんすかしながら、

「……まったく……こんな主役っぽい衣装を義理の姉が着るわけないだろう」

「脳天唐竹割りと、正拳突きをするシンデレラも、いないでしょうけどね」

　鈴音は、八平のふらつく足下を見て、

「王子様、どうしたのですか？　足元がおぼつかないようですが」

「うむ、例えばの話だが、君が帰るときに、ガラスの靴を落としていったとするだろう」

「はい」

「それを手掛かりに君を捜すよりも、国中の女の子に瓦かわらでも割らせたほうが、発見しやすい気がする」

「瓦かわらよりも、王子様を殴らせた方が確実では？」

「再び君と会うときは、撲ぼく殺さつ体たいになっているだろうね」

　あはは、と二人で笑いあったあと……鈴すず音ねが叫んだ。

「ち、ちがーう!!　私が求めていたのは……もっとロマンチックな……いつしか、踊る二人の影は重なりあって……的な……」

「どうしたんだい、シンデレラ。夜はまだこれからだよ」

「そ、そうですね、王子様……」

　そのとき、八はつ平ぺいの胸元から、「超絶合金エヴォルシオン」の胸高鳴るテーマソングが流れた。八平は、

「おっと、もう十二時か……鐘が鳴ってる」

「鐘!?　鐘それ!?」

「シンデレラ、十二時と聞いて、何か思い出さないかい？」

「ああ、そういえば、用事が！　王子様、私は帰らないと！」

「待ってくれ！　シンデレラ！」

　鈴音はとことこ走り、ガラスの靴を脱ごうとしたが、うまくいかないので手でもぎ取り、その場に落とした。

「超絶合金エヴォルシオン」のテーマソングが力強く流れ……消えた。

　鈴音がどんより沈んだ表情で戻ってくる。

「……どうしていいムードになると、八平君はボケるんだ……？」

「うーん、なぜなんでしょう。会長と話すのが楽しいからじゃないでしょうか」

　鈴音はそれを聞いて、一瞬顔をぱあっと輝かせたが、

「まったく、仕方ない後輩だ」

　と言って、腕組みをした。



　八平が、着替えた鈴音と一緒に校門へ向かうと、あからさまに嫌そうな顔で佳よし乃のが迎えた。

「なぜ会長さんも一緒に……」

「それはこっちの台詞せりふだ……」

　バチバチと火花を散らす二人。おいてけぼり状態の八平に、万まん石ごく浦うらが近づいてきた。「ボクも連れてってよ」と言ってきたので、了承する。

「染そめ谷やさん、行くのはやっぱり、近くのスーパー銭湯？」

　八平の質問に、佳乃はうなずいた。

　おそらく、あそこは今日葛か西さい高校の生徒が多いだろう。鈴音のファンもいるはずで、一緒にいるところを見られて白眼視されたくない。

　八はつ平ぺいの心中を察したらしく、佳よし乃のは顔を曇らせた。

　鈴すず音ねは何かをひらめいた様子で、

「そうだ……私、この近くにある全く流は行やってない銭湯を知ってるぞ」

　最近、鈴音の家の風ふ呂ろが故障し、利用したのだという。そのときは、彼女の家族以外誰だれも客がいなかったそうだ。

「その銭湯は、最近改装工事をしたらしいのだがな。女風呂だけ工事したところで、資金がなくなったようだ」

「えらい行き当たりばったりですね……」

「まあ、いろいろと努力はしているらしいのだがな。確か、温泉宿のようなサービスを始めたとか聞いたけど……」

　鈴音はそこまで言ったところで佳乃に微笑ほほえみ、「いい情報だろう？　場所を教えるから、その代わり……」とぼそぼそ話しかける。

　佳乃は顔をしかめたが、「仕方ありません」とため息をつき、うなずく。

　鈴音は手早くメモ帳に地図を書き上げると、八平に手渡し「先に行っててくれ」と言ったあと、なぜか佳乃と学校に戻っていった。

　首をかしげる八平だが、仕方ないので万まん石ごく浦うらと一緒に歩き出す。万石浦は満天の星空を見上げて、

「八平……ボク、頑張って会長と染そめ谷やさんの裸見るよ」

「凄すごいな、お前……もしかして、女のフリして女湯に入る気じゃないだろうな？　お前の見た目なら、できるかもしれないけど……」

　万石浦は、「ふっ」と嘲ちよう笑しようし、

「バカなことを言うなよ。ボクが同じ過ちを二度も繰り返すと思うかい？」

「もうやってたのかよ！」

「半年前にね。見事に捕まった」

　二度繰り返してはいけないどころか、一度もしてはいけない過ちだ。

「八平、大事なのは“〝できた”〟かどうかじゃない。“〝やった”〟かどうかなんだよ」

「まあ、“〝やった”〟時点で罪になるからな」

　刑法的には、確かに大事だ。

　アホな話をしているうちに、銭湯に到着する。

　万石浦は、この近くに家があるらしく、着替えを取りにいくため帰っていった。

　銭湯の外見は古い。木造で、中に入ると昭和にタイムスリップしたような感覚にとらわれる。

　番台にいるおばあさんは寝ていた。少し揺すったが起きないので、入浴料の五百円はカウンターに置いておく。

　他ほかに客はいないらしく、静かだ。

　八はつ平ぺいは「男湯」の暖の簾れんを、三回も指さし確認してから入った。ラブコメ漫画では、男湯と女湯を間違えるなど定番……そんな初歩的ミスを犯したくない。

　ただひとつ気になるのが、壁に「二十時から男湯と女湯が入れ替わります」という紙が貼はられている。温泉宿にたまにあるサービスで、男女の入浴設備に差がある場合、時間ごとに男湯と女湯を入れ替えるものだ。

　しかし、銭湯でこんなサービスをしても、時間またぎで入れないため、不便さしかないと思うが……やはり、どこかずれているようである。

　今は十八時。特に心配はないだろう。

　八平は服を脱ぎ、大浴場へ行く。

「おお、結構立派だな」

　体を洗い、シャンプーを泡立てていると……鈴すず音ねと佳よし乃のの声が聞こえてきた。

「ほら、染そめ谷やさん、なかなかいいところだろう？」

「……そうですね……しかし会長さん、なんて均整の取れた体してるんですか……モデルみたいに背も高いし……うらやましいです……」

「焦らなくても、そのうち大きくなるよ」

「私と会長さん、一つしか違わないのですがっ！」

「あ、そうだった……」

　すまんすまん、と鈴音の慌てた声が聞こえてくる。どうやら天然だったらしい。

（はっはっは、あの二人意外に仲良くなれるかも……）

　八平が、平和な会話にまったりしていると……大変なことに気づいた。

　声が、近くねーか？

　女湯は、壁の向こうにあるはずなのに……。

　そして、二つの足音が近づいてきて……すぐそばで、息をのむ気配がした。

「は、八平君……な、なんで……」「え、薩さつ摩まさん!?」

　間違いない。鈴音と佳乃が男湯に入ってきたのだ。八平は震える声で、

「ななな、なんで……ここ男湯ですよ」

　鈴音は胸元と股こ間かんをかくし、背中を向けて、

「いや、こっちが女湯だろう!?　私この前も、こっちに入ったし……」

　八平は確信した。鈴音は時間帯によって男女の風ふ呂ろが変わるサービスを知らないのだ。

　ろくに暖簾を確認せず入ってきてしまったのだろう。それについてきた佳乃も……。

（忘れてた、会長、かなりのドジっ子だったんだ……！）

「いいから、早く出て……」

　と言って、八平が彼女らを、なるべく見ないように脱出させようとした時、二人が足を盛大に滑らせた。

　八はつ平ぺいの方に背中から倒れ込んでくる。

（きたああああああ!!　ラブコメ現象!!　二人まとめて!!）

　八平は二人を受け止めるべく、両手を広げた。いくらエッチなハプニングでも、頭を打ったら大変だ。逃げるわけにはいかない。

　巻き込まれて背中から転び、したたかにタイルに打ちつけたが、二人とも無事なようだ。

　右手で鈴すず音ね、左手で佳よし乃のを抱き……絵的には、超絶のリア充である。

「いてて……二人とも、大丈夫ですか？」

「う、うん」「はい……ありがとうございます」

　一刻も早く脱出する場面だと思うが、二人とも動こうとしない。頬ほおを染めて、八平を見つめてくる。

　佳乃が、消え入りそうな声で言った。

「……薩さつ摩まさん……電気を消して」

「なんで!?」

　八平は風ふ呂ろ中に響きわたるほど大声で突っ込んだ。

「明るいと、恥ずかしいもので……私、子供みたいな体ですから」

「電気消したあと、何をするんだよ！」

「そ、そんなのを女の子に言わせるなんて……恥ずかしい。ひどいです」

　恥ずかしがる箇所が致命的に間違っている。

　しかし、八平が番台かどこかで電気を消してくる間、佳乃は男湯で横たわり待っているのだろうか。シュールだ。

「染そめ谷やさん、そんなことを言っている場合じゃないぞ」

　八平は鈴音の声に安あん堵どした。これが霧きり子こだったら、かぶせボケをかましてきて収拾がつかなくなるところだ。

「まず体を洗わなければ」

「お前も落ち着け！」

　八平は思わず鈴音を見た。彼女は酒に酔ったような……惚ほうけた瞳ひとみで見返してくる。

（わ、わわ……以前会長が俺おれに抱きついたのって“〝主人公補正”〟だったんだよな……？）

　本当に、そうなのか……？　と八平が思ったとき、香か月づきが足下のタイルから出てきた。男湯に入ってきたためか、顔を両手で隠している。

「八平……どうかしたのか？　何か騒がしいようじゃが……」

　一気に冷や汗が噴き出す。八平はとっさに、鈴音と佳乃に聞かれても不自然ではない言葉を選んだ。

「……だ、大丈夫、大したことじゃないよ！　だから早く戻ってくれ！　ここ男湯だし！」

　ふ……どうだ、俺おれの言語センス……と思って少し悦に入ったものの、

「うん。言うとおりにする」

　鈴すず音ねがあっさり返事してしまった。

（しまったあああああ!!）

　八はつ平ぺいの心の叫びもむなしく、香か月づきが「え、鈴音？」と言って指の間から覗のぞき見てくる。

　きょとんとした顔で鈴音、佳よし乃のを見て、八平と目を合わせ、だんだんその視線を下へと移したあと……。

「な、な、なななな」

　口をぱくぱくさせてから、八平にしか聞こえない、香月の悲鳴が響きわたった。



　風ふ呂ろから上がった八平は、香月をなだめる。一応事情は説明したが、自販機のそばにうずくまり、顔を見せてくれない。

「機嫌なおしてくれよ……」

「ふん。知らない。知らない!!　八平のリア充。雄大!!」

「全然罵ば倒とうに聞こえないな……それに雄大って何だ……？」

「う、そ、それは……」

　香月が言葉に詰まっていると、鈴音と佳乃が女湯から出てきた。さっき来たばかりの万まん石ごく浦うらは、まだ風呂の中である。

　鈴音が八平に駆け寄ってきて、勢いよく頭を下げた。

「さ、さっきはごめん！　パニクってしまって……それに、転んだところを助けてくれてありがとう！」

「いや、その……忘れましょう！　不幸な事故なんですよ！」

　八平は大声で言った。鈴音はまっすぐに八平を見て、

「いや、一度受けた恩を忘れるなど、我が北きた見み家けの恥。しっかりとこの胸に刻んで……刻んで……！」

　鈴音は、そこまで言って八平の下腹部に目をやった。どうやら、大事なところを見られていたらしい。

「わ、私は忘れないぞ！　死ぬ寸前にも思い出すだろう！」

「走そう馬ま灯とうのように!?」

　人生の総集編に使うのはやめてほしい。会長の輝かしい生涯の終しゆう焉えんが、それでは……。

　佳乃はうっとりと頬ほおを染め、

「薩さつ摩まさん、私も忘れません。雄々しくたくましい、あなたの……」

　はいはい。君もどうせ見たんだろ。たくましいのは、アレというオチなんだろ……と八平が思ったとき、

「あのたくましい、筋肉を……」

「そっち!?」

「は？　そっちと言いますと……？」

　佳よし乃のは首をかしげ、酷薄な笑みを浮かべ、「わかりませんねえ、薩さつ摩まさん、それは何ですか？　教えてくださいよぉ？」と言ってきた。

（くっ……なんだそのプレイは！）

　八はつ平ぺいは羞しゆう恥ちに唇を噛かみながら、佳乃の耳元でささやいた。瞬間、彼女は「な……！」と真っ赤になる。

「さ、最低です薩摩さん！　女の子の耳元でそんなことを！」

「え、違ったの!?」

　いやんいやんする佳乃を横目に、鈴すず音ねは長い指を胸の前でからめて、

「実は八平君……我が北きた見み家けの女には、裸を見られた男に嫁とつがなければならない掟おきてがあるのだ」

「なんですかその、覗のぞきを奨励するような掟は」

　そんな話が広まったら、学校の男は皆、北見家の風ふ呂ろを覗きに行くのではなかろうか。

「うん、我が先祖は、むかし江戸に住んでいたのだが……関東全域に噂うわさが広がったため、この地に逃げてきたのだという」

「捨てちまえ、そんな掟！」

　鈴音は、「そうもいかない事情があるのだ」と目を伏せ、

「現・北見家当主である父は、それで母と結ばれたからな」

「会長は覗きが縁えんで生まれたの!?」

　そんな悲しい出生の秘密があったとは……。

　鈴音は虚うつろに微笑ほほえみ、

「ふふ、八平君……そんな汚れた私だが……もらってくれるかな？」

「か、会長は汚れてなんか……むしろヨゴレはお父さんです！」

　八平も、まさか人の親をヨゴレ呼ばわりするとは思わなかったが、言わずにおれなかったのだ。彼は必死で、鈴音を元気づけるための言葉を探す。

「会長は……その……とても綺き麗れいです！」

「そ、そんな……」

「俺おれなんかにはとても手が届かない、あこがれの人なんです！」

「いや……そんなに届かないわけではないと思うぞ？」

「いくら追いかけても触さわれない、星みたいなものです！」

「……」

　鈴音はがっくりと肩を落とした。

「え……あれ？　俺おれ本気で言ったんですけど……」

「あ……うん。いや……」

　鈴すず音ねは咳せき払ばらいをひとつしてから、

「まあ……私は掟おきてなどに頼らず、好きな人を捕まえるとするよ」

　そのまっすぐな瞳ひとみに、八はつ平ぺいは言葉を失った。

　あれ、そういえば、会長が身につけているのは……。

「会長……着物着てるんですね」

　鈴音はくるりと回って、

「そ、そうなんだ。染そめ谷やさんに、この場所教えるから貸してくれ、って言って……」

　彼女が不安げに、「どうかな」と問いかけてきた。八平は言う。

「はい、もちろん……綺き麗れいでしたよ」

「なんで過去形!?　……あああ！　さっきの風ふ呂ろか！」

「はっ！　しまった！」

　八平は空気を変えるべく、

「会長……なんか凄すごい大人っぽいです」

「そ、そうか……ありがとう。ほらほら、このうなじなんかどうだ？」

「大人っぽい！」

「結局、金がすべてなんだよな」

「汚れた大人っぽい！」

　おお、調子が戻ってきたな、と八平が思ったとき、鈴音が、

「知ってる？　私、八平君のこと好きだったんだよ」

「同窓会で再会した大人っぽい！　……って、え？」

「いや、その……何かジュースでも飲まないか？　染谷さんにも、お詫わびとして奢おごろう！」

　鈴音は慌てて、自販機を指さす。いつの間にか万まん石ごく浦うらも風呂から上がってきて、四人でジュースを飲んだあと、学校へ戻った。

　教室に布団を敷いて、横になる。女子とは寝る教室が違うので、男子のいびきばかり聞こえてくる。

　香か月づきが天井から舞い降りてきて、ちょっと目をそらしながら「おやすみ」と言ってきた。さっきの事件のせいか、まだ顔が赤い。

「おやすみ」

　八平は、そうささやいて、目を閉じた。



    

  
    
      
六章



　そして、文化祭当日……校庭では、開会式が行われていた。昨日の予報とは裏腹に、曇り空で気温も低い。

　演壇に鈴すず音ねが立ち、全校生徒や既に来場している客たちに説明を行っている。

「校舎の壁に特設された電光掲示板をごらんください。あそこに、各チームの得票数が表示されます」

　高校の文化祭には不釣り合いなほど、立派なものだ。佳よし乃のの話によると、校長が便べん宜ぎを図っている業者から格安で借りているらしい。

　鈴音は通り一遍の挨あい拶さつを述べたあと、言った。

「全チーム、死力を尽くして優勝を目指してください」

　ざわっ、と熱気が高まっていく。

「ただ――我が生徒会チームは、それを叩たたき潰つぶします」

　各クラスのエンジンがかかったようだった。皆、笑みを浮かべている。それは失笑ではなく――こちらこそ負けない、という不敵な笑みだ。

「ほう……大胆な演説よの！」

　八はつ平ぺいの隣を浮遊する香か月づきが、感嘆の声をあげた。

　鈴音は、生徒たちの反応に満足した様子で、

「それでは、葛か西さい高校、文化祭の開幕を宣言……」

「鈴音ぇぇぇぇぇ!!!　貴様だけは絶対にゆるさんぞおおおおおおおお!!!」

　突然校庭に、大だい音おん声じようが響いた。

　皆、声がした方を見ると……校門に、身長二メートル以上ある中年男性が仁に王おう立だちしていた。張ちきれんばかりの筋肉が、空手着ごしでもわかる。昨夜も話題になった、鈴音の父だ。

　空手道場の主でありながら、「美少女道場破り、返り討ち！」「秘奥義伝授～淫みだらなる絶技が、今こ宵よい道場生に炸さく裂れつす！～」などの立場的に残念なビデオを持っていた人だ。

　鈴音にボコボコにされた上、ＡＶコレクションを破壊されつくしたため、復ふく讐しゆうのため山にこもっているはずである。

　すさまじい修行をこなしてきたのだろう。胸に熊くまか何かの爪つめ痕あとがある。

「よくも決闘の約束を、破りおったな！」

　彼と鈴音は、北きた見み流空手に伝わる決闘の場、「黒こく龍りゆう闘技場」で戦うことになっていたのだ。

「鈴音、許さんぞ……貴様の血は何色だ！」

「いや、パパの血が半分流れているのだが……」

　マイクでつっこむ鈴すず音ねに、生徒たちは「会長、パパって呼んでるのか……」とほっこりした。

「パパ……確かに私は決闘の約束をすっぽかしたが……私は生徒会長であり、文化祭の準備が忙しかった為ためやむをえず……電話しようにも、パパは電波の届かない所にいて……」

「ふ……日ひ和よったな。武よりも生徒会などの方が大事とは……」

　家族の絆きずなよりＡＶ喪失の怒りを優先する男が言った。

　目を細め、遠くを見つめて、

「お前に大切なものを奪われて以来……俺おれは変わった。空手に対して、もっと真しん摯しになった」

　ＡＶで変わられても、鈴音には正直つらいだろう。

「勝てるか鈴音。自分だけのために戦うお前が、失った沢山のものを背負う、俺に！」

「あんなビデオを背負った男に、負けたくないな……」

　鈴音は演壇から降り、構えた。生徒たちはその気迫に押され、娘と父の間に道ができる。鈴音は叫んだ。

「私には背負うものがある。みんなが心血を注いだ文化祭を邪魔する……パパを許すわけにはいかない！」

　鈴音父は、娘の成長に目を細めた。

「ふ……お前にも背負うものができたか。これで五分と五分か」

「ないよ！　実質パパはなにも背負ってないよ！」

「ある！　生いく島しまジュリア、西さい條じよう麗れい香か、時とき田た恭きよう子こ、紅こう玉ぎよくレイ、常盤ときわかれん!!」

　ＡＶ女優の名を念仏のように唱えながら、娘に突撃する父。ある意味すさまじいセクハラである。

「くらえ鈴音、北きた見み流奥義、熊くま殺し！」

　父は娘に、殺し、とつく技を全力で放つ。素人目にはただの凄すごい右ストレートにしか見えない。

　鈴音は息を大きく吸い込み……。

「北見流究極奥義、熊殺し返し！」

　熊殺しをまさに紙一重でかわし、強烈なカウンターパンチを放った。

　北見流究極奥義なのに、北見流奥義の返し技である。同門対決を想定しているのだろうか。

　鈴音父は吹っ飛ばされ、地面を転がり……唇の端から血を流し、フ、と笑ったあと震える手を鈴音に差し出した。

「今は何かスッキリした気分だ……鈴音……これで俺たち、もとの親子に戻れるよな？」

「いや、それはどうかなあ……」

　鈴すず音ねはためらいがちに近づいて、父の手を握った。彼がイイ雰囲気で終わらせようとしても、動機が動機なので以前の親子関係に戻るには時間がかかりそうだ。

　握手する親子に、生徒や、来場者から拍手と歓声が起こる。まさかＡＶのしがらみで揉もめているとは思わないのだ。ＡＶ女優の念仏を聞いていた生徒もいるだろうが、あくまで少数である。

　この機を察した生徒会メンバーが、

「今、とてつもない空手を使った北きた見み会長は、午後三時から体育館で行われる“〝シンデレラ”〟で王子役を演じます。気になった来場者の方は、どうぞ足をお運びください」

「まんまと宣伝に使いおった……」

　香か月づきが、悔しそうに言った。インパクトとしては充分だ。うまくやられたのう、八はつ平ぺい……と言って彼を見たとき、

「会長、すげえええ!!　かっけえええええ!!」

　八平は足を踏みならし、大騒ぎしている。それに気づいた鈴音が、照れくさそうに彼へ手を振った。

　香月は、うう～……と歯ぎしりして、濡ぬれ羽ば色いろの髪を逆立たせた。



　着物喫茶は、出だしから好調だった。コンセプトと、万まん石ごく浦うらの宣伝が受けたらしい。すぐに客が大勢入ってくる。

　先頭で迎えるのは、エース佳よし乃の。きれいな正座で三つ指をつき、「いらっしゃいませ、ようこそおいでくださいました」と深々お辞儀する。その姿は麗しき大和やまと撫子なでしこそのものだ。

　客は惚ほうけたように、彼女に案内されて席につく。続く客には、佳乃が礼儀作法を叩たたき込んだ女子たちが応対。少しぎこちないが、それも初々しさと思えばプラスに変わる。

　早くも教室の外には行列ができており、店の中を覗のぞいて女子たちの着物姿に目を奪われている。女子たちも、それでさらに身が引き締まる。

　八平は、教室の隅に設けられた厨ちゆう房ぼうから、香月の様子を見ていた。

　彼女は浮遊しながら、惚けたように……活気ある店内を眺めている。

　ただ、女子に着物を着せるだけでは、客からここまでの反応は得られなかっただろう。香月が真しん摯しに考え続けたからこそ、この場が生まれた。

「薩さつ摩まさん、コーヒー三つ、アイスコーヒー一つです」

　佳乃が、厨房に声をかけてきた。それからも次々と注文が入ってくる。

　八平はフィルターに挽ひいた豆をセットし、ドリップポットから湯を注ぐ。

　何度も練習した動きだ。よどみはない。他ほかの調理班四人も、八平ほど熟練してはいないが、息の合ったコンビネーションを見せる。

　香月が厨房に入ってきて、八平のそばでささやいた。

「八はつ平ぺい、私にも……何かできることはないかの？」

　彼は小声で返答する。

「お前はもう、充分貢献してるよ。お前のコーディネートの成果を、眺めてていいんだぜ？」

　香か月づきは大きく首を振った。

「いや……私も、何かしたいのじゃ」

「……そうか。じゃあ、火にかけてるドリップポットを見ててくれ。温度計が九十度から九十五度になったら、俺おれに教えるんだ」

「うん！」

　香月はリボンを結び直し、長い髪を束ねた。気合いの表れだろう。

　そしてドリップポットのところに飛んでいき、温度計を凝視し始めた。

（俺も、がんばろう）

　八平は、コーヒーのドリップに集中しはじめた。

　十五分ほど経過した。最初の客が帰るようだ。佳よし乃のたちが「ありがとうございました」と送り出す。

　八平たち厨ちゆう房ぼうのメンバーも、同じように声を出す。そして……。

「ありがとうございましたー！」

　八平は驚いて、声の主の香月を見た。彼女は目が合うと不安げに、

「あ……へ、変、かの？」

「いや……変じゃない」

　八平は、彼女のもとへ駆け寄り、肩に手を添え、強く言った。

「変なわけないだろう」

　厨房の男子たちが、不思議そうに八平を見ている。

　香月は微笑ほほえみ、八平の手に頬ほおを寄せ、

「八平……すまぬ。もう私の相手はいいから……このポットのお湯が沸いたよ」

　八平は、うなずくと、そのドリップポットをつかみ、再びコーヒーを淹いれはじめた。

　開店から二時間過ぎても、客足は途絶えない。

　クラスメイトたちはきびきびと動き、挨あい拶さつも声が張っている。いい循環に入っていた。

　香月も、客に「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と言う。

　それは客への挨拶ではなく……純粋な礼だ。自分が精魂込めて行った仕事に、時間を割いて来てくれた人への。彼女の声は届かないけれど、その真しん摯しな努力は、客の心に何かを残すはずだ。

（残ってくれ）

　八平は祈りながら、ひたすらコーヒーを淹れつづけた。



　あまり暑くないので、アイスコーヒーの売れ行きが伸びない。

　スイカは値段を相当安くしたのでちょっとずつだが売れていた。この調子なら残りはしないだろう。味は佳よし乃のいわく好評で、それを聞いた香か月づきは胸を撫なで下ろしていた。

　十二時になり、八はつ平ぺいの交代の時間がきた。

　生徒が他ほかの催しを満喫できるよう、一―二は三交代制にしている。各自三時間働くのがノルマだ。

　ただし総指揮の佳乃と、調理班リーダーの八平だけは二シフト分……六時間働く。

　つまり、八平と佳乃は、三時間の休憩を挟んで再びここに戻ってくるわけだ。

　香月が近くに来て「お疲れさま、八平」と言ってきた。

「香月もお疲れ」と小さく応こたえて、軽くストレッチする。体中にコーヒーの匂いが染みついているだろう。

　佳乃が、調理場に入ってきて、八平のところに駆けてきた。互いに「お疲れさま」と言い合ってから、彼女は、

「薩さつ摩まさん、得票数見ました？　今のところトップですよ」

「お、一位か。よしよし」

「でも、生徒会の劇は午後三時から……一時間半の二回講演です。一気に逆転されるおそれがあります」

　八平と佳乃は事前に話し合い、一番やる気がある自分たちが活躍できるシフトを考えた。

　まず、開店の九時から十二時。ここで勢いをつける。

　そこからの三時間は、そのテンションを保ち……。

　生徒会の劇とかぶる三時から再び八平と佳乃が働き、逆風にあらがおうという考えだ。

「これから三時まで休憩ですね……薩摩さん、一緒に文化祭を回っていただけませんか？」

「……ごめん、先約があるんだ」

「先約……」

　佳乃が、ぎろりと八平を睨にらんだ。

「いや、その相手というのは……」

　と八平が言いかけ、調理場を出たとき、

「八平くーん！」

　教室の入り口で、霧きり子こがぶんぶん手を振っていた。

　以前、遊園地でも着ていた花柄のチュニック。どうやら霧子の勝負服らしい。というかお洒しや落れ着ぎをあれしか持っていない。眼鏡めがねをコンタクトにしているらしく、その傾けい国こく級の美び貌ぼうが露あらわになっていた。

　活気に満ちていた店内も、次元の違う美女の登場にしーんとなっている。

　霧きり子こは八はつ平ぺいに、コーヒーのことを教える代わりに、一緒に文化祭を回ってほしいと言っていたのだ。猛ダッシュで八平のところに駆けてきて、ひしと抱きつく。

「あ、会いたかった……会いたかったよおっ……!!」

　まるで十年来の再会のように、本気で泣いている。

「ね、姉さん落ち着いて。たった一日だぜ？」

「一日をなめちゃいけないよ!?　カップラーメン四百八十個作れるんだよ!?　出来終わるまで待てる!?」

「なんか、そう言われると長い気もするな……」

　三分のカップラーメンを、順番で作るとしたら。

　八平は、霧子の癖くせ毛げを撫なでつつ、

「……でも、よく昨日の夜学校に侵入しなかったね」

　自制したんだなあ、と八平が思っていると、霧子は「バカにしないで」と頬ほおをふくらませた。

「あ、ごめん。言うまでもないことを……」

「侵入はしたわ」

「したのかよ!?」

「ええ、八平君の寝顔を、眺めていたわ」

「ぜんぜん一日ぶりじゃないじゃん！」

　しかし、眺めるだけでよく自制してくれたものだ……八平は妙な感謝を覚える。

「途中で起きた他ほかの生徒には、遠慮なくクロロホルムを嗅かがせたわ」

　そこは自制しなかったらしい。

　霧子は得意げに、

「何度も八平君を襲いそうになったけど、そのたびキリで太ふと股ももを刺して、自分を抑えてたの」

「それはやめてくれ！　姉さんの体に傷がつく！」

「ふふ、なんちゃって、太股といっても、この鳥モモ肉よ」

　霧子は、バッグからビニール袋を取り出した。ミンチ状になった肉が入っている。

「うわ、グチャグチャだね……でも、なんでこれを刺すと自制できるの？」

「これを八平君に群がる女たちだと思って……一突きするごとに、何かすっきりした気持ちになれたわ」

「怖っ！　俺おれが寝てるすぐ横でそんな行為を!?」

「気づいたら、こんなミンチになっていたわ……明日は、これでつくねを作るから楽しみにしててね？」

「いや、たぶん俺食えない……」

　もはやホラーだ。霧きり子こと仲良しらしい佳よし乃のも、ふるふる震えて涙目である。

「あは、コーヒーのいい香り」

　霧子はその爆乳を八はつ平ぺいの胸に押しつけつつ、彼の喉のど元もとに鼻を寄せ、すんすん嗅かいでくる。

（ぎああああああ……!!）

　ずっとコーヒーまみれだった自分の鼻に、姉さんの香りはやばすぎる！

　ともあれ、お客さんやクラスメイトの視線がビシビシ刺さる。八平は佳乃に、「んでは、次のシフトでもがんばろう！」と言ってから、霧子と教室を出た。

　霧子は八平の腕をとりながら歩く。それも、胸の谷間に挟む形で。

　八平はこんな腕の組み方があったのかと、感動すら覚えた。

　霧子は八平の顔しか見ていない。このまま二人以外の人間が死に絶えても気づかないだろうというほど集中している。

「八平、私は、ちょっと疲れたので、仮眠をとる。またあとでな」

　香か月づきが耳元でささやき、八平が何か言う前に、床に潜った。

（……気、使わせちまったな）

　八平が渋い顔をしていると、

「八平君、私行きたいところがあるの」

　霧子がパンフレットを渡してきて、校舎の見取り図の一点を指さす。四階の隅にある部屋に、「ゲーム研究部」と記されていた。はて、ここは確か廃部になったという茶道部が使ってた、和室じゃなかったか？

「私、ゲーム好きだし……ねえ、いいでしょう？」

　八平はうなずいた。彼も一時期は、ＲＰＧにはまったことがある。最近は読書ばかりしているので、香月とできる桃○以外はご無ぶ沙さ汰ただが。

　霧子に腕をつかまれ、引っ張られながら、彼はふと思った。

（あれ？　うちの学校に、ゲーム研究部なんてあったかな？）

　四階の隅には、人の気配がほとんどない。

　ドアには「ゲーム研究部」と書かれていた。中からは、何の物音もしない。というか、ドアには南なん京きん錠じようがかかっていて、どう見ても閉ざされているのだが……。

「八平君、本当にここでいいのかしら？　ちょっとパンフレットを見てみて」

　霧子にパンフレットを渡され、言われたとおりにすると……彼女は、南京錠を体で隠し、何かゴソゴソやっている。

「姉さん……？」

「やっぱりここで間違いないみたいね！　ほら、開いたよ！」

「南京錠は!?」

「さあ、入って入って、八平君！」

　スルーした霧きり子こに背中を押され、入る。後ろで鍵かぎをがちゃりと締める音がした。これはまさか……。

　和室の真ん中に、ノートパソコンが一台、不気味に鎮座している。

「ほらほら、八はつ平ぺい君、これでゲームができるんじゃない？　やってみて」

　八平は湧わき上がる不安を抑えつつ、マウスを操作した。デスクトップ上に一つだけあるアイコンをダブルクリックする。

　タイトル画面もなしに、いきなりムービーが始まった。

　どうやらビデオカメラを手に持ち、走っているらしい。林の中を疾走する人物の視点だ。

「へえ、結構迫力あるね。アクションゲームかな？」

　そして、林から抜けたときに、何かに激突したような音がして……画面が切り替わった。

　ヒロインの立ち絵と、テキストウインドウがある、いわゆる「ギャルゲー」の画面である。

　どうやら、誰だれかとぶつかったらしい。尻しり餅もちをついて、こちらを見つめてくる女性は……なんと、セーラー服を着た霧子だった。どうやら写真を取り込んだらしい。

　テキストウインドウに台詞せりふが表示される。

霧子「もう、林からいきなり出てくるなんて、何を考えてるのっ？」

　八平は震える指先でマウスをクリックしつつ、

「ね、姉さん、自分で作ったの……？　しかも……」

霧子「危ないじゃないのっ！」

　霧子の迫真の演技が、ボイス付きだ。そして……さらに、

八平「ただいま～」

　主人公・八平の声も、ボイス付き。彼の声が、しっかり出てくる。

「い、いつの間に!?」

「最近のケータイって便利だよね。録音機能もあるんだよ。ちなみに八平君が、万まん石ごく浦うら……とかいう子を連れてきたときのを使ってるから」

「盗み録どりかあああああ!!　つうか俺おれの設定わけわかんねえよ！　なんで林から出てきて人にぶつかり、第一声がただいまなんだよ！」

「アットホームな雰囲気で、女に迫るという設定よ」

　八平がツッコみつつクリックすると、地の文が表示されていく。

“〝俺の名は薩さつ摩ま八平。理想の女を求めて、夜な夜な町や森を徘はい徊かいする狩人かりゆうどだ”〟

「ただの変質者じゃねえか！」

“〝いま、実にいい女を発見した。俺に落とせない奴やつなどいない。この女へ、クールに予告しておくぜ”〟

八平「三十分くらいしたら、食べるよ」

　スピーカーから、八はつ平ぺいののんびりした声が出てきた。地の文とのギャップが凄すごくて、かなりのシュールさを醸し出している。画面の中の霧きり子こは己を抱きしめるようにして、

霧子「な、何を言ってるの!?　私をそんな安い女だと思わないで！」

「よく今の言葉だけで通じるな……」

　八平がツッコむ間にも、話は進行していく。

霧子「そんな失礼なことを言う人は、おしおきするわ。私の家まで来なさい」

八平「え、それが、愛の巣……？」

霧子「家に入れるからって、甘くみないで！　きっとあなたを更正させてみせるわ」

八平「間違いなく大おお火傷やけどするよね!?」

霧子「私が傷つくというの!?」

　画面が変わり、家の中の場面になった。どうやら、八平の家を写真に撮り、加工しているようだ。

　霧子の部屋に移動すると、画面の中の彼女は何の前まえ触ぶれもなく、床に倒れ込んだ。

八平「お、おい……大丈夫か？」

霧子「なんて優しい人……惚ほれたわ」

　八平はクリックしつつ叫ぶ。

「なにこれ、すげえ簡単！　俺おれ、姉さんこんな簡単に落とせんの!?」

「難易度は、現実にきわめて近くしているわ」

　画面の中の霧子は、なんと服を脱ぎだしている。

「ちなみに、えっちなシーンも画像はあるわよ」

「何をしてるんだお前は！」

「声も、もちろん入ってるわ」

「俺の家で、そんな作業が行われていたとは……」

　八平はガクガク震えながら、クリック。画面の中の霧子が制服の上を脱ぎ、ブラジャー姿になった。その破壊的なボディが、露あらわになる。

霧子「私をっ……どんな風にしたいの？　ねぇ……」

八平「普通に食べよう」

　霧子の熱演と、八平の声のギャップがすさまじい。

　八平は、マウスを奇跡的な意志で押さえつけていた。

　この先を見れば……自分の欲望はとめどなく爆発するに違いない。

　見える……ゲームをやり終えたあと、「八平君？　楽しかった？　でも私はゲームじゃない。ここにいるよ」と迫ってくる霧子の姿が。

　それはすばらしい……いや、恐ろしいことだ。そこまでいったら、自分はきっと耐えられない。

　霧きり子こが、八はつ平ぺいが持つマウスの上に手を乗せてきて、甘い声を耳元でささやく。

「ねえ……みないの？　二人が合体する場面まであるんだよ……私、とっても恥ずかしかったけど、声を録音したんだから……」

「ち、ちなみに、俺おれはその……合体するとき、なんて言うの？」

「“〝ただいま～”〟」

「意味がわからんっ！」

「“〝霧子こそ俺の運命の相手。今こそ、あるべき姿に戻ったのだ”〟という意味よ。実は前世からの因縁があった、っていう設定なんだから」

「こんなクソシナリオに、そんな背景が……」

「痛がる私に、八平君は、“〝お、おい……大丈夫か？”〟と言ってくれるのよ」

　八平は目を閉じた。見たい。ものっっ凄すごい見たい。「爆乳お姉さん、淫いん辱じよくの鳴なる門と海かい峡きよう」などと比べものにならない桃源郷がここにある。

　だけど……香か月づき！　お前だ！　今、俺から見えないところにいる、お前だ！

　八平は、両りよう拳こぶしを握りしめ、ギギギギ、と歯ぎしりをしたあと、霧子に向かって、

「姉さん……ありがとう。俺のために、こんなゲーム作ってくれて」

「……見てくれないの？　私はそんなに魅力がない？」

「違うよ。魅力的すぎるから、流されるのが怖いんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「八はつ平ぺい君……流されていいのよ。大丈夫。私に任せて。床のタタミの目を数えてるうちに、すぐに終わるから」

「それを言うなら、天井のシミじゃねえの!?　つうか多いよ！　何万個あるんだよ！」

　いったい、どれだけ長く交わる気なのか。

「きっと、それが終わったとき、八平君は新しい世界を発見するはずよ」

　まあ確かに、霧きり子この虜とりこと化すだろう。だがそこに香か月づきの居場所はない。

「私が八平君をむさぼり尽くし、服を着始めたときも、八平君は涎よだれを垂らしてホヘホヘ言いながら、タタミの目を数えているの」

「明らかに人格崩壊してるよね!?」

　新しいが、行ってはいけない世界だ。

　霧子はうつむいたあと……すがるように八平を見上げてきて、

「私のこと、いやらしい女って思わないで……」

「え？」

「私がこんな大胆なことするのは、八平君だけ。もしほかの人に操みさおを奪われそうになったら、舌を噛かみ切って死ぬわ」

「姉さん……」

「そして亡霊になって、香月さんみたいにずっと八平君のそばにいるの。あれ、意外に幸せ？」

「姉さん!?」

　ある意味究極のストーカーだ。

　八平は携帯で時間を確認し、

「姉さんごめん……ちょっと俺おれ、用があるんだ」

「うう……もう終わり？」

　上目遣いで見てくる霧子に、八平は微笑ほほえんで、

「ありがとう姉さん。その……楽しかったよ」

「え……迷惑じゃなかったの？」

「姉さんの行動は予測不能だからな……正直引くこともあるけど、姉さんといるの、俺は好きだよ」

「は、八平君……私、ずっとそばにいていい？」

「……う、うん……」

「嬉うれしいよぉ……」

　霧子はぽろぽろ泣きはじめた。おろおろする八平をよそに、彼女は目元をぬぐいながらパソコンに向き合い、懐から携帯を取り出す。

「ま、まさか録音してたのか!?」

　彼女はＵＳＢケーブルで携帯とパソコンをつなぎ、素早くソフトを立ち上げ、音の編集を始める。

『姉さんといるの、俺おれは好きだよ』『は、八はつ平ぺい君……ずっとそばにいていい？』『う、うん……』

　霧きり子こは悶もん絶ぜつして、畳の上を転げ回った。

「ほあああああ……嬉うれしい……コレクションに最高の逸品が加わったわ……」

「嬉しいって、それか!?　あの涙も!?」

「これは、ファイル名“〝八平君と永と久わの愛を誓った私”〟で保存しておくからね」

「消せ！」

　八平は、珍しく一語でつっこんだ。



　霧子を校門まで送り、一人になった八平はその場で垂直飛びを十回ほど行った。

　地面を見て、少し待ち……「これじゃダメか」と言ったあと、今度は全速力でダッシュする。不思議そうに見てくる人がいたので、「一年二組、着物喫茶お願いしまーす！」と言っておく。宣伝と思ってくれればいいが。

　幅が五十メートルほどある校庭を、三往復ほどしたとき……香か月づきが、地面から出てきた。

「は、八平、一体何が!?」

　彼女は八平から二十メートル以上離れられない。それ以上行こうとすると、柔らかい“〝壁”〟にさえぎられてしまうからだが……八平は移動しまくることで、“〝壁”〟を動かし、香月にサインを送ったのである。

　八平は息を切らしながら、携帯を耳に当てた。傍はた目めからは校則違反の通話に見えるだろうが、文化祭の今日くらい大目に見てくれるだろう。

「はあ……はあ……一緒に、回ろう」

「で、でも……」

「いいから行こうぜ。もし断ったら、これから俺は自室で常に全裸で過ごすぞ」

「どんな脅迫!?　つうかお前、携帯耳に当てようが、そのセリフはまずくないか!?」

「いや、何一つ違法なことではない……だが、お前には効こう果か覿てき面めんなはずだ」

「む……確かに。で、では、仕方ないの……一緒に回ってやるとするか……」

　香月はそこまで言ったあと、首を一度振って、

「……いや、私も八平と一緒に回りたい。エスコートしておくれ」

　素直な彼女を見て、八平はアホのように口をぽかんと開けた。

「こ、こんな僕でよければ……」

　などと、よくわからないことを口走っている。

　香月は、いつかの花見のように、八平の隣に来て腕を組むような仕草をした。八平も、それに応こたえて、携帯をしまおうとしたが……香か月づきに、「駄目じゃ」と言われる。

「ここには知り合いが多い。変に思われてはいけない」

「……でもな」

「聞き分けが悪いと、私はお前が授業を受けている間、校長室で全裸で過ごすぞ」

「どんな脅迫!?　すげえ見たいけど、見に行くのが大変だ！」

　八はつ平ぺいから見れば、自分以外の男が全裸の香月と二人きり……。もちろん校長には見えないだろうが、なんかイヤだ。

「くっ……なんて巧妙な……」

「いや、そこまで巧妙ではないと思うがな……」

　八平は、校舎の中に入り、使われていない教室に隠しておいたバッグで変装をはじめた。といっても、長髪のカツラをかぶり、中学時代の制服を着るだけだ。

　首をかしげる香月を、二―三の教室につれていく。

「ここは……お化け屋敷か……」

　香月の脳裏に、苦い記憶がよみがえった。遊園地のお化け屋敷で、八平と鈴すず音ねが楽しそうに歩いていたことを……。

「ここだと、携帯なしでおまえと過ごせるんだ」

　八平はよくわからないことを言い、携帯をしまった。受付へ行くと、幽霊の格好をした女子が応対してくれる。

「いらっしゃいませ。うらめしや」

「来客したことがうらめしいんですか……？　二枚……いや、一枚ください」

「まいどありがとうございます。うらめしや」

　八平は声をひそめ、受付の子に、

「ちょっとお聞きしますけど……ここって、お払いとかしました？」

「え？」

　唐突な質問に、うらめしやを忘れたらしい。

「ここって、いわゆる霊が集まる“〝場”〟なんですよ。だから俺おれも、彼女と出会えたんですけど」

　八平は香月に視線を送った。受付の子は身を引いて、

「え……あなた、何を言って……誰だれと話して……」

「じゃあ、香月、入ろうぜ！」

　八平は勢い勇んで、中に入る。香月は袖そでで口元を隠し、くっくと笑った。

「お、お前……この中では霊能者キャラで行って、私と話しても、変に思われないようにしようというのか？」

「よく気づいたな！　まあ、変というか、怖がられる気はするけどな！」

「まったく、お前は……」

　香か月づきは八はつ平ぺいの横に並んだ。あとはバカップルモードで行くのみである。脅かし役の生徒が出てくると、香月が「きゃあ！　幽霊！」などと八平に抱きついてきて「ははは、お前も幽霊じゃないか！」などとキャッキャウフフする。

　そんな八平に恐れをなし、途中から全く幽霊が出てこなくなった。

「しかし八平よ、このクラスの人にトラウマを残すのう」

「気にするな。時が癒いやす」

　八平はザックリと断言して、お化け屋敷を出る。カツラをしまい、元の制服に着替えると、再び学校内を歩き始めた。

「香月、どこか行きたいところあるか？」

「ふむ、体育館では生徒会チームが演劇の準備をしておるのじゃろう？　どんなものか興味があるな」

　よっしゃ、んじゃ体育館行くか……と八平が言った瞬間、前方から歩いてきた少女が、進路を変えていきなりぶつかってきた。

　違う高校の生徒らしい。見たこともない制服を着た、ショートヘアの子だ。尻しり餅もちをつき、Ｍ字開脚の形でパンツ丸見え状態である。

　そのあまりの不自然さ……ラブコメ現象としか思えない。少女は挑発的な瞳ひとみで立ち上がり、

「ねえ、ゾクッとした？　ムラムラきた？　私ってかなり可愛かわいいほうでしょう？　一緒に回らない？」

「はあ!?」

　なんだか頭のネジが吹っ飛んでるような話をしてきた。もしかしたら、ラブコメ現象で操られている子なのかもしれない。

「ねえいいでしょう？　あなた一人じゃないの。一緒に回りましょうよ」

「……いや、その、先約があるので……」

　八平が彼女の横をすりぬけて、行こうとすると……肩をがっしと掴つかまれた。

「ねえ……私と回りましょう……？　体育館なんかに、行かせないわよ……」

　八平は恐怖を覚えた。何か、この人は、まずい。脱だつ兎とのごとく逃げ出し、角を曲がってすぐの空き教室に駆け込んだ。

　さっきの子が「待ってよ、もっと恥じらいがある方がいいの!?　それとも清せい楚そ系が好み!?」などと騒いでいる。

「八平……今のは何じゃろう？」

「わ、わからねえ……ラブコメ現象なのは間違いないと思うんだが……」

　ぶつかってパンツが見える、主人公補正……いろいろ考えられる。

「……でも八はつ平ぺい、さっきは嬉うれしかったぞ。先約があるからと断ってくれて……結構可愛かわいい子じゃったのに……」

「そんなの当たり前じゃないか」

　八平は、頬ほおを染める香か月づきをまっすぐに見て、

「あんな風にパンツ丸だしで来られたら、萌もえられるものも萌えられないよ」

「当たり前ってそういう事!?　じゃあパンチラだったら、一緒に行ってたのか!?」

「バカを言うな、香月！」

「は、八平……」

「それは――」

　ノーパンのお前に勝てる者など他ほかにいないからだ、で落とそうとした八平だが、香月に、

「そうか……そんなに強く否定してくれて、本当に嬉しいぞ！」

　キラキラした目で見つめられたので、八平は己の汚らわしさに絶望し、壁に頭をがんがん打ちつけた。

「うおっ!?　どうした八平!?」

「聞かないでくれ。しばらくこうさせてくれ」

「まあまあ、せっかくの文化祭じゃ。ノーパンの私と、楽しもうではないか」

「……」

　くく、と香月は口元を押さえている。どうやらさっきは、先手を打たれたらしい。

　見知らぬ女生徒とのアクシデントで、体育館に行く気がなくなってしまった。八平は適当に校舎を歩き、「手芸部」の展示がされている教室へ入る。

「……おお！」

　香月は子供のような声をあげて、教室の中央に展示されているものを見た。

　ウエディングドレス……のようである。素材はビーズなどを使ったものだが、手芸部が腕によりをかけて作ったのだろう。かなりの完成度だ。

　香月はマネキンの首の部分に顔をおいて、「ほれほれ、似合うか？」と聞いてきた。

　八平は気まずそうに、

「いや、顔と体のバランスが合ってないからな……なんかおかしいな」

「……そう、か……」

　香月はうつむいて、八平の隣に戻ってきた。彼はなんとか元気づけたいと思い、

「香月、俺おれいいアイデア思いついたぞ！　お前も、浴衣ゆかた以外の服を着れるかもしれない」

「ふむ？」

　弱々しく微笑ほほえみ、首をかしげる香月に、彼は言った。

「いいか、まずお前の体と全く同じ形のマネキンを、純度の高いガラスで作るんだ」

「ほほう」

「そのマネキンに服を着せる。そして……裸になったお前が、マネキンにぴったり重なるように立てば……」

「お、おお！　どんな服も着放題じゃな！」

「だろう？　厳密には、“〝着てるように見える”〟だが……」

「うん、いいアイデアじゃの……ありがとう八はつ平ぺい」

　むろん八平にそんなマネキンを作る技術はない。だが、香か月づきは自分を気遣った発想をしてくれることが嬉うれしかった。

　八平は言う。

「ただし、そのマネキンと同じ姿勢でいつづけないと、裸が見えてしまうが……それは我慢してくれ」

「……む、それくらいは……」

「俺おれも我慢するから」

「なにをじゃ!?」

「お前が裸になってマネキンと重なった瞬間、マネキンを全力で取り上げるのを」

「そんなことされたら、百年の恋も冷めるなっ！」



　香月は、八平の横で歩くように足を動かしながら、幸福に浸ひたっていた。

「のう八平よ、なんでたこ焼き屋に入ってはいかんのだ？」

「よく見てみろ」と八平は一―四で行われているたこ焼き屋の看板を指さす。そこには、“〝生きたタコをその場で捌さばきます”〟と書いてあった。

「香月、タコやイカはラブコメにおいて天敵なんだ。奴やつらはあの長い足を、女の子の服に突っ込んでしまうからな」

「ふむ、確かにそういう描写は多いのう」

「ゆえに俺がここに入ると、タコが女子に襲いかかる可能性がある」

　八平は遠くを見て悲しげに笑い、

「そんな大惨事にはできないからな……つらいところさ」

「あんまりカッコつかんの」

　だろうなあ、と八平が白い歯を見せたので、香月も微笑ほほえんだ。

　本当に彼は面白い。

　それにいつも……自分を寂しがらせないよう、少しでも快適に暮らせるよう、気を配ってくれる。

　八平がトイレに行ったので、香月は一―二に入ってみる。相変わらず客で賑にぎわっていた。

　自分が一人一人にあつらえた着物が……活気を生むのに一役買っている。

　香月は出ていく客に、「ありがとうございました」と言った。私が頑張ったものを見てくれてありがとう。クラスメイトたちも、着てくれてありがとう。

　八はつ平ぺいは、可能性を教えてくれた。

　自分も、世界とつながることができ……人を喜ばせることができるのだと。

（優勝したい、な……）

　あの華やかな表彰式で、二人で喜び合いたい。ひょっとしたら、私もクラスの一員のように……。

　そのとき、近くで注文待ちをしている女子が、何か話しているのが聞こえてきた。

「さっき、薩さつ摩ま君通りかかったね……彼、凄すごく頑張ってるね。私、ちょっとだけイイなって思うんだ」

　香か月づきは少しだけ焦りつつも、豊かな胸を張った。

（ふふん、八平には私がいる。残念だったな）

　もう一人の女子が、嘲ちよう笑しようを含んだ声で言う。確か、鈴すず音ねファンの一人だ。

「ええー……私はダメ。……知ってる？　彼って、登校初日、誰だれとも通話してないのに、携帯耳に当てて話してたんだって」

　香月は驚いて、その女子の顔を見た。違う。それは私と話すためのカムフラージュで……！

　鈴音ファンは含み笑いをしつつ、

「あと最近、空中眺めてニヤニヤしてたり、話しかけたり、絶対、変だよ」

「あ、そういえば、さっきちょっと窓の外見たら、校庭全力疾走してたよ。何往復も」

「え、なんで文化祭で……意味わかんない」

　香月は唇をふるわせた。

　最近……私は、なにをしていた？

　学校でも、「だーれだ」とか八平のそばで甘えて……与えられた仕事に夢中になって。

　最初のシフトの時、八平は周りの目もかえりみず、「変じゃない、変なわけないだろう」と言ってくれた。あれを見た男子が、噂うわさを広めたら……。

　きっと、こういう細かいことを積み重ねて、皆から引かれ、社会的に死んでいくのだ。

　もしも優勝したら……彼は表彰式において、全校生徒の前で喜びを爆発させるだろう。私に向けて――虚こ空くうに向かって。

（それはだめだ――）

　もう一度、距離感をはかり直さなくては。

　中学時代の二の舞はいけない。それを避けるために、八平は毎日努力をしているのではないか。

　八平が戻ってきた。携帯を耳に当てて、「おーい」と言っている。女子二人がクスクスと笑うのが聞こえた。

（私のために、八はつ平ぺいが……！）

　香か月づきは慌てて彼に近づいた。女子の視線が届かないところまでつれていく。

「周りの目を気にしてくれ」と言っても、彼は自分といることを選んでくれるだろう。今日は、文化祭なのだから。

　香月は必死で言葉を探し、微笑ほほえんだ。

「八平、すまぬが、私は一―二にいてもよいか？　仕事の成果を眺めていたいのじゃ」

「え……」

　目を伏せる八平に、香月の胸が痛むが、

「一緒に回らないとは……やはり俺おれを自室で全裸にしたいのか？」

「そっちかいっ!?」

「大変だな。部屋から出入りするたび服を着脱しなきゃならんのか……」

「そんな律儀に守らずとも……」

　香月はため息をついたあと……一―二から客が出てきたのを見て「ありがとうございました！」と言った。

　自分はここにいたいのだ、と思わせるために。

　先ほどのように……心から湧わき上がってきたものではなく、絞り出すように叫んだ。

　仕方ないな、と苦笑した八平に、佳よし乃のが駆け寄ってきて手をとった。

「薩さつ摩まさん、ここにいたのですか……霧きり子こ姉様は帰られたのですか？　だったら、一緒に回りましょうよ」

「でも……」と渋る八平に、香月は「よいぞ」と言ってから、客が一―二に入っていかないのに、八平の背中越しに「いらっしゃいませ！」と言った。

　八平はそれを見て、佳乃に言う。

「わかった。ただ、一―二からあまり離れられないけど……」

「ええ、屋上に行きたかったんですけど……だめですか？」

「ああ、屋上ならいいよ」

　屋上なら直線距離で範囲内だ。

　香月は、一―二の入り口に浮遊し、「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と繰り返す。

　万一八平が戻ってきたとき、心から自分はここにいたいのだ、と思わせるため、笑顔で。

　客も店員も、むろん一いち瞥べつもしない。

　それでも、香月はつづけた。

（帰ったら、しっかり話し合おう）

　八平が周りから変に思われないように、学校でのルールをしっかり決めよう。

　優勝しても、私は表彰式に出れないけれど……もう、充分に素晴らしい体験ができたから。

（そう……充分じゃ……）



　八はつ平ぺいは、佳よし乃のと適当に出店を冷やかしたあと、彼女が行きたいと言った屋上へ行った。

　佳乃は「んー、いつ来ても誰だれもいませんねえ」と伸びをしたあと、挑発的な顔で八平を見上げてくる。

「ところで、そろそろ、約束を履行してもらいましょうか」

　先日、八平は佳乃に朝のホームルームで「着物喫茶」の案を出すように依頼した。そして、できれば佳乃の家にある着物を貸してもらい、自分に女子が着るものを選ばせてくれとも。

　当然、佳乃は交換条件を要求してきた。彼女はその内容を言わず、怪しさ全開だったが、八平は受け入れざるをえなかった。香か月づきが全力を出せる場を用意したかったからだ。

　佳乃は、クククと笑みを浮かべ、

「私、ずっと楽しみにしてたんです……」

　八平は震え上がった。一体何をさせられるのか……一日奴ど隷れいとかじゃないだろうか。いや、それだけならまだいい……もしや……。

「薩さつ摩まさん、そんなにビクビクしなくとも……失礼な人ですね」

「今までの言動を振り返ってみなよ」

　佳乃は目を閉じ、己の左胸に手を当てた。

「なるほど、無理もありませんね」

「納得しちゃった！」

「大丈夫です、今回はホントに……その、お願いというのはですね、その、よしの、と」

「え？」

　佳乃は顔を真っ赤にして、小さな体をさらに縮こまらせた。両手の指を絡めあわせ、勇気を振り絞るように、

「……私のことを、これから、佳乃と呼んでいただけますか」

「……それだけ？」

　はい、とうなずいた佳乃だが、慌てて付け足す。

「あ、あと、これから薩摩さんのことを、八平さんと呼ばせてください！」

「……い、いいけど……本当に、それでいいの？　姉さんだったら、多分もっと凄すごいこと頼むぜ？」

「ほう、たとえば？」

「互いに脳だけの存在になって、永遠に水溶液に浸つかっていようと言われるだろうな」

「それはスゴいです！　ドン引きです!!」

「染そめ谷やさんにドン引きって言われる人と、一緒に住んでるのか俺おれは……」

　八はつ平ぺいは己の家庭環境に震え上がった。

　佳よし乃のは頬ほおを膨らませて、

「薩さつ摩まさん、呼び方が違いますよ」

「あ、ああ……けど、その、佳乃……、君だって、薩摩さんと呼んでるじゃないか」

　あら、と佳乃は口くち許もとを押さえ、上目遣いで、少し躊ちゆう躇ちよしてから、「は、はっぺいさん……」と言った。

　八平は心を撃ち抜かれ、中腰になり胸を押さえた。

「ぐっ……なんで君、肉にく奴ど隷れいとか口走るくせに、俺の名前呼ぶだけで恥ずかしがるんだよ……」

「か、かんちがいしないでくださいっ。そんな風に言えば、八平さんが萌もえるだろうなって思ったから、やっただけです。計算ですっ！」

「その言い訳もなんかクる！」

「あ、あと、おまけで一つだけいいですか？」

　佳乃が軽い感じで言ってきた。八平は流れ的に大したことないだろうと頷うなずいたが、

「ここで私を抱いてください」

「おまけなの!?」

　八平がそう言った直後、佳乃が胸に飛び込んできた。頬をすり寄せてきて、

「八平さん、温かい……」

「よ、佳乃……」

「まだ、ほのかに温かい……」

「俺、死体なの!?」

　まだ、殺されてからそれほど経たってないような。

　八平は突っ込みつつも、いろいろ骨を折ってくれた佳乃の小さな背を抱いた。

　俺は……好きな子のために、自分に好意を寄せてくれる子を、利用した……ごめん、と思ったそのとき、

「……!?」

　視線を感じ、振り返った。相変わらず屋上には誰だれもいないが……。

（これって、ラブコメだと大体、抱き合ってるところ見られたってパターンだよな……）

　もしかして、香か月づきが……？

　動揺する八平から佳乃は離れ、微笑ほほえんだ。

「八平さんって、好きな人いるんですよね？　それは私じゃない……そうでしょう？」

「……うん」

　八平は真剣に答えた。

「わかってます……でも私、負けません」

「……」

「万まん石ごく浦うらさんに」

「……ん？」

　そう言って、佳よし乃のは屋上入り口に駆けていく。

「ま、待ってくれ！」

「止めないでください。こういうときは、女を一人にするのがマナーです」

「いや、マナーとかじゃなくて、間違いを正したいだけだ！」

「間違いを正したいのは私の方です。私、霧きり子こ姉様、それに……に、迫られて落ちないなど、男だん色しよくしか考えられませんから」

　最後の一人の名前は、聞き取れなかった。

「違う……そうじゃない！　万石浦じゃないんだ！」

「え、もしかして、私ですか？　だったらここで抱いてください」

「さっきとは明らかに意味が違うよねえ！」

　めんどくさいやりとりをしつつ、二人で教室に戻った。



    

  
    
      
七章



　三シフト目の時間がきて、八はつ平ぺいは佳乃と一緒に一―二に戻った。

「いらっしゃいませ！　……おお、八平か」

　笑顔で迎えてくれた香か月づきから、思わず目をそらしてしまう。

（……さっき抱き合ってるところ、見られたんじゃ……）

　でも、浮気じゃないし……第一いつもの彼女なら、烈火のごとく怒るはずだ。

　大丈夫！　見られてない！　と八平は振り切りつつ、教室を見回した。

「あれ？　お客さんが少ない……」

　一シフト目の活気は微み塵じんもなかった。佳乃が言う。

「たぶん生徒会の劇のせいでは？　三時からの公演に、皆行ってしまったようですね」

　ここまでとは……予想はしていたが、その威力を目の当たりにして暗然としたものの、

「とにかく、できることをしよう。人員が余っているから宣伝に回すんだ。そして、最終決戦兵器を出そう」

「つ、ついに、解き放つのですか……」

　万石浦ヒカル……奴やつを女装させるのだ。

　おそらく嫌がるだろうが、そこは八はつ平ぺいも交渉のカードを用意している。

　霧きり子こがこねたハンバーグを、家に招待して食わせる。

　それをちらつかせれば、渋々承諾するだろう、と思ったが……。

「一年二組、着物喫茶でーす！」

　万まん石ごく浦うらは、例の短い着物と、ニーソックス姿で元気にビラを配っていた。

　その快活美少女っぷりに、皆どぎまぎしながらビラを受け取る。ビラには割引クーポンもついている。少しでも客足が増えてくれればいいのだが……。

　万石浦が屈託なく笑って、八平を見上げてきた。

「八平、女装って楽しいね！　ボク、やみつきになっちゃうかも……」

　八平は、その可か憐れんさにたじろいだ。香か月づき、お前はこいつの運命を大きく変えたのかもしれんぞ……。

　万石浦はくすくす笑って、

「あは、八平ったら、可愛かわいい！」

「うるさい、可愛いのはお前だ！」

「な、なにをいうんだよお……」

　万石浦は細い指で八平の胸をいじり、「あ、すごい筋肉なんだね……細身なのに……」と熱のこもった吐息を漏らす。

　八平が言葉を失っていると、佳よし乃のに足を軽く踏まれた。

（これは、香月にも怒られるな……）

　と思ったが、彼女は憂うれいを帯びた笑顔で、

「八平、大事な話があるのじゃが……今は人がいるから、あとでな」

　ぼそっと言って、離れていった。

　も、もしかして、屋上のこと見てて、マジで怒ってるからあんな感じなのだろうか。

　八平はおののきながらも、校舎内を見てため息をついた。

「人自体が、少ないな……」

　やはり皆、劇を見に体育館に行っているのだろう。

「しかし、なんで今更シンデレラでここまで盛り上がるんだ……？」

　八平の疑問に、佳乃が答える。

「去年、会長さんの王子役も大好評だったのですが……それ以上に大変な反響だったのが、シンデレラ役の美しさだったそうです」

「へえ、生徒会って、会長以外にもそんな美人がいたんだ」

　佳乃と、なぜか万石浦がムスっとする。

「……まあいいです。去年、あのシンデレラは誰だれだと随分話題になったらしいのですが……おそらく、書記の魅み剣つるぎ柚ゆず姫きさんではないかと言われています。そういえばあの人、一シフト目の時うちのクラス覗のぞき込んでましたね」

　八はつ平ぺいは、へえ魅み剣つるぎさん来てたのか。しかしそんな美人なのに、残念な性癖持ってるんだなあ……と思った。佳よし乃のが続ける。

「生徒会の劇は、写真撮影が絶対禁止。それゆえ噂うわさが噂を呼び……これほどの人気になっているのです」

「なるほど。でも、あの魅剣さんって、そんなにモテてるようには見えないけれど……」

「魅剣さんのそばに、ずっと付き従っている人がいるでしょう？　長は谷せ部べ忍しのぶさん。本気で魅剣さんを愛していて……彼女に近づく男をあらゆる手段で抹殺するのです。おそらく、北きた見み会長と同クラスの戦闘力を持っているでしょう」

「マジで!?　そんなに強いの……？」

　魅剣さんに近づくどころか、一緒にトイレに入ったんですけど。

　だが、今のところ何もない。もしかしたら、魅剣さんが黙っていてくれたのかもしれない……八平はそう解釈した。

　体育館の方から、大きな拍手が聞こえる。劇が終わったのだろう。出てくる人にビラを配れば、帰る前に寄っていってくれるかもしれない。

　八平たちは、体育館入り口に駆け、客に「一年二組、着物喫茶です、お願いしまーす！」と言ってビラを差し出すも……受け取ってくれる人はほとんどいない。

　おそらく、劇の余韻を残したまま帰りたいのだろう。「よかったねえ」などと言い合いながら、投票を行い……そのまま帰路についてゆく。

　電光掲示板を見れば、生徒会チームの得票数が恐ろしい勢いで上昇していく。

　なんと、たった一度の公演で、一―二の六割強にまで達した。依然一―二はトップだが……二回目の公演で、確実に抜かれる。

　八平も香か月づきも、佳乃も万まん石ごく浦うらも、呆ぼう然ぜんとした。

　あんなに皆、頑張ったのに……こんなにあっさりと、追いつかれようとしている。

　香月のコーディネートも、佳乃の礼儀作法の伝授も、八平のコーヒーも、全くの無駄だったのか？

（……）

　八平は大きく深呼吸し……屈しかけた時にいつも反はん芻すうする、胸に刻んだ言葉を思い出す。

（……どんな困難に直面しようとも、私には……）

　だが、その時脳裏に浮かんだのは、本で知ったキング牧師ではなく……香月の姿だった。

　夜中一人で着物の組み合わせを考え、スイカを真剣なまなざしで選び、温度計を凝視し、客に対して声が届かなくても感謝の挨あい拶さつをしていた彼女。

　実体を持たず、八平以外の誰だれにも認識されなくとも、香月は最善を尽くしていた。

（……そうだよな）

　こんな困難など、香か月づきのそれに比べれば全く大したことはない！

　空を見てみれば、午前は見えなかった太陽が顔を出している……太陽。

　気温が、上がってきている。朝から天気だという予報は外れ、午前は肌寒かった。おかげで、昨日仕込んでおいたアイスコーヒーはまだまだ残っている。八はつ平ぺいは言った。

「佳よし乃の、支店を出そうぜ。着物喫茶、校庭支店だ」

「まだ、もがきますか……八平さん」

　ニヤリと笑う佳乃に、八平も笑い返した。

「きっと、今から来るお客さんは、ほとんどが生徒会の劇目当てだろう。その流れは止められない。彼らにコーヒーを激安で売る。万まん石ごく浦うらは、紙コップに短い宣伝文を書いてくれ。お客さんの何分の一かでも……俺おれたちに投票してくれるように」

　万石浦が不安そうに、

「でも、それで、勝てるの？」

「わからない。でも、これ以上の手段が見当たらないんだ」

　八平は、以前香月が消えたときに、人間大砲を使って連れ戻そうとした。

　逆バンジーという、簡単な手段には気づかず……だがその無謀さは香月の心を撃ち、戻ってくる決意をさせた。

（俺は、頭がよくない。何か、もっとすばらしい策があるのかもしれないけど……今はこれしか思いつかない）

　佳乃が言う。

「では、それでいきましょう。私は、教室にいる余剰人員をかきあつめ、つれてきます。万石浦さんは宣伝文を」

　八平は、家庭科室からアイスコーヒーをとってくるべく、駆けだした。離れていた香月だが、八平の前を飛びラブコメ現象の警戒をしてくれる。

　彼女が何か聞きたそうな様子だったので、八平は携帯を耳を当てた。

「八平……そんなに優勝して、表彰式に出たいのか？」

　校舎に入り、階段を駆け上がる。

「ああ。でも、それだけじゃない」

　俺は……こんな風に、みんなで何かを頑張ることに、あこがれていた。ラブコメ現象で野球を失い……いつも、一人で体を鍛え続けてきたから。

　それに……。

「最後まで最善を尽くしたいんだ」

　香月は、実体がないことに負けず、できることを懸命に探し続けていた。

　彼氏の俺が、そう簡単に膝ひざを折るわけにいかないじゃないか。だからきっと、こうしてもがいているんだ。

　四階の家庭科室へ到着。大きな冷蔵庫から二リットルのペットボトルを六つ抱え、再び校庭へ戻った。

　万まん石ごく浦うらは、百五十個ほど用意した紙コップに、すさまじい速さで簡単な宣伝文を書いている。見た目は美少女が書いているため人が集まってきていた。

　八はつ平ぺいは、彼から受け取ったコップにアイスコーヒーを注ぎ、「一年二組の着物喫茶です。劇のお供にどうぞ。よろしければ投票してください」と言って、赤字が出ない程度の金を受け取る。暑くなってきたのが追い風となり、次々に売れていく。

　八平は家庭科室から残りのアイスコーヒーも運び、足りない分はドリップ器具を教室から持ってきて淹いれ、氷で冷やした。

　だが、人手が足りない。佳よし乃のがつれてきた三シフト目の余剰人員だけでは絶対的に……。

　しかし、次第に一、二シフト目に働いていたクラスメイトたちが集まってきて、その義務はないにもかかわらず手伝い始めた。八平を白眼視していた、鈴すず音ねのファンたちも。

「八平……」

　香か月づきは、両手を胸の前で合わせた。八平は、うん、とうなずく。

　クラスが一丸となっている。みんなで頑張っている。中学時代の野球部のように……。



　コーヒーは配り終えた。売り切れである。

　できることは、もうない。投票結果を待つだけだ。

　八平は片づけを行ったあと、香月と体育館入り口に向かい、劇の様子をうかがおうとしたが……生徒会の女子に行く手をふせがれた。

「入場券のない人は立ち入り禁止です……もっとも薩さつ摩ま八平、あなたは、それを持っていても入れませんが」

「……そうすか」

　八平は、せめて歓声でも聞こうと体育館沿いにトボトボ歩いた。

「八平……さっき言った大事な話をしよう。携帯を耳に当てておくれ」

　真剣な声色に振り返ると、香月がまっすぐにこちらを見ていた。

（……う、これは屋上のこと、絶対にバレてる……！）

　でも、話せばわかってくれるはずだ、そう思い口を開こうとしたとき、香月は、

「すまぬが……私は、もし優勝しても、お前と表彰式には出られぬ」

「……え……」

　確かに、後ろめたいことはしたけれど……少しは話を聞いてくれてもいいじゃないか。

「なんでだよ、俺おれ、お前と一緒に喜び合いたいのに……！」

「八平、あの、落ち着いて……私たちは、しっかりと距離感について考えなければならぬ」

　距離感……浮気を見たから、距離をとるってことか？　なんでだ、なんで弁解の機会もくれないんだ。

「香か月づき、話を聞いてくれ。確かに俺おれは佳よし乃のと抱き合ったけど――」

　彼女が驚きに目を見開いたとき、

「うあああああ!!　駄目ええぇぇぇえええ!!」

　もの凄すごい勢いで、校舎の方から二十代前半くらいの女性が走ってきた。イカ焼きを口にくわえ、手には焼きそばを持っている。小柄な人だが……その力は、まるで猛牛のごとし。強烈なショルダー・タックルをくらい、八はつ平ぺいは一メートルほど吹っ飛ばされた。

「……な……!?」

　後頭部を体育館の壁に打ちつけ、一瞬意識が飛び、前のめりに倒れ込む。

「は、八平、八平、大丈夫か!?」

　香月の声で我に返ると……八平の額ひたいは、女性の右手に支えられていた。彼女は尻しり餅もちをつき、パンツをわずかに見せている。

　八平は慌てて飛びすさり、女性を観察した。ＯＬのようなスーツを着ており、背中まで届く黒髪。ぱっと見は清せい楚そな美人だが……全く見覚えのない人だ。パンツが見えていることに気づいたのか、「きゃっ」とスカートを押さえた。もしかしてラブコメ現象なのか？

　女性は豹ひようのような俊敏さで起き上がる。全く怪け我がはないようだ。八平を底冷えする目で見つめてきて、

「もう……気をつけなきゃだめでしょう？」

「いえ、その、あなたからぶつかって……!?」

「尻餅ついちゃったじゃない」

「俺、意識飛んだんですが……」

「保健室に連れていってね。私の雰囲気、凄く好みでしょ？　いいこと……してあげるかも……いやん！　私ったら！」

「俺の話、聞いてます!?」

　八平の二の腕を、女性は恐ろしい力でつかんできた。

　この人は……なんだか怖い。保健室に行くと、何をされるかわからない。そんな気がする。

　ここは逃げの一手だ。足には自信がある。八平は女性の手をふりほどき、体育館に沿ってダッシュした。

「あ、逃げるな、私のことを保健室に連れていきなさい！」

　そんなことを言う人が、猛スピードで追いかけてくる。

「八平、右にステップ！」

　香月の声が聞こえた。彼女を信じ、言われたとおりにすると……今まで八平が駆けていた所に、女性は凄く綺き麗れいな跳とび蹴げりをかましてきた。ずざざざ、と砂煙をあげて着地し、

「な……まさか、かわすなんて……！　どうやら手加減はいらないようね！　手荒なこと絶対するなって言われたけど、いいか！」

　蹴けりかましてから言うなよ……と八はつ平ぺいは突っ込みながら、駆け続ける。なに？　なんで俺おれ、見知らぬ女性に襲われてるの？

　体育館に沿って右に曲がると、小さな窓があった。祈るような気持ちで触さわると、カギが開いている。窓枠に手をかけ、飛び込んだ。

　中は体育倉庫だ。八平は跳び箱の一段目を開け、中に入り、ふたをした。

「ぐ……頭痛いてえ……」

　コンクリートに打ちつけて、すぐに走ったせいだろうか。ずきずきと痛む。

「八平！　どこじゃ!?」

　香か月づきの声が、遠くから聞こえてくるが……声を出すわけにはいかない。あの女性に、気づかれてしまう。

（しかしさっきの、ラブコメ現象だよな……）

　ぶつかってパンツが見える、だろうか？　一日二回、あんなハプニングが起こるなんてそれ以外考えられない。いや、二人とも俺を誘惑するようなことを言っていたから、万一で“〝主人公補正”〟かもしれないが。

　いずれにしても……今日の分は、終わったのだ。

「八平さん……八平さん？」

　佳よし乃のの声がする。跳び箱の隙すき間まから覗のぞき見ると、窓から彼女が入ってくるのが見えた。

「どうしたのですか!?　追いかけられていましたが」

「いや、わけわかんないんだよ。いきなりぶつかって来てさ……悪いけど、さっきの人、窓の外にいないか確認してくれないか」

　佳乃は窓から顔を出し、左右を確認して「大丈夫です」と言った。

　八平は佳乃に礼を言い、跳び箱から出てホコリを払った。



　魅み剣つるぎ柚ゆず姫きは、冷めた気持ちでシンデレラの役をこなしていた。

　リボンを外し、前髪を開いた自分に、客が熱い視線を送ってくるが、どうでもいい。

　鈴すず音ねのことは好きだから、仕事はこなすけれど……。

　舞台は終盤。王子役の鈴音が、ガラスの靴で探し出したシンデレラを城に迎えるシーンだ。「いつまでも、幸せに暮らしました」で終わるところ。

　鈴音が、女の自分から見ても、ほれぼれする演技で愛を語ってくる。

「シンデレラ、私と結婚してくださいますか」

　もちろんです、と答えようとした瞬間……。

　こちらへ、浴衣ゆかたを着た、濡ぬれ羽ば色いろの髪の少女が飛んでくる。

「……あ……ああ」

　柚ゆず姫きは唇をわななかせた。

　なぜ。

　なぜここにいる！

　忍しのぶの奴やつ、失敗した！　変装して薩さつ摩ま八はつ平ぺいを常にマークし、体育館に近づいたら妨害する……その仕事を！

　香か月づきと目が合う。

　その顔は……三年前の自分と、全く同じだった。

（み、見られた……！）

　柚姫は、身をひるがえして、舞台から降り、客席を駆けぬけ、体育館から飛び出した。



　香月は、魅み剣つるぎ柚姫の素顔を見たが、特別な感慨は抱かなかった。ただ、とんでもない美人だとは思ったけれど……。

　当然だ……香月は、自分自身の顔を知らない。鏡にも、水面にも映らないのだから。

　自分が見えたから逃げたのだ、とも思わない。彼女は、すでに八平以外の人間から認識されることを諦あきらめている。何度も何度も、そういう期待を破られてきたから。

　香月は“〝壁”〟沿いに一度一周し、中心点に向かって飛ひ翔しようした。そこに八平がいるはず。



    

  
    
      



    

  
    
      　コンクリートの壁を通り抜けると、マットなどが雑然と置かれていた。どうやら体育倉庫らしいが……そこに八はつ平ぺいと佳よし乃のが、一緒にいた。

“〝佳乃と抱き合ってたからって――”〟

　さっき八平は、そう言った。二シフト目の最後、彼は佳乃と屋上に行ったが、その時に何か……？

「助かったよ。染そめ谷やさん」

「むー、八平さん、また染谷って」

「……ご、ごめん佳乃……」

（……な、名前で、呼びあっておる……）

　屋上に行く前は、名字だったのに。

（八平……）

　うつむく彼女に、主役が消えてしまった体育館の混乱が聞こえてくる。

　鈴すず音ねのアドリブで、なんとかオチをつけたようだが……さすがに、本筋に期待していた客を満足させることはできず、生徒会チームは、この公演であまり票を伸ばせなかった。

　最後まで粘り続けた、八平のクラスの勝利である。



    

  
    
      
八章



　一―二では、生徒たちが勝利の喜びに浸ひたっていた。

　八平は、佳乃と万まん石ごく浦うらほか数名の生徒に囲まれていた。香か月づきと話したいけれど、席を立つタイミングがつかめない。

　それに、彼女に対して少し腹を立ててもいた。

　こっちにだって言い分がある。それなのに、一方的に表彰式に出ないなんて……。

（……でも）

　誤解を解いて、一緒に喜び合いたい。

（もう少ししたら、トイレ行くフリして香月と話そう……、……っ！）

　先ほどから、断続的に頭が痛む。佳乃が心配そうに見てくるが、

「大丈夫だ。ちょっと疲れただけだよ」

　言えば、保健室に連れていかれ、表彰式に出ることができなくなるだろう。

　彼がそう思っていると、教室がざわついた。

「き、北きた見み会長！」

　生徒会チームがやってきたのだ。その先頭に立つ鈴音は、皆の視線に少しも臆おくさず、

「いや、負けたな。よかったら、評判のコーヒーを私にも飲ませてもらえないだろうか。まだ残っているかな？」

　佳よし乃のが、気け圧おされたようにうなずいたあと……八はつ平ぺいに、にこりと微笑ほほえんで、

「まだ、予備のコーヒーがあります……八平さん、お願いします」

　八平は、気合いを入れて立ち上がり、最後のコーヒーを淹いれ始めた。四つをおぼんに乗せ、佳乃に渡そうとしたが、彼女は、

「いえ、これは八平さんです。勝利にもっとも貢献したのは、あなたです。勝利の証あかしとして……あなたが置いてください」

　二番目は私ですがね、と佳乃は笑った。

　八平は、生徒会メンバー一人一人に、コーヒーを置いていく。鈴すず音ねの件を根に持っており、睨にらみつけてくる者もいる。

「会長、どうぞ」

「うん。ありがとう。いい香りだ」

　そのとき、八平の足が勝手に動き出した。鍛えぬいてきた彼も、ダメージ、疲れ、そして油断から、もはや制御する力は残っていなかった。

（え……、嘘うそだろ!?　今日の分、終わってるんじゃないのか!?）

　鈴音へ向かって、倒れ込む。コーヒーをかけることはまぬがれたが、彼女を押し倒し、舞い上がったスカートの中に顔を突っ込んでしまった。

　八平は、慌てて飛びすさった。今日のラブコメ現象も、これだったのだ……一回目は、さっき体育館裏で吹っ飛ばされ、意識を失いかけたとき！

　あのとき、女性は倒れこんだ八平を支えたのではない。

　股こ間かんに向かってきた彼から、身を守ったのだ。

　生徒会メンバーが叫ぶ。

「は、反則……反則です！」

　懐から、生徒手帳を取り出し、ルールを確認する。

「文化祭開催日、学生としてあるまじき行為を行った者がいるクラス……二十ポイントの減点に処す。これで、我が生徒会チームの勝利です！」

　水を打ったように、教室が静まり返る。佳乃と万まん石ごく浦うらは、呆ぼう然ぜんとしていた。

　鈴音が、「減点は待ってくれ」と生徒会メンバーに言ったが、

「会長、規則は守らねばなりません。あなたが薩さつ摩ま八平にこういうことをされたのは、三度目。偶然と言い張るおつもりですか？　彼と仲がいいからといって、手心を加えるのですか？」

　ぐ……と鈴音は唸うなり、顔を伏せる。

　八平は皆を見回し、うめくように言った。

「違うんだ。俺おれは頭を打って…だから、ふらついて………」

　生徒会メンバーも、鈴すず音ねのファン達も、ゴミでも見るような視線を送ってくる。それは……野球部を辞めさせられたときに向けられた侮ぶ蔑べつのまなざしと、まったく同じで……。

「……！」

　八はつ平ぺいは教室を飛び出した。

　後ろから佳よし乃のの声が聞こえてくる。合わす顔がなく、彼は近くの理科室に隠れ、彼女をやりすごし、ふらふらと幽鬼のように歩き続け……いつのまにか、真っ暗な屋上で膝ひざを抱えて座っていた。

　一度佳乃から着信があったが、何を話せばいいのかわからず、携帯の電源を切っている。

　何分ほど経たったのだろう。遠くから、体育館での表彰式の音が聞こえる。その模様を校内放送しているらしいが、屋上にはスピーカーがないため、よく聞こえない。

（香か月づき、お前とあそこに行きたかった……）

　彼女だけじゃない。佳乃、万まん石ごく浦うら……他ほかのみんな。あんなに頑張ってくれたのに、俺はそれをすべてぶち壊してしまった。

“〝おまえがいるだけで、出場停止になるんだよ、この性犯罪者が!!”〟

「……ぎ……」

　閉じこめていた記憶が、再びよみがえる。だめだ、この状態はだめだ。

（……今日も、明日も、多くの困難に直面するだろうが、私には夢が……）

　何度も自分を鼓舞してくれた言葉も、全く心に火をつけてくれない。

「……う、くっ……!!」

　右手を、コンクリートに打ちつける。

　まるで痛みを感じない。何度も、何度やっても……。

「や、やめるんじゃ、八平！」

　八平が顔をあげると、目の前に香月がいた。「ああ……！」と悲痛な顔をして、彼の右手を両手で包んでいる。

（あのときと……そっくりだ）

　二年前、野球部をやめさせられ、香月に「死ね、消えろ！」などと言った時と。思えば、あのときみたいな泣き顔じゃなく――喜んだ顔を見たいから、今回いろいろ頑張ったのに。

　八平は目を何度もぬぐって、再び膝に顔をうずめた。

「ごめんな」

「なぜ謝るのだ……？」

「俺は、お前をあそこに連れていけなかった。おまえの頑張りも、なにもかも、ぶち壊しちまった」

「……八平、私を見て」

「……」

「お願いじゃ、私を……」

　八はつ平ぺいは、もう一度目をぬぐい、香か月づきを見た。彼女は、八平が差し出した右手を、その大きな胸の中に入れていた。

「何も壊れてはいない。おまえ以外誰だれにも認識されない私に、頑張る機会をくれた。私でも、人を喜ばせることができるのだと、わからせてくれた。その充実感も、お前の優しさも……」

　香月は己の胸を見て、

「私のここに、永遠に残るから。ありがとう八平。私には優勝など、いらない――」

　八平は、思わず香月の頬ほおに左手を伸ばした。香月は頬と右手でそれを挟んでくれる。触ふれることができなくても、彼女の温かさが伝わってくる気がした。

　こんな俺おれでも、香月に何かを渡せたのだろうか。

　二年前より、前に進めたのだろうか。

「……でも、俺は……みんなの頑張りを、無駄に……合わせる顔がねえ……」

「じゃあ私が、皆がどう思ってるか、聞いてくる！　きっとお前の杞き憂ゆうじゃ！　いいか、ここにいるんじゃぞ！」



　香月は、一―二に向けて、飛ひ翔しようした。

　八平が佳よし乃のと抱き合っていたということも、名前で呼びあっていたことも全すべて意識の外に置き……ただ祈りながら、天井を、誰もいない教室を、床を通り抜ける。

（頼む。八平はあれほど頑張ったんじゃ。皆、それを認めてくれ。温かく迎えてくれ――）

　一―二に入る。スピーカーから、表彰式の模様が聞こえてくる。

　教室の空気は、重かった。

　佳乃と万まん石ごく浦うらがいる八平擁護派、鈴すず音ねファンを中心にした弾劾派、二つに別れ、三：‥一ほどの割合のようだ。

　佳乃が言う。

「ですから、八平さんは先ほど、体調がおかしかったのです。しきりに頭を押さえていましたし……」

　鈴音ファンのリーダー格が言う。

「だからって、転んでパンツに向けて倒れ込む？　しかも鈴音姉様にああいうことをしたの、三回目らしいじゃない」

「……そ、それは……」

「あーあ、せっかく私たち頑張ったのに、ハワイ旅行、これでおじゃんじゃないの」

　佳乃は、キッとその子を睨にらみつけた。

「あなたより、八はつ平ぺいさんの方が、何倍も頑張っています！　好評だったコーヒーの味だって、着物の組み合わせだって――」

　それは、佳よし乃のらしからぬミスだった。リーダー格は、

「着物？　着物の組み合わせって？」

「……それは……各自にどの着物を合わせるかは、私ではなく、八平さんが考えたということです」

「……染そめ谷やさんを隠かくれ蓑みのにしてたの？　男で異様にそういうの詳しいのって、気持ち悪いよ。よっぽど、私たちをじろじろ観察したんだろうね。万まん石ごく浦うら君には、女装までさせて……」

　香か月づきは、届かぬ事はわかっていても、叫んだ。

「違う！　着物の組み合わせを考えたのは、私じゃ！　八平は、お前をそんな目で見てはいない！」

　まさか自分の努力が、八平に刃やいばとなって向かうとは夢にも思わなかった。

「薩さつ摩ま君のお姉さん、スゴい美人だったじゃない。しかも彼にベタぼれだったみたいだし……どんな生活してるのかしらね」

「霧きり子こが今、いったい何の関係がある！　おのれ貴様……！」

　香月は髪を逆立て、女子に殴りかかった。幾度も打ち据えるが、むろん何の反応もない。

（……あ……あ）

　何もできない。

　自分でも、できることがある。それを教えてくれた彼のために、何も……。

　その時……教室のスピーカーが、鈴すず音ねの声を伝えた。思わず、教室の誰だれもが耳をそばだてる。

　どうやら、放送部が体育館のステージでインタビューしているらしい。

『北きた見み会長、生徒会チームの二連覇、おめでとうございます』

『ありがとう』

　鈴音は、生徒会メンバーと、投票してくれた人への感謝を述べた。

『ありがとうございました』と放送部が離れようとすると……。

『ちょっとマイク貸してくれるか……すまない』

　鈴音がマイクをとったらしい。体育館が、ざわついている。

『今回、我々は本来ならば負けていた。だが、一人の生徒が私に……その、ルール違反の行為をしたため、このような形となった』

　もう学校中に、八平の噂うわさは広がっているのだろう。

『中には、その生徒を責める者もいるときく。絶対にやめてほしい。私が知るその生徒は……とても誠実だ。立場上罰したが、きっと何か事情があったに違いない』

　教室がざわめいた。佳よし乃のと万まん石ごく浦うらが喜んでいる。鈴すず音ねのファンは、「そんな……」と裏切られたような表情だ。

　香か月づきは、ざまあみろと思ったあと、感謝の言葉を叫んだ。

「鈴音……！　ありがとう、ありがとう……!!」

　放送部がマイクを奪い返したらしい。鈴音に質問をぶつける。

『でも、北きた見み会長が、その生徒にああいうことをされたのは三回目ですよね!?　さすがに偶然とはいいがたいと思いますが』

『……む、それは確かにそうだが……たとえ……故意でも……問題はない』

『え!?』

『…………、これを言ったら……いや……』

　鈴音の呟つぶやきを、マイクが拾っている。

　彼女は意を決したように、とうとうと話し出した。

『ああいうことをされた、当事者の私が、いやがっていないんだ……誤解するな。八はつ平ぺい君以外の人があんなことをしたら、再起不能になるほど殴る』

　いつのまにか、八平という名を出している。彼女は叫んだ。

『私は薩さつ摩ま八平君が好きだ!!　彼になら何をされてもかまわない!!　八平君に文句を言う者は、この北見鈴音が相手になる!!』

　おおおおおおおおっ!!　と体育館の歓声が聞こえる。対して、一年二組の教室は……。

「す、すげえ……薩摩の奴やつ、あの会長を落としたのか!?」

　彼に対する、賞賛の声が男子からあがる。それほどに、鈴音は高たか嶺ねの花だったのだ。

　調子のいいもので、文化祭、八平がどれだけ頑張っていたかの証言が、次々に出始める。

　空気が変わった。ファンの面々は、呆ぼう然ぜんとしている。

　これなら……八平が戻ってきても、むしろ羨せん望ぼうのまなざしで見られるだろう。

「よかったの……八平……」

　香月は、そう言いながらも、自分の表情がひどく暗いことに気づいていた。

　鈴音が……あんなに綺き麗れいで優しく、素直な子が。

　全校生徒に、自分の思いを知らしめた。

（八平を救ったのは、結局鈴音じゃった……）

　自分は勝ち目があるのか？　彼は心変わりしないだろうか？

　香月は首を大きく振って、その考えを吹き飛ばし、屋上へ飛ひ翔しようした。

　今は考えるな。ただ……膝ひざを抱えて待っている、彼のもとへ。



    

  
    
      
エピローグ



「香か月づき……どうだった？」

　香月が屋上へ戻ると、八はつ平ぺいが不安げなまなざしで見つめてきた。

「……大丈夫じゃ。お前のことを、温かく迎えてくれる。絶対じゃ」

「そ、そうか……ありがとう、香月……」

　私の力ではない。そう香月は思いつつ、

「佳よし乃のによく礼を言っておくといい。お前のことを必死でかばっていたから」

「……あの、香月、俺おれ、佳乃と抱き合って……」

　……忘れていた。

　膝ひざを抱えた彼を見つけた瞬間、頭から吹っ飛んでいた。

「……どうして抱き合ったのじゃ？」

「理由は言わない。でも、お前が好きだから浮気はしてないぞ」

　先ほどの教室でのやりとりを思い返すと、やはり八平は佳乃と取引をしていて、その代償として抱きしめたのだろうか？　それを言い訳にするのは、佳乃に申し訳ないと思っているのだろうか？

（……いや、よいか）

　彼の心を信じよう。私のために部屋を考える場に変え、誰だれにも届かない挨あい拶さつを「変じゃない。変なわけないだろう」と言ってくれた真まっ直すぐなまなざしを。

　鈴すず音ねも参戦し、いつだって自分は不安だけれど……八平の言葉を、好きだと言ってくれた今を信じる。

　八平は立ち上がって、

「……教室に行ってみんなに謝るよ。あと、会長にも」

「……鈴音に……」

「それから病院だな。もうそれほど痛くないけど、一応みてもらおう」

　香月は、八平に頭痛のことを教えられ、おろおろした。彼の頭をあらゆる角度から見て、

「だ、大丈夫か？　ふらつきはせぬか？」

　彼女がそう言ったとき、遠くからかすかに、ゆるやかなクラシックが聞こえてきた。

　校庭を見下ろすと、キャンプファイヤーに火が入っており、その周りで生徒たちが踊っている。

「香月、俺たちも踊ろう」

「でも、お前、早く病院に……」

「一曲だけでいいから、頼むよ」

　何度も拝む八はつ平ぺいに、香か月づきは渋々うなずいた。

「しかし、ここでは音楽がよく聞こえんが……」

　心配するな、と八平は携帯を取り出した。

「よくわからないクラシックより、好きな歌で踊ろう」

　電源を入れる。ダウンロードした曲で踊ろうというのだろう。

「ほら、お前の好きな――」

　八平はそこまで言って、動きを止めた。香月が覗のぞき込むと、多くの着信履歴と、留守録、メールがあった。

　佳よし乃の、鈴すず音ね、霧きり子こ……それに万まん石ごく浦うらからも。

　メールを見ると、事情を知らない霧子以外は八平を心配するものばかりだった。

　八平は、数秒間目を伏せたあと、香月の頭に手をのせてきた。

「俺おれ、まだここでがんばるよ」

「うん――」

　八平が曲を鳴らす。香月が好きなアニメ「超絶合金エヴォルシオン」のＥＤテーマだ。

　八平は香月から自分がよく見えるよう、携帯のライトもＯＮにした。

　八平がぎこちなく手足を動かした。香月はそれに合わせる。ゆったりした曲だが――笑えるほど合わない。

　だけど……今まで培つちかってきた阿あ吽うんの呼吸で、少しずつリズムを合わせてゆく。香月がくるりと回る。黒髪が跳ねる。彼女が左手を差し出すと、八平の左手がぴたりと重なり、指と指がからまる。

「おお、なんか形になってきたんじゃね!?」

　八平がはじけるように笑った。香月はそれを見て微笑ほほえみ、鳴らないステップを踏む。

（そういえば、この歌、八平が……）

　カラオケに行った日、「また聞きたい」と言ってくれた歌だ。さっき、私は八平を守るために何もできなかった……だから、せめて……！

　香月はありったけの心を込めて、歌いはじめた。



　そこから離れた、屋上の片隅で……魅み剣つるぎ柚ゆず姫きは、踊る二人を見つめていた。傍かたわらの忍しのぶが、ささやいてくる。

「柚姫様、あいつ、何やってるんでしょうね？　狂ってるんでしょうか？」

「……黙りなさい。彼を侮辱するな」

　柚姫は本気で怒りを覚え、忍を叱しかった。

　耳をすませて、八平にだけ向けられた香月の歌を聞く。

（香月……あなたは私の……それなのに……）

　自分には、こんな優しい歌はうたえない。あんな表情もできない。私よりずっと、香か月づきは過酷な運命を背負っているはずなのに……。

　柚ゆず姫きは魅み入いられたように、二人を見続けた。

　音楽が終わる。八はつ平ぺいと香月は、手と手を合わせて、しばしの間見つめあった。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。「社会的には死んでも君を！」二巻を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　えー、何を書きましょうか。

　よく知りませんが、ＭＦ文庫Ｊ編集部内では新人賞受賞者をコードネームで呼ぶことがあるそうです。

　受賞後、編集部内で担当さんと打ち合わせしているとですね。別の編集者さんがやってきまして。

　編集者さん「どうも、よろしくお願い致します」

　私「よろしくお願い致します」

　編集者さん「ところで、大砲さんは……」

　私「大砲さん!?」

　ほかの人のコードネームも気になるところです。今年の受賞式で聞いてみようかな。去年は緊張と、挨あい拶さつ回りで何一つ食べられなかったのが無念。すごく美う味まそうだったのに……。

　それでは謝辞を。

　前担当のＳ様。短い間でしたが、本当にお世話になりました。教わったことを活いかして精進します。ありがとうございました！

　この巻から担当のＫ様。様々なご意見等、本当にありがとうございます。これからも共に頑張っていきましょう！

　イラストの明あけ星ぼしかがよ様。新キャラ三人もいてお手数おかけします。携帯の待ち受けはいつもあなたの絵です。絵を次々に見る為ためだけにスマートフォンを買おうかとも思ってます。

　校正様や、編集部の皆様、この本に携わっていただいた全すべての方に感謝を。本当にありがとうございます。

　友人たちにもお礼を。受賞後祝ってくれるというから飲みに行ったら、普通にワリカンでちょっとヘコんだけども。

　そして読者の方々、この本を読んで、楽しんでいただけたなら非常に嬉うれしいです。

　それでは、次の話でもお会いできることを願っております。





壱日千次



    

  
    
      　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作を受賞。宮城県出身にして在住の歴史好き。

　　「ローマへ旅行に行きたいなあ」と６年くらい前から思っているが、未だ海外に行ったことすらない。



　イラスト

　明星かがよ（あけぼし・かがよ）

　　「七花、時跳び！Time-Travel at the After School」（電撃文庫）「前略。ねこと天使と同居はじめました」（ＨＪ文庫）などで挿絵を担当。



    

  
    
      社会的には死んでも君を！２



著者名……壱日千次
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